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3. 地盤 

3.1 地質調査の経緯 

島根原子力発電所の地質については，１号，２号及び３号炉の建設時点

等で調査を実施し，本敷地が原子力発電所の適地であることを確認してい

る。 

 

3.1.1 敷地周辺の調査 

敷地周辺の地質・地質構造を把握するため，陸域（宍道
し ん じ

湖及び中
なか

海
うみ

を含

む）については，まず文献調査を行い，変動地形学的視点に基づいた地形

調査，地表地質踏査，必要に応じてトレンチ調査等を実施した。 

また，海域については，文献調査，音波探査等を実施した。 

 

3.1.2 敷地近傍の調査 

敷地近傍の地質・地質構造を把握するため，敷地近傍について文献調査，

変動地形学的視点に基づいた地形調査，地表地質踏査，地球物理学的調査

（反射法地震探査等），ボーリング調査，トレンチ調査等を実施した。 

 

3.1.3 敷地の調査 

敷地の地質・地質構造を把握するため，敷地付近及び敷地全般について，

変動地形学的視点に基づいた地形調査及び地表地質踏査を行うとともに，

地表からの弾性波探査，ボーリング調査，試掘坑調査等を実施した。 

 

3.1.4 原子炉設置位置付近の調査 

原子炉設置位置付近の基礎地盤性状及び原子炉施設の設計，施工に必要

な検討資料を得るため，ボーリング調査，試掘坑調査等を実施した。 

また，基礎地盤の強度，変形特性等を把握するため，試掘坑内において

岩盤試験を実施するとともに，基礎地盤を構成する岩石の物理的・力学的

特性を把握するため，ボーリングコア及び試掘坑から採取した供試体によ
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る岩石試験を実施した。以上の調査・試験の結果から，基礎地盤は原子炉

施設の設置に十分適した条件を有するものであることを確認した。 
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3.2 敷地周辺の地質・地質構造 

3.2.1 調査内容 

3.2.1.1 文献調査 

敷地周辺陸域の地質・地質構造に関する主要な文献としては，地質調査

所発行の鹿野・吉田（1985）５万分の１地質図幅「 境
さかい

港
みなと

」（１），鹿野・中

野（1985）「美
み

保
ほ

関
のせき

」（２），鹿野・中野（1986）「恵
え

曇
とも

」（３），鹿野ほか（1989）

「大
たい

社
しゃ

」（４），鹿野ほか（1991）「今
いま

市
いち

」（５）及び鹿野ほか（1994）「松
まつ

江
え

」（６），

地質調査所発行の坂本・山田（1982）20 万分の１地質図「松江及び大   

社」（７），鹿野ほか（1988）「浜
はま

田
だ

」（８）及び寺岡ほか（1996）「高
たか

梁
はし

」（９），地

質調査所発行の佃ほか（1985）50 万分の１活構造図「岡
おか

山
やま

」（10），新編島根
し ま ね

県地質図編集委員会（1997）「新編 島根県地質図」（ 11），活断層研究会編

（1980）「日本の活断層」（12），活断層研究会編（1991）「[新編]日本の活断

層」（13），今泉ほか編（2018）「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（14），三

梨・徳岡編（1988）「中海・宍道湖－地形・底質・自然史アトラス」（ 15），

徳岡・高安編（1992）「中海北部（本庄
ほんじょう

工区）アトラス」（16）等があり，こ

れらの地質図等により，敷地周辺陸域の地質概要を把握するとともに，地

質・地質構造についても詳細な調査を実施した。 

また，周辺海域の地質・地質構造に関する主要な文献としては，地質調

査所発行の本座ほか（1979）「日本海南部および対
つし

馬
ま

海峡周辺広域海底地

質図」（17），玉木ほか（1981）「日本海中部海域広域海底地質図」（18），玉木

ほか（1982）「隠
お

岐
き

海峡海底地質図」（19）及び山本ほか（1989）「鳥
とっ

取
とり

沖海底

地質図」（ 20），地質調査所編の脇田ほか（1992）「日本地質構造図日本地質

アトラス（第２版）」（以下「日本地質アトラス（第２版）」という。）（21），

海上保安庁水路部発行の海底地質構造図「鳥取沖」（1976）（22），「隠岐海峡」

（1978a）（23），「日
ひの

御
み

碕
さき

沖」（1978b）（24）及び「島
どう

後
ご

堆」（1980）（25），並びに

海底地形図・海底地質構造図及び調査報告「隠岐北部」（1987）（26），「隠岐

南部」（1990）（27），「赤
あか

碕
さき

」（1991a）（28），「日御碕」（1991b）（29），「美保関」

（1992a）（30），「鳥取」（1992b）（31），「大社」（1993a）（32），「 余
あまる

部
べ

埼
さき

」（1993b）（33），
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「江
ごう

津
つ

」（1995a）（34），「須
す

佐
さ

」（1995b）（35）及び「浜田」（1996）（36），活断層

研究会編（1991）「[新編]日本の活断層」，徳山ほか（2001）「日本周辺海

域中新世最末期以降の構造発達史」（37），国土交通省・内閣府・文部科学省

（2014）「日本海における大規模地震に関する調査検討会報告書」（ 38），文

部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）「平成 26

年度日本海地震・津波調査プロジェクト成果報告書」（39）等があり，これら

の地質図等により，海域の地質概要を把握するとともに，海底地質・地質

構造についても詳細な調査を実施した。 

 

3.2.1.2 広域地質構造調査 

(1) 敷地周辺陸域 

文献調査の結果を踏まえて，敷地を中心とする半径約 30 ㎞の範囲の

陸域において，地形調査，地球物理学的調査及び地質・地質構造調査を

実施した。 

地形調査としては，主に国土地理院で撮影された縮尺２万分の１及び

８千分の１の空中写真，米軍で撮影された縮尺１万分の１の空中写真，

並びに国土地理院発行の縮尺５万分の１及び２万５千分の１の地形図

に加えて航空レーザー測量による高精度の２千５百分の１の等高線図

を使用して行った。地形判読に当たっては，敷地周辺陸域の地質・地質

構造を考慮した変動地形学的視点により変動地形の可能性のある地形

（以下「変位地形・リニアメント」という。）を抽出した。 

地球物理学的調査としては，重力異常及び微小地震分布に関する調査

を実施した。関連する文献としては，地質調査総合センター編（2013）（40），

気象庁地震カタログ（41）等があり，これらの文献により，敷地周辺の重

力異常及び微小地震分布の概要を把握し，変位地形・リニアメントとの

関連について検討した。 

地質・地質構造調査としては，地形調査に使用した空中写真，地形図

等を用いて変位地形・リニアメントを対象に地表地質踏査を実施すると
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ともに，これまでに実施した地表地質踏査結果等も踏まえて地質・地質

構造の検討を行った。また，汽水域である宍道湖及び中海についてこれ

までに音波探査等を実施し，三梨・徳岡編（1988）及び徳岡・高安編（1992）

の音波探査記録とともに検討を行った。 

これらの調査結果に基づいて，原縮尺 20 万分の１の敷地周辺陸域の

地質図，地質断面図，変位地形・リニアメント分布図等を作成した。 

(2) 敷地周辺海域 

敷地周辺の海域については，海底の地形，地質・地質構造に関する資

料を得るため，敷地を中心として沿岸方向約 100km，その沖合方向約 60km

の範囲の海域（以下「敷地前面海域」という。）及び敷地を中心とする

半径約 150km の範囲のうち敷地前面海域を除く範囲（以下「敷地周辺海

域」という。）について，音波探査を実施し，海上保安庁水路部等で実

施した音波探査記録とともに，解析・検討した。 

敷地前面海域において実施した音波探査は水中放電（スパーカー）方

式等であり，探査した測線は沿岸方向及び沖合方向にそれぞれ約２km～

約４km 間隔の 86 測線で総延長約 2,250km である。また，その後ウォー

ターガン・マルチチャンネル方式による調査を 33 測線で，ジオパルス

及びブーマー・マルチチャンネル方式による調査を 15 測線で実施し，

総延長は約 458km である。 

さらに，2014 年に敷地前面海域及び敷地周辺海域の一部において実施

した音波探査はエアガン・マルチチャンネル方式，ウォーターガン・マ

ルチチャンネル方式及びブーマー・マルチチャンネル方式であり，エア

ガン・マルチチャンネル方式による調査は 27 測線で，ウォーターガン・

マルチチャンネル方式による調査は 114 測線で，ブーマー・マルチチャ

ンネル方式による調査は 100 測線で実施し，総延長は約 2,963km である。 

音波探査記録の解析結果に基づいて，縮尺 20 万分の１の敷地前面海

域の海底地形図，海底地質図及び海底地質断面図を作成した。 

また，敷地周辺海域については，日本地質アトラス（第２版）等に図
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示されている断層について，海上保安庁水路部，地質調査所等で実施し

た音波探査記録について解析を行い，断層の性状等について検討した。 

 

3.2.2 陸域の調査結果 

敷地を中心とする半径約 30km の範囲及びその周辺陸域における地形，

地質・地質構造は，文献調査，地形調査，地表地質踏査等の結果によると

以下のとおりである。 

 

3.2.2.1 敷地周辺陸域の地形 

敷地周辺陸域の地形図を第 3.2－1 図に示す。 

敷地周辺陸域は島根県の北東部に位置し，北側は日本海に面し，南側は

中国
ちゅうごく

山地の北縁部に接している。敷地周辺陸域の地形は，その特徴から，

島根半島主部，大社山塊，宍道湖・中海低地帯及び宍道湖南方地域に大別

される。敷地は島根半島主部のほぼ中央部の日本海沿岸に位置する。 

(1) 島根半島主部 

島根半島主部は，宍道湖及び中海の北方に位置し，大社山塊を除く東

西に約 60 ㎞，幅約６㎞（松江市北方では幅約 12 ㎞）の地域である。 

島根半島主部は，ほぼ中央部を横断する佐
さ

陀
だ

川沿いの低地を境に，そ

の東部と西部の２つの地域に区分される。このうち，佐陀川以東の地域

では，松江市北方の三
み

坂
さか

山（標高 536m）を最高地点として，東方の美保

関町の高
たか

尾
お

山（標高 328m）にかけて，標高 200m～500m 前後の東西に延

びる狭長な山地が連なっている。一方，佐陀川以西の地域では，西方へ

朝
あさ

日
ひ

山（標高 342m），大
おお

船
ふね

山（標高 327m）を経て，十六島
う っ ぷ る い

湾東方の峰（標

高 415m）へと連なる狭長な山地を形成している。敷地周辺陸域の切峰面

図（第 3.2－2 図）によると，島根半島主部の山地は佐陀川以東の地域

では，南側がやや急で北側が緩い傾斜を呈するのに対し，佐陀川以西の

地域では，南側が緩く北側が急な傾斜を呈している。 
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(2) 大社山塊 

大社山塊は，出
い

雲
ずも

市北方の鼻
はな

高
たか

山（標高 536m）を中心とする東西約

16 ㎞，南北約６㎞の独立した山塊である。分水界がやや南に偏っている

ため，出雲平野に面する南斜面は比較的急な勾配を呈しているのに対し，

大社山塊の北斜面は比較的緩やかで，日本海側の十六島湾から出雲市平
ひら

田
た

町に抜ける丘陵地を境に，島根半島主部と区分される。 

(3) 宍道湖・中海低地帯 

宍道湖・中海低地帯は，西から出雲平野，宍道湖，松江平野，中海及

び弓
ゆみ

ヶ
が

浜
はま

に至る幅約５km～約 10 ㎞，延長約 50 ㎞の低地帯である。この

低地帯では，神
かん

戸
ど

川，斐
ひ

伊
い

川，飯
いい

梨
なし

川，日
ひ

野
の

川等の河川による土砂の供

給が，平野や湖の形成に関わってきた。低地帯周辺には，何段かの段丘

が存在するが，その発達の程度は良くない。低地帯東端の弓ヶ浜は，美
み

保
ほ

湾の湾口を埋積した砂州である。また，宍道湖と中海の間には，和
わ

久
く

羅
ら

山（標高 262m）及び嵩
だけ

山（標高 298m）があり，独立した山体をなし

ている。また，中海の大
だい

根
こん

島及び江
え

島は，なだらかな地形をなしている。 

(4) 宍道湖南方地域 

宍道湖南方地域は，中国山地の北縁部に位置する。宍道湖南方地域に

は，標高 100m～600m 程度のなだらかな山地が広がっており，小起伏の

尾根が東北東－西南西ないし北東－南西方向に連なっている。本地域内

の南部には，天
てん

狗
ぐ

山（標高 610m）がある。 

 

3.2.2.2 敷地周辺陸域の地質 

敷地を中心とする半径約 30km の範囲における陸域の地質層序表及び地

層対比表を第 3.2－1 表及び第 3.2－2 表に，並びに敷地周辺陸域の地質図

を第 3.2－3 図に，地質断面図を第 3.2－4 図に示す。また，宍道湖及び中

海の音波探査測線図を第 3.2－5 図に，地質図を第 3.2－6 図に，地質断面

図を第 3.2－7 図及び第 3.2－8 図に，音波探査記録を第 3.2－9 図及び    

第 3.2－10 図に示す。 
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島根半島主部及び大社山塊には，新第三紀中新世の堆積岩類及び火山岩

類が広く分布する。これらの新第三系は褶曲し，大局的にほぼ東北東－西

南西方向に連続する。 

宍道湖・中海低地帯には，第四系の沖積低地堆積物が広く分布しており，

出雲平野や弓ヶ浜等には砂丘堆積物が，また，宍道湖及び中海の南岸沿い

を中心に，段丘堆積物が分布する。宍道湖及び中海の湖底下では，第四系

に覆われて新第三系が広く分布する。宍道湖・中海低地帯のやや東寄りに

突出した和久羅山及び嵩山は，新第三紀中新世の末期に噴出した和久羅山

安山岩から成り，中海の大根島及び江島は，第四紀更新世に噴出した大根

島玄武岩から成る。 

宍道湖南方地域には，白亜紀に形成された白亜紀後期火山岩類と古第三

紀に貫入した花崗岩類が広く分布する。これらの先新第三系がなす地形的

高まりの両側部，すなわち，出雲市南方及び松江市南西方では，新第三系

が南方へ湾状に入り込むような分布を示す。この他，宍道湖南方地域には，

白亜紀後期より古い時代の上
かみ

意
い

東
とう

及び鳥
とり

屋
や

郷
ごう

変成岩，第四紀前期更新世に

噴出した野
の

呂
ろ

玄武岩及び第四紀後期更新世に堆積した古期扇状地堆積物

が小規模に分布する。 

 

3.2.2.3 敷地周辺陸域の地質系統 

(1) 先新第三系 

宍道湖南方地域の先新第三系は，白亜紀後期より古い時代の上意東及

び鳥屋郷変成岩，白亜紀後期火山岩類及び古第三紀に貫入した花崗岩類

で構成される。上意東及び鳥屋郷変成岩は，堆積岩起源の接触変成岩で

ある。白亜紀後期火山岩類は，酸性火山岩を主としており，花崗岩類に

貫かれている。 

島根半島主部及び大社山塊には，先新第三系の露出は知られていない

が，島根県地質図説明書編集委員会（1985）（42）によると，松江市嫁
よめ

島
しま

温

泉の掘削井で花崗閃緑岩を確認しており，少なくとも宍道湖の地下では
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花崗岩類が伏在しているものと推定される。 

ａ．上意東及び鳥屋郷変成岩 

上意東及び鳥屋郷変成岩は，東出雲町上意東と松江市八
や

雲
くも

町鳥屋郷

東方の極めて小範囲に分布する。東出雲町上意東では，白亜紀後期火

山岩類に，松江市八雲町鳥屋郷では新第三系中新統の波
は

多
た

層にそれぞ

れ不整合に覆われる。 

本変成岩は，主に凝灰質泥岩，砂岩等の堆積岩を原岩とするホルン

フェルスから成る。 

鹿野ほか（1994）によると，白亜紀後期火山岩類中に本変成岩起源

の礫が含まれていることから，本変成岩の形成時代は少なくとも白亜

紀後期よりも古い時代とされている。 

ｂ．白亜紀後期火山岩類 

白亜紀後期火山岩類は，出雲市上
かみ

島
しま

町周辺，雲
うん

南
なん

市大
だい

東
とう

町塩
しお

田
た

付近，

松江市八雲町熊
くま

野
の

から東出雲町上意東にかけての地域等に分布する。

本火山岩類は，八雲火山岩類（鹿野ほか（1994））及び上島火山岩類（鹿

野ほか（1991））に相当し，上意東及び鳥屋郷変成岩を不整合に覆い，

花崗岩類に貫かれ新第三系に不整合に覆われる。 

本火山岩類は主に流紋岩質－デイサイト質火砕岩，流紋岩溶岩等か

ら成る。 

鹿野ほか（1991）及び鹿野ほか（1994）によると，花崗岩類との貫

入関係から本火山岩類の形成年代は，白亜紀後期とされている。 

ｃ．花崗岩類 

花崗岩類は，宍道湖南方地域に広く分布する。本岩類は，上意東及

び鳥屋郷変成岩と白亜紀後期火山岩類を貫き，新第三系に不整合に覆

われる。 

本岩類は，主に花崗岩と花崗閃緑岩から成る。 

鹿野ほか（1994）によると，本岩類は，Ｋ－Ａｒ放射年代値により，

古第三紀に貫入したものとされており，これら年代値と貫入関係から
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大東花崗閃緑岩， 鵯
ひよどり

花崗岩，布
ふ

部
べ

花崗岩及び下
しも

久
く

野
の

花崗岩の各岩体

に区分されている。 

(2) 新第三系 

新第三系は，中新世に形成された堆積岩類及び火山岩類から成る。こ

れらの地層は宍道湖・中海低地帯を挟んで北側と南側に分かれて分布す

ることから，両地域で異なった地質層序がたてられている。島根半島主

部及び大社山塊の新第三系は，下位から古
こ

浦
うら

層，成
じょう

相
そう

寺
じ

層，牛
うし

切
きり

層，古
ふる

江
え

層，松江層及び和久羅山安山岩に，宍道湖南方地域の新第三系は，下

位から，波多層，川
かわ

合
い

層，久
く

利
り

層，大
おお

森
もり

層及び布
ふ

志
じ

名
な

層に区分される。

鹿野ほか（1994）によると，生層序及び放射年代値を基に，古浦層は波

多層に，成相寺層は川合層及び久利層に，牛切層は大森層に，古江層は

布志名層にそれぞれ対比されている。宍道湖・中海低地帯の新第三系に

ついては，宍道湖では下位からⅥＳ層，ⅤＳ層，ⅣＳ層及びⅢＳ層に，火

山岩・貫入岩をⅧＳ層に区分し，中海では下位からⅥＮ層，ⅤＮ層，ⅣＮ

層及びⅢＮ層に，火山岩・貫入岩をⅧＮ層に区分している。音波探査，ボ

ーリング調査等の結果，ⅥＳ層及びⅥＮ層が古浦層，波多層，成相寺層，

川合層及び久利層に，ⅤＳ層及びⅤＮ層が牛切層及び大森層に，ⅣＳ層及

びⅣＮ層が古江層及び布志名層に，ⅢＳ層及びⅢＮ層が松江層に，ⅧＳ層

が新第三紀の貫入岩類に，ⅧＮ層が新第三紀（一部に第四紀を含む。）の

貫入岩類にそれぞれ対比される。 

ａ．古浦層及び波多層 

古浦層は，鹿
か

島
しま

町古浦西方の海岸沿い及び島根半島東部を中心とし

て広く分布する。本層は島根半島に露出する新第三系の最下部をなし，

下限は不明で，上位の成相寺層に整合に覆われる。 

本層は泥岩，砂岩，礫岩，火山円礫岩，流紋岩質火砕岩，デイサイ

ト質火砕岩及び安山岩質火砕岩を主体とする。本層の砂岩や泥岩から

は，植物化石及び淡水棲貝化石を産する。 

鹿野ほか（1991）によると，フィッション・トラック年代値や台
だい

島
じま

型
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の植物化石を産出すること等から，本層は前期中新世の地層とされて

いる。 

波多層は，雲南市大東町中
なか

屋
や

から南方にかけての地域，天狗山から

京
きょう

羅
ら

木
ぎ

山を経て安
やす

来
ぎ

市に至る地域等に分布する。本層は下位の先新第

三系を不整合に覆い，上位の川合層，久利層等に不整合に覆われる。 

本層は安山岩質火砕岩を主体とし，安山岩溶岩，デイサイト質火砕

岩等を挟む。 

鹿野ほか（1994）によると，本層のデイサイト質火砕岩のフィッシ

ョン・トラック年代値として，約20Maが得られていることから，本層

は前期中新世の地層とされている。 

ｂ．成相寺層，川合層及び久利層 

成相寺層は島根半島主部及び大社山塊に広く分布する。本層は，下

位の古浦層を整合に覆い，上位の牛切層に整合に覆われる。 

本層は，泥岩，流紋岩溶岩及び流紋岩質火砕岩を主体とし，島根半

島東部ではしばしば安山岩溶岩，デイサイト質火砕岩及び安山岩質火

砕岩を伴う。本層の泥岩はかなり硬質で，頁岩の岩相を呈する部分も

ある。 

鹿野ほか（1994）によると，本層のフィッション・トラック年代値

や上部に産出する浮遊性有孔虫化石等から，本層は，20Ma～18Ma以降

の地層であり，前期中新世から中期中新世の地層とされている。 

川合層及び久利層は，出雲市南方から松江市玉
たま

湯
ゆ

町にかけての宍道

湖南岸沿いの地域，雲南市大東町中
なか

湯
ゆ

石
いし

から東出雲町揖
い

屋
や

にかけての

地域，安来市の東部等に分布する。川合層は，下位の波多層等を不整

合に覆う。久利層は川合層と一部指交し，川合層を欠いて下位の波多

層を覆うこともある。両層は上位の大森層等に不整合に覆われる。 

川合層は砂岩，礫岩，安山岩溶岩，デイサイト質火砕岩等から成り，

久利層は泥岩，流紋岩質火砕岩，流紋岩溶岩等から成る。 

鹿野ほか（1994）によると，川合層下部の火山岩のＫ－Ａｒ放射年
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代値が15Ma～19Maであることや，久利層のフィッション・トラック年

代値として14Ma～15Maを得ていることから，両層は，前期中新世から

中期中新世の地層とされている。 

ｃ．牛切層及び大森層 

牛切層は，大社山塊の北部から十六島湾北部にかけての地域，松江

市牛切から西
にし

持
もち

田
だ

町にかけての地域等に，成相寺層を取り巻くように

分布する。本層は下位の成相寺層を整合に覆い，上位の古江層に整合

に覆われる。 

本層は砂岩・泥岩互層及び礫岩を主体とし，一部，安山岩質火砕岩，

安山岩溶岩等を伴う。 

鹿野ほか（1994）によると，本層に挟在する流紋岩質凝灰岩のフィ

ッション・トラック年代値が約14Maであることや，本層から産出する

浮遊性有孔虫化石等から，本層は中期中新世の地層とされている。 

大森層は，宍道湖の南側にほぼ連続して帯状に分布するほか，松江

市佐
さ

草
くさ

町から南方の雲南市大東町付近にかけての地域等に分布する。

本層は下位の久利層等を不整合に覆い，上位の布志名層に整合に覆わ

れる。 

本層は，安山岩溶岩を主体とし，砂岩，礫岩，デイサイト溶岩等を

伴う。 

鹿野ほか（1994）によると，本層の火山岩のＫ－Ａｒ放射年代値が

約14Ma～約16Maであることから，本層は中期中新世の地層とされてい

る。 

ｄ．古江層及び布志名層 

古江層は，主に宍道湖の北岸に沿って広く分布する。本層は下位の

牛切層を整合に覆い，上位の松江層に概ね整合に覆われる。 

本層は主に泥岩及びシルト岩から成る。 

鹿野ほか（1994）によると，本層から産出する浮遊性有孔虫化石か

ら，本層は中期中新世の地層とされている。 
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布志名層は，主に宍道湖や中海の南岸沿いに帯状に分布する。本層

は下位の大森層を整合に覆い，上位の松江層に概ね整合に覆われる。 

本層は主に砂岩，シルト岩及び礫岩から成り，貝化石を多産する。 

鹿野ほか（1994）によると，本層からまれに産出する浮遊性有孔虫

化石から，本層は中期中新世の地層とされている。 

ｅ．松江層 

松江層は，松江市街地周辺，島根半島北部の高
たか

渋
しび

山周辺，斐
ひ

川
かわ

町直
なお

江
え

付近等に分布する。本層は下位の古江層及び布志名層を概ね整合に覆

う。 

本層は主に砂岩，玄武岩溶岩，玄武岩質火砕岩及びシルト岩から成

る。 

鹿野ほか（1994）によると，本層の火山岩のＫ－Ａｒ放射年代値が

約11Ma～約12Maであることから，本層は中期中新世から後期中新世の

地層とされている。 

なお，本層のうち，島根半島北部の高渋山周辺に分布するものは，

鹿野・吉田（1985）により高渋山層と新称されている。高渋山層の火

山岩のＫ－Ａｒ放射年代値として，約10Ma～約12Maの年代値が得られ

たことから，高渋山層は松江層とほぼ同時期の地層と判断される。 

ｆ．和久羅山安山岩 

和久羅山安山岩は，松江市東部の和久羅山及び嵩山を中心とした半

径約３km～約５㎞の地域に分布する。本安山岩は松江層を不整合に覆

う。 

本安山岩は主に安山岩溶岩から成り，和久羅山及び嵩山のドーム状

の山体を構成する。 

鹿野ほか（1994）によると，本安山岩のＫ－Ａｒ放射年代値が約５

Ma～約６Maと報告されていることから，本安山岩は後期中新世の末期

に噴出したものとされている。 

なお，和久羅山の一部を構成するデイサイト溶岩は，Pineda-Velasco 
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et al.（2018）（43）によると，Ｋ－Ａｒ放射年代値が約0.7Ma～約0.9Ma

と報告されていることから，本デイサイト溶岩は中期更新世に噴出し

たものとされている。 

ｇ．貫入岩類 

貫入岩類は，島根半島主部，大社山塊及び宍道湖南方地域の広い地

域に，岩脈状ないし岩床状に分布する。 

本岩類は宍道湖南方地域において先新第三系のみに貫入するものと，

島根半島主部，大社山塊及び宍道湖南方地域において新第三系までに

貫入するものの２つに大別できる。前者は，石英斑岩，花崗斑岩等の

酸性貫入岩が主であり，後者はドレライト，安山岩等の塩基性～中性

貫入岩を主としている。 

(3) 第四系 

敷地周辺陸域に分布する第四系は，主として更新世の火山岩類，段丘

堆積物及び古期扇状地堆積物，並びに完新世の砂丘堆積物及び沖積低地

堆積物から成る。 

宍道湖・中海低地帯の第四系については，宍道湖では下位からⅡＳ層

及びⅠＳ層に，中海では下位からⅡＮ層及びⅠＮ層に，火山岩・貫入岩を

ⅧＮ層及びⅦＮ層に区分している。音波探査及びボーリング調査の結果，

ⅡＳ層及びⅡＮ層が中期～後期更新世の段丘堆積物及び古期扇状地堆積

物に，ⅠＳ層及びⅠＮ層が完新世の砂丘堆積物及び沖積低地堆積物に， 

ⅦＮ層が大根島玄武岩に，ⅧＮ層の一部が第四紀の火山岩・貫入岩にそれ

ぞれ対比される。 

ａ．火山岩類 

第四紀の火山岩類としては，野呂玄武岩と大根島玄武岩がある。 

野呂玄武岩は，東出雲町野呂付近とその南方の京羅木山山頂に分布

する。本玄武岩は布志名層等を不整合に覆う。 

本玄武岩は玄武岩溶岩から成る。 

鹿野ほか（1994）によると，本玄武岩のＫ－Ａｒ放射年代値が約１
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Ma であることから，本玄武岩は前期更新世に噴出したものとされてい

る。 

大根島玄武岩は中海にある大根島及び江島に分布する。 

本玄武岩は主に玄武岩溶岩から成る。 

地表では本玄武岩と下位層との関係は不明であるが，後述する中海

北部で実施した湖上ボーリング調査結果によると，大
だい

山
せん

松江軽石層（約

13 万年前；町田・新井（2011）（44））を挟む上部更新統の下位に本玄武

岩が分布することを確認している。また，沢田ほか（2006）（45）による

と，層厚 70m 以上に達する本玄武岩には火山活動の長い休止期を示す

ような古土壌は認められないことから，Ｋ－Ａｒ放射年代値 0.19±

0.01Ma を本玄武岩の噴出年代とするのが妥当であるとされている。こ

れらのことから，本玄武岩の噴出年代は，中期更新世の末期であると

判断される。 

ｂ．段丘堆積物及び古期扇状地堆積物 

段丘堆積物は，宍道湖・中海低地帯の沿岸や宍道湖南方地域の比較

的規模の大きい河川沿いに分布する。 

段丘堆積物は礫，砂及びシルト～粘土から成る。 

島根半島では段丘地形の発達が悪く，段丘堆積物の分布は極めて断

片的であるが，宍道湖・中海低地帯の南岸沿いでは，何段かの段丘面

を形成する。これらの段丘面については，地形調査結果，地表地質踏

査結果等により，高位のものから，高位面，中位面及び低位面に区分

した。さらに，高位面は４面に，中位面は２面に，低位面は３面に細

分される。敷地周辺陸域の段丘面分布図を第 3.2－11 図に示す。 

高位段丘堆積物は，出雲市山
やま

廻
まわり

一帯，松江市乃
の

白
しら

から松江市大
おお

庭
ば

町，

松江市上
あげ

乃
の

木
ぎ

町付近，松江市福
ふく

原
はら

町付近等に分布し，現河床面から比

高差15m～50m程度の開析された段丘面を形成する。堆積物の上部には

顕著な赤色土壌化がみられ，礫の一部はくさり礫化している。厚さ約

１m以上の風成ロームを介して大山松江軽石層及び三
さん

瓶
べ

木
き

次
すき

軽石層（約
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10.5万年前；町田・新井（2011））に覆われる。これらのことから，高

位面群は中期更新世に形成された段丘面であると判断される。なお，

高位面群は，大西（1979）（46）の山廻層，乃白層及び乃
の

木
ぎ

層に相当する。 

中位Ⅰ面段丘堆積物及び中位Ⅱ面段丘堆積物は，宍道湖南岸沿いや

宍道湖南方地域の比較的規模の大きい河川沿いに断片的に分布する。

宍道湖南岸沿いでは，前者が現河床面からの比高差約10m～約15m，後

者が約５m～約10mの段丘面を形成する。中位Ⅰ面段丘堆積物を覆う風

成ロームの下部には，大山松江軽石層及び三瓶木次軽石層が挟まれ，

中位Ⅱ面段丘堆積物は堆積物最上部若しくは堆積物を覆う風成ローム

の最下部に，三瓶木次軽石層が挟まれる。これらのことから，中位Ⅰ

面は中期更新世末～後期更新世初頭に，中位Ⅱ面は後期更新世前期に

形成された段丘面であると判断される。 

低位面段丘堆積物は，宍道湖南方地域の斐伊川，赤
あか

川等の中流域に

現河床面から比高差10m前後の河成段丘面を形成する。鹿野ほか（1994）

によると，低位面段丘堆積物は後期更新世末期の堆積物とされている

ものであり，低位面は後期更新世末期に形成された段丘面であると判

断される。 

古期扇状地堆積物は，宍道湖南方地域等に分布する。鹿野ほか（1991）

は，本堆積物を覆う風成ロームの下部に大山松江軽石層若しくは三瓶

木次軽石層が挟まれることから，中位Ⅰ面段丘堆積物あるいは中位Ⅱ

面段丘堆積物に対比されるとしている。 

ｃ．砂丘堆積物 

砂丘堆積物は，出雲平野の海岸砂丘，鹿島町古浦の佐陀川河口付近

及び弓ヶ浜の砂州の一部に分布する。 

本堆積物は，未固結で淘汰の良い砂から成る。 

ｄ．沖積低地堆積物 

沖積低地堆積物は，主に宍道湖や中海の湖岸沿いの低地及び斐伊川，

飯梨川等の規模の大きい河川沿いの低地に分布する。 
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本堆積物は，未固結の礫，砂及びシルト～粘土から成る。 

沖積低地堆積物には，平野の山際に分布する扇状地堆積物，山麓斜

面や谷沿いに分布する崖錐堆積物，干拓地や埋立地を構成する盛土等

を含めている。 

なお，島根県地質図説明書編集委員会（1985）によると，中海及び

宍道湖の湖底下には，中海層と呼ばれる完新世の泥質堆積物が堆積し

ている。 

 

3.2.2.4 敷地周辺陸域の地質構造 

(1) 褶曲構造 

島根半島の新第三系は，東西ないし東北東－西南西方向の軸を有する

褶曲構造をなす。大局的にみると，島根半島主部及び大社山塊では，そ

れぞれ背斜をなし，十六島湾から出雲市平田町に至る丘陵地及び出雲平

野から宍道湖に至る低地帯はそれぞれ向斜をなす。これらの大構造とし

ての背斜及び向斜は，更に多くの小規模な背斜及び向斜の複合から成る

（第 3.2－3 図）。多井（1973）（47）等によると，この島根半島の新第三系

の褶曲帯は，宍道褶曲帯と呼ばれている。 

宍道湖の新第三系は，湖の中央より軸がやや北側に偏った極めて緩や

かな向斜をなし，中海の新第三系は，軸が北側に偏った非対称の向斜を

なす。これに関して，山内・岩田（1998）（48）では地溝状の地質構造を推

定しているとともに，沢田ほか（2001）（49）では地溝状の盆地を宍道地溝

帯と定義している。 

一方，宍道湖南方地域の新第三系は，著しい褶曲構造が認められず，

大局的には緩やかに北側に傾斜する。 

多井（1973），山内・吉谷（1992）（ 50），鹿野・吉田（1985）等による

と，島根半島の褶曲構造は松江層まで及んでいるが，約５Ma～約６Ma に

噴出した和久羅山安山岩が松江層を不整合に覆うことから，後期中新世

末期には褶曲構造の形成がほぼ終了したとされている。また，宍道湖及
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び中海の音波探査等の結果並びに三梨・徳岡編（1988）及び徳岡・高安

編（1992）によると，新第三系を覆う更新統及び完新統に，褶曲構造や

断層は認められない。さらに，大西（1979）によると，宍道湖・中海低

地帯周辺における段丘面に関する検討の結果，中期更新世以降，低地帯

の中央部が沈降するような動きは認められないとされている。 

(2) 海岸地形 

日本海に面する島根半島北岸は，主に岩石海岸から成り，潮間帯やそ

れよりも高い位置に形成された波食棚（以下「ベンチ」という。）が認

められる。敷地周辺陸域の海岸侵食地形分布図を第 3.2－12 図に示す。 

ベンチの平面的な分布については，数 10km スケールあるいは数 km ス

ケールでみると，発達程度の地域的な偏りが認められる。断片的に分布

するベンチの幅は，数 m～数 10m 程度のものが大半であり，また，潮間

帯より上位に発達するベンチも様々なものが存在し，定高性及び系統的

な高度変化等の規則性は認められない。 

島根半島沿岸域で実施した音波探査の結果，後期更新世以降に沿岸域

を隆起させるような運動様式の断層は確認されない。また，小池・町田

（2001）（51），藤原ほか（2005）（52）等によると，島根半島沿岸域の地殻運

動は，段丘面の分布状況等から，後期更新世には安定又は若干の沈降傾

向であるとされている。 

したがって，島根半島北岸のベンチは，少なくとも地震性地殻変動に

伴う隆起により形成されたものではないと判断される。 

(3) 断層及び変位地形・リニアメント 

島根半島の新第三系には，褶曲軸とほぼ平行する東西性の逆断層が多

く存在する。 

多井（1952）（53）は，鹿島町古浦から鹿島町 南
みなみ

講
こう

武
ぶ

，松江市上
かみ

本
ほん

庄
じょう

町

を通り，美保関町宇
う

井
い

付近に至る断層を，宍道断層と命名し，この地域

の断層の中で最も大きいものとしている。鹿野・吉田（1985）によると，

宍道断層は相対的に北上がりの逆断層と考えられ，周辺には宍道断層か
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ら派生したと思われる北上がりあるいは南上がりの高角逆断層がいく

つかみられるとしている。 

また，多井（1973）によると，大社山塊と出雲平野の境界付近に，大

社衝上断層が推定されている。大社衝上断層は，通商産業省（1969（54），

1970（55））が実施した重力探査及び地震探査の結果，東西方向に延びる

重力急傾斜帯があること及び大社山塊と出雲平野の速度層構造に著し

い差が認められることから，北上がりの逆断層として推定されたもので

ある。その後の通商産業省（1971）（56）の調査結果によると，大社衝上断

層は陸域から海域まで連続するものとされている。 

多井（1973）は，島根半島の新第三系の褶曲・断層系の主な形成が，

中新世末期頃までにほぼ完了したとしている。 

宍道湖南方地域には，新第三系に東西ないし東北東－西南西方向の断

層がいくつかみられる。また，白亜紀後期火山岩類及び花崗岩類は，東

北東－西南西ないし北東－南西方向に配列する分布を示しており，これ

とほぼ同方向の断層がいくつか存在する。 

活断層研究会編（1991）によると，敷地を中心とする半径約 30 ㎞の

範囲の陸域には，第 3.2－13 図に示すとおり，古浦東方断層，宍道断層

[北][南]，枕
まくら

木
ぎ

山東断層（「枕木山東断層」の名称は橋本ほか（1980）（57）

による。），森
もり

山
やま

断層，高尾山断層，法
ほう

田
だ

断層，古
ふる

殿
とん

[北][南]断層，山
やま

中
なか

付近断層，垣
かき

の内
うち

北側断層，半
はん

場
ば

－石
いし

原
はら

断層，万
まん

田
だ

付近断層，矢
や

尾
び

町付

近断層及び木次南断層が挙げられる。 

活断層研究会編（1991）によると，このうちの古浦東方断層及び宍道

断層[北][南]は，多井（1952）の宍道断層にほぼ一致するとされている。

また，活断層研究会編（1991）及び鹿野ほか（1989）によると，矢尾町

付近断層は，多井（1973）の大社衝上断層にほぼ一致するとされている。 

今泉ほか編（2018）によると，敷地を中心とする半径約 30 ㎞の範囲

の陸域には第 3.2－14 図に示すような断層が示されている。このうち，

活断層研究会編（1991）による古浦東方断層，宍道断層[北][南]及び森
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山断層が，宍道（鹿島）断層帯と称され，一連の活断層として示されて

いる。 

活断層研究会編（1991）に示される古浦東方断層，宍道断層[北][南]，

枕木山東断層，森山断層，法田断層及び高尾山断層については，一連と

する文献もあることから，以下ではこれらの断層を一括して宍道断層と

して用いる。 

また，宍道断層，古殿[北][南]断層及び山中付近断層については，敷

地からの距離を考慮し，「3.3 敷地近傍の地質・地質構造」で詳述する。 

活断層研究会編（1991）によると，第 3.2－15 図に示すように，敷地

を中心とする半径 30 ㎞以遠の陸域にも，地震断層及び活断層が示され

ている。これらのうち，地震断層として吉
よし

岡
おか

断層及び鹿
しか

野
の

断層があり，

比較的延長の長い確実度Ⅰの活断層としては山
やま

崎
さき

断層系がある。 

敷地を中心とする半径約 30km の範囲の陸域について，地形調査を実

施した。地形判読に当たっては，敷地周辺陸域の地質・地質構造を考慮

した変位地形・リニアメント判読基準を作成し，変動地形学的視点によ

り変位地形・リニアメントを抽出するとともに，段丘面の区分及び海岸

地形の分類を実施した。なお，変位地形・リニアメントは変動地形の可

能性が高いものから，ランクをＡ～Ｄに区分した。変位地形・リニアメ

ント判読基準を第 3.2－3 表に示す。 

敷地を中心とする半径約 30km の範囲の陸域の変位地形・リニアメン

トを第 3.2－4 表及び第 3.2－16 図に示す。 

また，敷地を中心とする半径約 30km の範囲について，重力異常及び

微小地震分布に関する文献調査を実施した。 

敷地を中心とする半径約 30km の重力異常については，地質調査総合

センター編(2013)をもとに検討を行った。敷地周辺の重力異常図を   

第 3.2－17 図に示す。 

重力異常としては，背斜を成す島根半島主部及び大社山塊では高重力

域が認められ，一方，向斜を成す宍道湖・中海低地帯では低重力域が認
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められる。境
さかい

水道から中海北部を通り，松江市内にかけて東北東－西南

西方向に延びる重力コンターの急傾斜部が認められ，西方の松江市内及

び東方の美保関町東方沖合いへ向かうほど不明瞭となる。これは後述す

るＦ－Ｂ断層及びＦ－Ｃ断層にほぼ対応する。同様に，大社山塊南限沿

いから出雲市大社町西方海域にかけて，大社衝上断層に対応する東北東

－西南西方向に延びる重力コンターの急傾斜部が認められ，東方の宍道

湖へ向かうほど不明瞭になる。これらの重力異常から，共に北上がりの

地質構造の存在が推定される。また，鹿島町古浦から出雲市十六島町の

沿岸域にかけて，東北東－西南西方向に延びる重力コンターの傾斜部が

認められる。これは後述するＦ－①断層及びＦ－②断層による音響基盤

の落差（音響基盤の傾斜部）を反映した重力変化と判断される。 

敷地を中心とする半径約 30km の微小地震分布については，気象庁地

震カタログの 1997 年 10 月から 2019 年８月までの約 22 年間を対象とし

て検討した。微小地震分布図を第 3.2－18 図に示す。その結果，鳥取県

西部地域に震央の集中がみられる。また，変位地形・リニアメントとの

関連が考えられる微小地震は認められない。 

ａ．垣の内北側断層 

(a) 文献調査結果 

橋本ほか（1980）は，松江市島根町北垣
きたがき

北方の尾根から南東方向

の延長4.0㎞間に，西北西－東南東方向の準確実活断層を記載し，垣

の内断層と呼び，主に尾根に連続して明瞭な右横ずれ地形が認めら

れるとしている。 

活断層研究会編（1980，1991）は，橋本ほか（1980）と同位置に，

長さ4.0㎞の垣の内北側断層を記載し，確実度Ⅱ，活動度Ｃとしてい

る。 

鹿野・吉田（1985）は，橋本ほか（1980）の垣の内断層について，

そのほかのリニアメントに比べてもはるかに明瞭さを欠くものであ

り，活断層とする根拠は乏しいとしている。 
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佃ほか（1985），中田ほか（2008）（58）及び今泉ほか編（2018）に

は，同位置に活断層あるいは推定活断層は示されていない。 

(b) 地形調査結果 

垣の内北側断層周辺の地形調査結果を第3.2－19図に示す。 

島根町北垣から島根町垣の内にかけて，直線状の谷，鞍部及び傾

斜変換線等から成る北西－南東方向のＤランクの変位地形・リニア

メントが判読される。 

これらの変位地形・リニアメントは活断層研究会編（1980，1991）

の垣の内北側断層にほぼ対応する。変位地形・リニアメントの南東

側の山地斜面には逆向き崖による北東側低下の高度差が認められ，

変位地形・リニアメントの北西側では一部に河谷と尾根に右屈曲が

認められるが不明瞭で系統的ではない。 

(c) 地表地質踏査結果 

垣の内北側断層周辺の地質図及び地質断面図を第3.2－20図に示

す。 

垣の内北側断層沿いには，新第三系中新統の牛切層の流紋岩～デ

イサイト質火砕岩，砂岩・礫岩，砂岩・泥岩互層，泥岩，並びに貫

入岩であるデイサイト，安山岩及び玄武岩が分布する。 

牛切層は，ほぼ東西方向の走向で北傾斜の緩やかな同斜構造を示

す。 

島根町垣の内南東部のピット調査（Ｌｏｃ．ＫＮ－１）では，泥

岩及び流紋岩～デイサイト質火砕岩が北傾斜の緩やかな構造を示し，

変 位 地 形 ・ リ ニ ア メ ン ト 位 置 に は 断 層 は 認 め ら れ な い           

（第3.2－21図）。 

島根町垣の内の北部では，変位地形・リニアメントの一部が流紋

岩～デイサイト質火砕岩と貫入岩であるデイサイトとの地質境界に

対応する。 
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(d) 総合評価 

垣の内北側断層にほぼ対応する変位地形・リニアメントには，一

部に河谷と尾根に右屈曲が認められるが不明瞭で系統的ではない。

垣の内北側断層付近に分布する地層は，北傾斜の緩やかな同斜構造

を示し，変位地形・リニアメント位置に断層は認められない。また，

変位地形・リニアメントの一部は，牛切層の流紋岩～デイサイト質

火砕岩と貫入岩であるデイサイトとの地質境界に対応する。 

以上のことから垣の内北側断層にほぼ対応する変位地形・リニア

メントは，岩質の差を反映した組織地形であると評価する。 

ｂ．大社衝上断層及び矢尾町付近断層 

(a) 文献調査結果 

大社衝上断層は，通商産業省（1969，1970，1971）の重力探査，

地震探査等の結果，大社山塊と出雲平野を境する高角度逆断層とし

て推定されたもので，多井（1973）は，これらの調査結果をもとに，

大社衝上断層が西方の海域まで連続するものとしている。なお，大

社衝上断層については，活断層とする文献はない。 

橋本ほか（1980）は，出雲市大社町遙堪
ようかん

から出雲市国富
くにどみ

町に至る

延長6.0㎞間に東西ないし東北東－西南西方向の推定活断層を記載

し，矢尾町断層と呼んだ。 

活断層研究会編（1980，1991）は，橋本ほか（1980）と同位置に，

長さ６㎞の矢尾町付近断層を記載し，確実度Ⅲ，活動度Ｃとしてい

る。 

鹿野ほか（1989）は，橋本ほか（1980）及び活断層研究会編（1980，

1991）とほぼ同じ位置にリニアメントを図示しているが，リニアメ

ントは地質断層あるいは浸食に対する抵抗の差が大きい岩石の境界

にほぼ一致しており，リニアメントに沿った地域に明瞭な変位地形

等活断層であることを示す証拠は認められないとしている。 

今泉ほか編（2018）には，同位置に推定活断層が示されている。 
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一方，佃ほか（1985）には，同位置に活断層あるいは推定活断層

は示されていない。 

活断層研究会編（1980，1991）及び鹿野ほか（1989）は，矢尾町

付近断層が，多井（1973）の大社衝上断層にほぼ一致するとしてい

る。 

以下では大社衝上断層及び矢尾町付近断層に関する調査結果をあ

わせて記載する。 

(b) 地形調査結果 

大社山塊及び矢尾町付近断層周辺の地形調査結果を第3.2－22図

に示す。 

国富町から大社町にかけて，山脚部の崖，傾斜変換線，山地・平

野境界をなす崖等から成るほぼ西北西－東南東～東北東－西南西方

向のＡ，Ｂ及びＣランクの変位地形・リニアメントが判読され，一

部の河谷と尾根に右屈曲が認められるほか，Ｈ３面（高位面）に撓

みが，沖積面及び扇状地面に低崖が認められる。 

これらの変位地形・リニアメントは東半部が活断層研究会編

（1991）の矢尾町付近断層にほぼ対応する。 

(c) 地質調査結果 

大社山塊及び矢尾町付近断層周辺の地質図及び地質断面図を  

第3.2－23図に示す。 

地表地質踏査結果によると，矢尾町付近断層沿いには，新第三系

中新統の古浦層，成相寺層，牛切層及び古江層，並びに貫入岩であ

るドレライト及び安山岩が分布する。また，これらを覆ってＨ３面

（高位面）及びＭｍ面（中位Ⅱ面）段丘堆積物が局所的に認められ

るほか，谷沿いには沖積低地堆積物が分布する。 

変位地形・リニアメント東部の国富町馬伏
うまぶし

付近では，牛切層中に

幅約10cm～約50cmの断層破砕帯を伴う断層露頭が認められ，この断

層より北西の岩盤は幅約５mにわたって破砕を受け軟質化している
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（第3.2－24図）。この断層露頭から西方にかけて，変位地形・リニ

アメントを境に地質分布・構造の不連続がみられることから，変位

地形・リニアメントにほぼ一致する断層が存在するものと判断され

る。断層露頭周辺では，北西側に礫岩・砂岩主体の地層が，南東側

に泥岩・砂岩主体の地層が分布し，断層の両側で牛切層の岩相が異

なる。 

断層露頭にみられる断層破砕帯は全体に弱い熱水変質作用を受け，

一部に軟質な断層粘土が認められるが，全体に固結しており，最近

の活動を示唆する新しいせん断面は認められない。 

出雲市日下
く さ か

町から国富町までの牛切層の分布域では，断層の両側

で牛切層の岩相が異なる。特に，Ｃランクの変位地形・リニアメン

トが判読される出雲市東林木
ひがしはやしぎ

町以東では，断層の北西側に硬質な砂

岩・礫岩主体の地層が分布し，断層の南東側に比較的軟質な泥岩主

体の地層が分布する。 

一方，日下町周辺の成相寺層の分布域では，変位地形・リニアメ

ントは，硬質な流紋岩溶岩と，軟質な流紋岩質火砕岩との地質境界

にほぼ一致する。 

なお，出雲市西林木
にしはやしぎ

町から出雲市美談
み だ み

町にかけて，並びに大社町

から矢尾町にかけての山地・平野境界に認められる変位地形・リニ

アメントは，新第三系中新統と沖積層との地質境界にほぼ一致する。 

大社山塊周辺の重力データ（地質調査所編（2000））（59）の再解析

結果による重力異常分布図を第3.2－25図に，大社山塊東部から宍道

湖にかけての詳細な重力探査結果による重力異常分布図を       

第3.2－26図に示す。 

重力探査結果によると，大社山塊南限沿いから大社町西方海域に

かけて，大社衝上断層に対応する東北東－西南西方向に延びる重力

コンターの急傾斜部が認められ，北上がりの地質構造の存在が推定

される。また，この重力コンターの急傾斜部は，東方の宍道湖へ向
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かうほど不明瞭になる。 

大社衝上断層の西方延長に位置する大社町西方海域の音波探査結

果によると，中新統上面及びそれを覆う更新統に変位や変形は認め

られない。 

一方，大社衝上断層の東方延長に位置する宍道湖の音波探査結果

によると，中新統に断層は認められない。 

(d) 総合評価 

矢尾町付近断層については，空中写真判読により変位地形・リニ

アメントが大社山塊南限の山麓に沿って大社衝上断層の北側に近接

して認められることから大社衝上断層に含めて評価する。 

大社衝上断層については，活断層とする文献はないが，変位地形・

リニアメントが判読されること，上部更新統が欠如し活動性が明確

に判断できないこと等から，震源として考慮する活断層とし，その

長さについては，大社町西方海域において中新統上面及びそれを覆

う更新統に変位や変形が認められない音波探査測線から，宍道湖に

おいて断層が認められない音波探査測線までの約28kmとする。 

ｃ．木次南断層 

(a) 文献調査結果 

活断層研究会編（1980，1991）は，雲南市掛合
か け や

町北迫
きたざこ

付近から斐

伊川沿いの雲南市木次町西日登
にしひのぼり

を通り，雲南市大東町清田
せ い だ

付近に至

る延長20㎞間に，北東－南西方向の木次南断層を記載し，確実度Ⅲ

としている。活動度は記載されていない。これによると，斐伊川は

1,000m以上，その西の２つと東の２つの小さな川は1,000m以下の右

横ずれがみられるとしている。 

佃ほか（1985）及び今泉ほか編（2018）には，同位置に活断層あ

るいは推定活断層は示されていない。 

(b) 地形調査結果 

木次南断層周辺の地形調査結果を第3.2－27図に示す。 
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掛合町多根
た ね

志
し

食
じき

の南方から大東町清田にかけて，傾斜変換線，鞍

部等から成る北東－南西方向のＤランクの変位地形・リニアメント

が断続的に判読される。 

これらの変位地形・リニアメントは，活断層研究会編（1980，1991）

の木次南断層にほぼ対応する。変位地形・リニアメントの南西部で

は，山地斜面に逆向き崖から成る南東側低下の高度差が認められる

が，それ以外の区間では顕著な高度差は認められない。また，変位

地形・リニアメントには河谷と尾根の屈曲は認められない。 

(c) 地表地質踏査結果 

木次南断層周辺の地質図及び地質断面図を第3.2－28図に示す。 

木次南断層沿いには，古第三紀に貫入した花崗岩類が広く分布し，

掛合町北迫付近には古第三系の八神
は か み

火山岩類が分布する。鹿野ほか

（1994）によると，花崗岩類は，大東花崗閃緑岩，鵯花崗岩及び下

久野花崗岩に区分されている。また，三
み

刀
と

屋
や

川，斐伊川等の河川沿

いには，高位面，中位面及び低位面段丘堆積物が河成段丘を形成し

ており，北東端に近い大東町金成
かねなり

付近には古期扇状地堆積物が分布

する。 

本断層の北東部にあたる大東町金成付近では，中～粗粒の大東花

崗閃緑岩とこれを貫く細粒の下久野花崗岩が分布しており，変位地

形・リニアメントは両者の貫入境界にほぼ一致する。大東花崗閃緑

岩は，下久野花崗岩に比べ風化がみられ，大東花崗閃緑岩が分布す

る北西側の山地高度が全体に低くなっている。大東町金成付近では

両者が粘土等を介して接する露頭も確認しているが，その北東延長

方向に位置する大東町清田付近には，上部更新統に対比される古期

扇状地堆積物が分布し，これが形成する扇状地面に変位地形は認め

られず，古期扇状地堆積物を覆う三瓶木次軽石層（約10.5万年前）

の上面にも有意な高度差はなく，さらにその北東方において新第三

系の波多層が連続して分布している。 
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この西方の木次町宇谷
う だ に

付近では，変位地形・リニアメントの方向

と調和的な小規模な閃緑岩の貫入岩体が分布しており，貫入岩中に

北東－南西方向の粘土脈が認められる。 

木次町西日登の斐伊川沿いでは，文献により1,000m以上の右横ず

れが指摘されているが，上下流の河道には変位が認められず，変位

地形・リニアメントに沿って河谷や尾根が系統的に大きく屈曲する

ような変位地形は認められない。さらに，変位地形・リニアメント

南西部にあたる掛合町松尾
ま つ お

付近の三刀屋川沿いにあるＨ３面（高位

面）に変位地形は認められず，段丘堆積物を覆う三瓶木次軽石層に

も有意な高度差は認められない。 

この他，周辺に分布する花崗岩中には，変位地形・リニアメント

と同方向の節理等の分離面が多数認められ，挟在物中には小規模な

粘土化した部分や熱水変質作用を受けている部分も確認している。 

(d) 総合評価 

木次南断層沿いには，北東－南西方向のＤランクの変位地形・リ

ニアメントが断続して判読されるが，河谷や尾根の系統的な屈曲は

認められない。 

大東町清田付近から 東
ひがし

阿用
あ よ う

付近にかけて，変位地形・リニアメン

トは大東花崗閃緑岩と下久野花崗岩の境界にほぼ一致し，両者が粘

土等を介して接する露頭も確認されているが，その延長方向の大東

町清田付近の古期扇状地面に変位地形は認められず，古期扇状地堆

積物を覆う三瓶木次軽石層の上面にも有意な高度差はなく，さらに

その北東において新第三系の波多層が連続して分布している。大東

町東阿用付近から木次町西日登を経て掛合町北迫付近に至る間では，

花崗岩中に変位地形・リニアメントと同方向の節理等の分離面が多

数認められ，挟在物中には小規模な粘土化した部分や熱水変質作用

を受けている部分も確認している。木次町西日登付近において，

1,000m以上の右横ずれが指摘されている斐伊川屈曲部の上下流の河
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道には変位が認められず，変位地形・リニアメントに沿って河谷や

尾根が系統的に大きく屈曲するような変位地形は認められない。さ

らに，掛合町松尾付近ではＨ３面（高位面）に変位地形は認められ

ず，段丘堆積物を覆う三瓶木次軽石層にも有意な高度差は認められ

ない。 

以上のことから，木次南断層については，後期更新世以降の活動

を示唆するものは認められず，変位地形・リニアメントは花崗岩中

の卓越する節理等の分離面に沿って浸食を受けた組織地形と評価す

る。 

ｄ．その他の断層及び変位地形・リニアメント 

文献に示されるその他の陸域の断層並びに地形調査結果による変位

地形・リニアメントについては，後期更新世以降の活動が認められな

いか，若しくはその長さと敷地からの距離とを考慮すると，いずれも

前述の断層の影響を上回らないと判断される。 

宍道湖及び中海については，音波探査記録等から，宍道湖では，  

第3.2－6図及び第3.2－7図に示すように断層は認められない。また，

中海では，第3.2－6図に示すようにＦ－Ａ断層，Ｆ－Ｂ断層及びＦ－

Ｃ断層の３条の断層が認められる。第3.2－8図に示すように，これら

の断層はいずれもⅢＮ層以下の地層に変位又は変形を与えているが，

ⅦＮ層，ⅡＮ層及びⅠＮ層に変位や変形を与えていないことから，少な

くとも後期更新世以降の断層活動は認められない。 

ｅ．敷地を中心とする半径 30km 以遠の主な断層 

活断層研究会編（1991）には，敷地を中心とする半径30km以遠の陸

域にも，地震断層及び活断層が示されている（第3.2－15図）。これら

のうち，地震断層として吉岡断層及び鹿野断層があり，比較的延長の

長い確実度Ⅰの活断層としては山崎断層系がある。 

吉岡断層及び鹿野断層は，1943年の鳥取地震（マグニチュード（以

下「Ｍ」という。）7.2）に際して活動した地震断層である。活断層研
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究会編（1991）によると，鹿野断層は地形的にも活断層として認めら

れ，長さ８km，確実度Ⅰとされているが，活動度は記載されていない。 

津屋（1944）（60）は，鳥取地震の直後に震源地付近の地質学的観察を

行い，吉岡断層及び鹿野断層沿いにあらわれた地震断層の長さ，変位

の方向，変位量等を検討した。 

安藤ほか（1980）（61）は，鹿野断層について，鳥取県鳥取市鹿野町法
ほう

楽
らく

寺
じ

と鳥取市双
そう

六
ろく

原
ばら

の２箇所でトレンチ調査を実施し，法楽寺のトレ

ンチによって，断層の上下方向の変位量を60cm～80cmと読み取り，津

屋（1944）の報告とほぼ一致するとしている。 

一方，山崎断層系は，活断層研究会編（1991）によると，岡山県と

鳥取県の県境に位置する那
な

岐
ぎ

山の北方付近から，ほぼ東南東方向に延

び，兵庫
ひょうご

県宍
し

粟
そう

市山崎町を経て同県三
み

木
き

市に至る総延長87kmの断層系

であり，活動度Ｂとされている。 

活断層研究会編（1991）によると，西から大
おお

原
はら

断層（長さ34km），土
ひ

万
じま

断層（長さ18km）及び安
やす

富
とみ

断層（長さ18km）がほぼ連続し，更に約

７㎞離れた東方にある琵
び

琶
わ

甲
こう

断層（長さ10km）を含め，これら４本の

断層が確実度Ⅰとされている。また，加
か

古
こ

川を挟んで更に東方に三木

断層（長さ22km）が確実度Ⅱとして示されている。 

岡田ほか（1987）（62）は，安富断層のトレンチ調査を行い，最新活動

時期として868年の播
はり

磨
ま

地震（Ｍ≧7.0）の可能性を示唆している。 

遠田ほか（1995）（63）は，山崎断層系の北西部を構成する大原断層の

トレンチ調査を行い，最新活動時期は868年の播磨地震の可能性が強い

とし，大原断層，土万断層及び安富断層が同時に動くか，時間差を伴

って連鎖的に動く関係にあるとしている。 

岡山県（1996）（64）は同じく大原断層のトレンチ調査を行い，最新活

動時期を平安時代中期に特定し，播磨地震に該当するとしている。 

兵庫県（1996）（65）は，土万断層及び安富断層のトレンチ調査を行い，

このうちの安富断層の最新活動時期が播磨地震である可能性が高いと
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している。 

佃ほか（1985）によると，安富断層とその東方の琵琶甲断層との間

に分布する中位面ないし低位面段丘堆積層には断層が記載されていな

いことから，播磨地震で活動したとされる大原断層，土万断層及び安

富断層の一連の活断層は，その東方には延長しないことを示唆してい

る。 

また，兵庫県（1999）（66）は，山崎断層系の地形・地質調査を行い，

安富断層の横ずれ変位は，東方にゆくにつれ変位量が小さくなる傾向

が認められ，東方延長線上でも明瞭な変位地形を伴ったリニアメント

は見出せなくなることから，安富断層は琵琶甲断層には直接連続して

いない可能性が高いとしている。 

さらに,兵庫県（2001）（67）は，トレンチ調査等により，琵琶甲断層

及び三木断層が約2,000年前の前後数百年の間に活動した可能性があ

り，また，安富断層と琵琶甲断層の間の約７kmについては変位地形は

認められないとしている。 

岡田・東郷編（2000）（68）は，総延長約87kmの断層帯として山崎断層

帯と呼び，大原断層から安富断層までが一連の活断層であり，琵琶甲

断層や三木断層を別の活動をもつ断層とすれば，この延長は約60kmで

あるとしている。 

今泉ほか編（2018）は，長さ約55kmの断層帯として山崎断層帯と呼

び，西北西－東南東方向に直線的に連なる大原断層，土万断層及び安

富断層と，南部で南東方へ分岐するように発達する暮
くれ

坂
さか

峠
とうげ

断層によっ

て構成され，系統的な河谷や尾根の左屈曲が明瞭なＢ級の活動度を持

つ左横ずれ断層と推定されるが，暮坂峠断層や東部に位置する活動度

の低い断層ではこれらの変位地形は不明瞭であるとしている。 

地震調査研究推進本部（2013）（69）によると，山崎断層帯主部は，岡

山県美
みま

作
さか

市勝
かつ

田
た

町から兵庫県三木市に至る断層帯で，ほぼ西北西－東

南東方向に一連の断層が連なるように分布している。全体の長さは約
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79kmで，左横ずれが卓越する断層帯であるとしている。なお，山崎断

層帯主部は，兵庫県姫
ひめ

路
じ

市より北西側と兵庫県福
ふく

崎
さき

町より南東側とで

はそれぞれ最新活動時期が異なるため，北西部及び南東部に分けて評

価を行ったとしている。北西部では，Ｍ7.7程度の地震が発生する可能

性があり，また，南東部では，Ｍ7.3程度の地震が発生する可能性があ

るとしている。なお，山崎断層帯主部全体が連動して活動することも

考えられるため，その場合，Ｍ8.0程度の地震が発生する可能性がある

としている。 

以上のことから，山崎断層系については，大原断層から三木断層に

至る長さ約79kmの区間の活動性を考慮する。 

また，文献により敷地を中心とする半径30km以遠に示されたその他

の断層については，その長さと敷地からの距離とを考慮すると，いず

れも前述の断層の影響を上回らないと判断される。 

 

3.2.3 海域の調査結果 

敷地前面海域及びこれを含む敷地周辺海域の地質・地質構造は，文献調

査，敷地前面海域等の音波探査結果によると以下のとおりである。 

 

3.2.3.1 海底地形 

敷地前面海域の音波探査結果，海上保安庁水路部（1990，1991a，1991b，

1992a，1993a）の「海底地形図」及び日本水路協会（2008）（70）の「海底地

形デジタルデータ」により，第 3.2－29 図に示す敷地前面海域の海底地形

図を作成した。 

敷地前面海域は，大部分が島根半島から隠岐諸島の島棚まで連なってい

る水深 150m 以浅の大陸棚に属し，水深 50m～70m 付近の傾斜変換点を境に

して，傾斜及び起伏が異なる沿岸海域と沖合海域に分けられる。 

沿岸海域は島根半島北側では屈曲に富んだ海岸線で陸域と接し，海底面

は 10／1,000～50／1,000 程度の勾配で，小島，堆，海底谷等を伴う起伏



 6－3－33 

の激しい複雑な形状を呈している。なお，沿岸海域のうち，美保湾及び大

社前面海域はいずれも中国山地と島根半島を隔てる沖積平地の湾入部に

接し，海岸から沖合に向かって緩やかに傾斜する起伏に乏しい単調な平坦

面で形成されている。 

沖合海域の海底面は島根半島中央部と隠岐諸島を結ぶ線を境として，東

側では２／1,000 前後の勾配で北方へ極めて緩やかに傾斜する斜面で，西

側ではその中央部に東西方向の緩やかな起伏を伴い，全体として       

３／1,000 前後の勾配で北西方へ緩やかに傾斜する斜面でそれぞれ形成さ

れている。 

 

3.2.3.2 海底地質 

敷地前面海域の海底地質は，第 3.2－5 表に示すように，音波探査で認

められる反射面の連続性，下位層との不整合関係，堆積構造及び反射パタ

ーンの特徴に着目し，上位からＡ層，Ｂ層，Ｃ層，Ｄ層の堆積物又は堆積

岩及びＶ層の火山岩・貫入岩に区分される。 

敷地前面海域の海底地質図を第 3.2－30 図に，主要測線の海底地質断面

図を第 3.2－31 図に，音波探査記録を第 3.2－32 図に示す。 

Ａ層は陸域近傍及び敷地前面海域の北西部の大陸棚外縁～大陸縁辺台

地を除いたほとんどの海域に薄く堆積しており，下位層を不整合関係で覆

っている。本層は未固結の泥，砂，礫等から成る堆積物と考えられる。 

Ｂ層は敷地前面海域の東部及び北西部に広く分布して大部分が上位層

に覆われており，下位層を不整合関係で覆っている。本層は未固結～半固

結の泥，砂及びこれらの互層から成り，部分的に砂礫層を挟んでいると考

えられる。 

Ｂ層は層内の不整合面等により細区分される。細区分に当たっては，東

部海域のＢ層は大陸棚に位置し，層内に浸食面が認められることから，そ

の浸食面に着目し，連続する反射面を追跡することにより境界面を認定し

た。また，北西部海域のＢ層は大陸棚外縁～大陸縁辺台地に位置し，プロ
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グラデーションが認められることから，その反射パターンを有する地層の

不整合面に着目し，連続する反射面を追跡することにより境界面を認定し

た。その結果，東部海域のＢ層は上位からＢ１Ｅ層及びＢ２Ｅ層の２層に，

北西部海域のＢ層は上位からＢ１Ｗ層，Ｂ２Ｗ層及びＢ３Ｗ層の３層にそれぞ

れ細区分される。また，東部及び北西部以外の海域では，分布が小範囲に

限られ，かつＢ層の層厚が薄いことから細区分せずＢＸ層とする。 

Ｃ層は敷地前面海域の東部，北西部，西部の中央部及び日御碕西方に広

く分布しているが，大部分が上位層に覆われており，下位層を顕著な不整

合関係で覆っている。本層は固結した泥岩，砂岩及びこれらの互層から成

り，部分的に礫岩層を挟んでいると考えられる。 

Ｄ層は敷地前面海域の最下位層であり，層内の不整合面により，上位か

らＤ１層及びＤ２層の２層に細区分される。Ｄ１層は敷地前面海域中央部の

Ｄ２層隆起部を除く海域及び日御碕西方に広く分布しているが，大部分を

上位層に覆われている。本層は固結した泥岩，砂岩及びこれらの互層から

成り，部分的に礫岩層を挟んでいると考えられる。Ｄ２層は敷地前面海域

に分布する地層の最下部層で，島根半島周辺，敷地前面海域中央部，島
どう

前
ぜん

西方及び日御碕西方では海底面下浅部又は海底面で広く分布が認められ

る。本層は，堅硬な泥岩，砂岩及びこれらの互層から成り，しばしば礫岩

及び火山砕屑岩を挟んでいると考えられる。 

Ｖ層は岩床状，又は岩脈状を呈し，敷地前面海域中央沿岸部及び隠岐諸

島南方沖の小範囲に分布しているが，大部分が上位層に覆われている。本

層は火山岩・貫入岩から成ると考えられる。 

音波探査記録の解析により区分されたこれら各層は，玉木ほか（1981），

採泥試料から微化石分析を行っている山本ほか（1989）及び深部試錐から

微化石分析を行っている田中・小草（1981）（71）との層序対比並びに海域と

陸域との層序対比等を検討することにより，Ａ層は完新統，Ｂ層は中部～

上部更新統，Ｃ層は鮮新統～下部更新統，Ｄ層は中新統及びＶ層は中新世

～更新世の火山岩・貫入岩に対比される。 
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また，細区分されたＢ層は，さらに堆積構造，地層の累重関係及び堆積

の場と海水準変動との関係から地質年代対比を検討した。 

東部海域ではＢ１Ｅ層は大陸棚に分布し，一部でプログラデーションパタ

ーンを示す。また，Ｂ１Ｅ層はＡ層に不整合に覆われ，Ｂ２Ｅ層上面の浸食

面を不整合に覆う。Ｂ２Ｅ層上面の浸食面は，最終氷期最寒冷期（海洋酸素

同位体ステージ２）に形成されたＡ層とＢ１Ｅ層の不整合面の下位に位置す

ることから，安全評価上，至近の低海水準の時期であるステージ６に形成

されたと考える。したがって，Ｂ１Ｅ層は低海水準の時期（ステージ６）よ

り後の堆積物として上部更新統に対比される。また，Ｂ２Ｅ層はＢ１Ｅ層の

下位に位置し，前述のとおりＢ層が中部～上部更新統であることから，中

部更新統に対比される。 

なお，東部海域の地層対比の妥当性を確認するため，松江市鹿島町沖約

７km に位置する大陸棚において柱状採泥調査により試料を採取し，火山灰

分析及び放射性炭素同位体法による年代測定を実施した結果，前述した地

層区分に基づくＡ層から採取した大部分の試料の地質年代が後期更新世

を示したことから，従来のＡ層は表層部を除きＢ１Ｅ層であることが確認さ

れた。このＢ１Ｅ層の分布範囲は，少なくともブーマー・マルチチャンネル

方式等による高分解能の音波探査が実施されている範囲で確認されてい

る。 

北西部海域ではＢ１Ｗ層は大陸棚外縁～大陸縁辺台地に分布し，ほぼ水平

かやや傾斜する成層パターンを示す。また，Ｂ１Ｗ層は大陸棚外縁付近にお

いてＡ層に不整合に覆われ，Ｂ２Ｗ層上面をオンラップ状の不整合で覆う。

Ｂ２Ｗ層上面の不整合面は，最終氷期最寒冷期（ステージ２）に形成された

Ａ層とＢ１Ｗ層の不整合面の下位に位置することから，安全評価上，至近の

低海水準期であるステージ６から海進へ移行するステージ５の初期に形

成されたと考える。したがって，Ｂ１Ｗ層は海進した時期（ステージ５の初

期）より後の堆積物として上部更新統に対比される。また，Ｂ２Ｗ層及びそ

の下位に位置するＢ３Ｗ層は，これらがＢ１Ｗ層の下位に位置し，Ｂ層が中
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部～上部更新統であることから，ともに中部更新統に対比される。 

敷地前面海域をはじめとする敷地周辺海域の海底地質については，玉木

ほか（1982），山本ほか（1989）等に示されており，それら及び陸域と海

域の地層の対比を第 3.2－6 表に示す。 

3.2.3.3 海底地質構造 

(1) 敷地前面海域 

音波探査の結果，敷地前面海域の地質構造は島根半島陸域と調和的な

傾向を示している。すなわち，Ｄ層は著しい隆起及び沈降を伴い北東－

南西ないし東北東－西南西方向に延びる褶曲構造を示す。これを覆うＣ

層は緩やかな褶曲を示し，更にこれらの上位層であるＢ層及びＡ層はほ

とんど褶曲を示さずほぼ水平に堆積している。 

敷地前面海域に発達する顕著な褶曲構造は，海域中央部を東北東－西

南西方向に延びる複向斜構造と，これとほぼ平行してその北側に延びる

複背斜構造である。これらの構造はＤ層内に形成されており，そのうち，

Ｄ２層はＤ１層よりも著しい褶曲を示している。これらの複向斜構造及び

複背斜構造は，いずれも雁行する向斜及び背斜で形成されている。また，

島根半島陸域で東北東－西南西方向に延びる構造としては，多井（1952，

1973）が示した宍道断層及び大社衝上断層を含む宍道褶曲帯が分布する

が，その海域延長部には，東方及び西方ともにＤ２層の向斜・背斜構造

又は沈降・隆起を示す構造が認められ，これらの複向斜構造及び複背斜

構造と調和的である。 

敷地前面海域では，音波探査の解析結果により，連続性のある断層・

撓曲として第 3.2－7 表に示すＦ－Ⅰ断層～Ｆ－Ⅶ断層，Ｋ－１撓曲～

Ｋ－７撓曲，Ｆ－①断層及びＦ－②断層の 16 条が認められる。これら

16 条の断層・撓曲は北東－南西ないし東－西系を示し，いずれも顕著な

褶曲構造の翼部に位置している。また，玉木ほか（1982），海上保安庁

水路部（1991b，1992a），徳山ほか（2001）等により敷地前面海域に示

されている断層を第 3.2－33 図に示す。 
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Ｆ－Ⅰ断層は，敷地前面海域中央部を東北東－西南西方向に延びる複

向斜構造の北翼に沿って松江市島根町沖約 16km に認められる断層であ

る。また，玉木ほか（1982）は，ほぼ同様な位置に断層を記載している。

断層は，Ｂ２Ｅ層に変位や変形を与えていないことから，その活動は後期

更新世以降に及んでいないと判断される。 

Ｆ－Ⅱ断層は，敷地前面海域中央部を東北東－西南西方向に延びる複

向斜構造の南翼に沿って松江市島根町沖約８km に位置し，東西方向に認

められる断層である。また，海上保安庁水路部（1992a）は，ほぼ同様

な位置に断層を記載している。断層は，Ｂ２Ｅ層に変位や変形を与えてい

ないことから，その活動は後期更新世以降に及んでいないと判断される。 

Ｆ－Ⅲ断層は，敷地前面海域中央部を東北東－西南西方向に延びる複

向斜構造の南翼に沿って松江市鹿島町沖約７km に位置し，北東－南西方

向に認められる断層である。また，玉木ほか（1982）及び海上保安庁水

路部（1992a）は，ほぼ同様な位置に断層を記載している。断層は，Ｃ

層までに変位や変形を与えているが，北東部においてその上位のＢ２Ｅ

層に変位や変形を与えていない。一方，南西部においてＢ２Ｅ層は欠如し

ているものの，Ｂ１Ｅ層に変位や変形を与えていないと考えられるが，ブ

ーマー・マルチチャンネル方式等による高分解能の音波探査記録が得ら

れていないことから，後期更新世以降の活動を考慮するものとし，その

長さをＢ２Ｅ層に変位や変形を与えていないことが確認できる測線から，

Ｂ１Ｅ層，Ｃ層，Ｄ１層及びＤ２層に変位や変形を与えていないことが確

認できる測線までの最大約 4.5km とする。 

Ｆ－Ⅳ断層は，敷地前面海域中央部を東北東－西南西方向に延びる複

向斜構造の南翼に沿って出雲市三津
み つ

町沖約９km に位置し，東西方向に認

められる断層である。また，玉木ほか（1982）及び海上保安庁水路部

（1991b）は，ほぼ同様な位置に断層を記載している。断層は，Ｃ層ま

でに変位又は変形を与えており，その上位のＢ２Ｅ層は欠如しているもの

の，Ｂ１Ｅ層に変位や変形を与えていないと考えられるが，ブーマー・マ
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ルチチャンネル方式等による高分解能の音波探査記録が広域的に得ら

れていないことから，後期更新世以降の活動を考慮するものとし，その

長さをＢ１Ｅ層，Ｃ層及びＤ１層に変位を与えていないことが確認できる

測線から，Ｄ１層及びＤ２層に変位や変形を与えていないことが確認でき

る測線までの最大約 20.0km とする。 

Ｆ－Ⅴ断層は，敷地前面海域中央部を東北東－西南西方向に延びる複

向斜構造の南翼に沿って出雲市日御碕沖約 15km に位置し，東西方向に

認められる断層及び撓曲である。また，海上保安庁水路部（1991b）は，

ほぼ同様な位置に断層を記載している。断層は，Ｃ層までに変位又は変

形を与えており，その上位のＢ層については欠如しているが，Ａ層には

変位や変形を与えていない。したがって，Ｆ－Ⅴ断層については，後期

更新世以降の活動を考慮するものとし，その長さをＣ層に変位や変形を

与えていないことが確認できる測線までの最大約 17.5km とする。 

Ｆ－Ⅵ断層は，敷地前面海域北部を東北東－西南西方向に延びる複背

斜構造の北翼に沿って松江市島根町沖約 25km に認められる断層である。

また，玉木ほか（1982）は，ほぼ同様な位置に断層を記載している。断

層は，Ｂ１Ｅ層に変位や変形を与えていないことから，その活動は後期更

新世以降に及んでいないと判断される。 

Ｆ－①断層は，松江市鹿島町沖約５km に位置し，北東－南西方向に認

められるＦ－Ⅲ断層の南側約１km を並走して分布する断層である。断層

は，Ｄ２層下部に変位や変形を与えているが，Ｄ２層上部に変位や変形を

与えていないことから，その活動は後期更新世以降に及んでいないと判

断される。また，Ｆ－①断層は，地下深部においてＦ－Ⅲ断層に収斂す

ると考えられる。 

Ｆ－②断層は，出雲市三津町沖約４km に位置し，東西方向に認められ

るＦ－Ⅳ断層の南側約４km を並走して分布する断層である。断層は，  

Ｄ２層上部に変位や変形を与えているが，Ｄ２層上面及びそれを覆う   

Ｂ１Ｅ層に変位や変形を与えていないことから，その活動は後期更新世以
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降に及んでいないと判断される。 

Ｆ－Ⅶ断層及びＫ－３撓曲は，敷地前面海域北部を東北東－西南西方

向に延びる複背斜構造の北翼に沿って出雲市三津町沖約 31km に認めら

れる断層及び撓曲である。また，玉木ほか（1982）及び徳山ほか（2001）

は，ほぼ同様な位置に断層を記載している。Ｆ－Ⅶ断層及びＫ－３撓曲

は，走向が概ね一致しており近接していることから，一連のものとして

検討する。これらの断層及び撓曲は，Ｃ層までに変位又は変形を与えて

おり，その上位のＢ層については欠如しているか，又はＢ２Ｗ層に変形を

与えている箇所がある。また，Ａ層には変位や変形を与えていない。し

たがって，これらの断層及び撓曲については，後期更新世以降の活動を

考慮するものとして「ＦＫ－１断層」と呼び，その長さをＢ２Ｅ層上面及

びそれを覆うＢ１Ｅ層に変位や変形を与えていないことが確認できる測

線から，Ｂ２Ｗ層に変位を与えていないことが確認できる測線までの最大

約 19.0km とする。 

Ｋ－１撓曲は，敷地前面海域北部を東北東－西南西方向に延びる背斜

構造の北翼に沿って松江市鹿島町沖約 52km に認められる撓曲である。

撓曲は，西部においてＢ１Ｗ層までに変位又は変形を与えている。一方，

東部においてＣ層までに変位又は変形を与えており，その上位のＢ２Ｗ

層には変位や変形を与えていない。したがって，Ｋ－１撓曲の西部につ

いては，後期更新世以降の活動を考慮するものとし，その長さをＢ２Ｗ

層に変位や変形を与えていないことが確認できる測線から，ＢＸ層，Ｃ

層及びＤ１層に変位や変形を与えていないことが確認できる測線までの

最大約 32.0km とする。 

Ｋ－２撓曲は，敷地前面海域北部を東北東－西南西方向に延びる背斜

構造の北翼に沿って松江市鹿島町沖約 49km に認められる撓曲である。

撓曲は，中央部においてＢ２Ｗ層までに変形を与えており，その上位の  

Ｂ１Ｗ層は層厚が薄いこと等により層理が不明瞭である。一方，東部にお

いてＢ２Ｗ層に，西部においてＢ３Ｗ層に変位や変形を与えていない。し
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たがって，Ｋ－２撓曲の中央部については，後期更新世以降の活動を考

慮するものとし，その長さをＢ２Ｗ層に変位や変形を与えていないことが

確認できる測線から，Ｂ３Ｗ層に変位や変形を与えていないことが確認で

きる測線までの最大約 3.5km とする。 

Ｋ－４撓曲は，敷地前面海域北部を東北東－西南西方向に延びる複背

斜構造の南翼に沿って松江市鹿島町沖約 19km に位置し，東西方向に認

められる撓曲である。撓曲は，Ｄ１層に変形を与えており，その上位の

Ｂ２Ｅ層及びＢ１Ｅ層は欠如しているか，又は層厚が薄いこと等により層

理が不明瞭となっているが，Ａ層には変形を与えていない。したがって，

Ｋ－４撓曲については，後期更新世以降の活動を考慮するものとし，そ

の長さをＢ２Ｅ層までに変位や変形を与えていないことが確認できる測

線から，Ｄ１層に変位や変形を与えていないことが確認できる測線まで

の最大約 9.0km とする。 

Ｋ－５撓曲は，敷地前面海域北部を東北東－西南西方向に延びる複背

斜構造の南翼に沿って松江市島根町沖約 13km に位置し，北東－南西方

向に認められる撓曲である。撓曲は，Ｂ２Ｅ層に変位や変形を与えていな

いことから，その活動は後期更新世以降に及んでいないと判断される。 

Ｋ－６撓曲は，敷地前面海域北部を東北東－西南西方向に延びる複背

斜構造の南翼に沿って松江市鹿島町沖約 17km に認められる撓曲である。

また，玉木ほか（1982）は，ほぼ同様な位置に断層を記載している。撓

曲は，Ｄ１層に変位又は変形を与えており，西部においてその上位のＢ

層は欠如しているか，又は層厚が薄いこと等により層理が不明瞭となっ

ているが，Ａ層には変位や変形を与えていない。一方，東部において   

Ｂ２Ｅ層に変位や変形を与えていない。したがって，Ｋ－６撓曲の西部に

ついては，後期更新世以降の活動を考慮するものとし，その長さを  

Ｂ２Ｅ層に変位や変形を与えていないことが確認できる測線から，Ｄ１層

に変位や変形を与えていないことが確認できる測線までの最大約 9.5km

とする。 
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Ｋ－７撓曲は，敷地前面海域北部を東北東－西南西方向に延びる複背

斜構造の南翼に沿って出雲市三津町沖約 13km に認められる撓曲である。

撓曲は，Ｃ層までに変形を与えており，その上位のＢＸ層は欠如してい

るか又は層厚が薄いこと等により層理が不明瞭となっているが，Ａ層に

は変形を与えていない。したがって，Ｋ－７撓曲については，後期更新

世以降の活動を考慮するものとし，その長さをＤ１層に変位や変形を与

えていないことが確認できる測線から，Ｃ層に変位や変形を与えていな

いことが確認できる測線までの最大約 9.0km とする。 

なお，Ｆ－Ⅲ断層，Ｆ－Ⅳ断層及びＦ－Ⅴ断層については，敷地前面

海域中央部を東北東－西南西方向に延びる複向斜構造の南翼に沿って

分布する等の地質構造の類似性が認められ，断層間の距離が近いことか

ら連動するものとし，その長さは最大約 48.0km とする。 

Ｋ－４撓曲，Ｋ－６撓曲，Ｋ－７撓曲及び孤立した短い撓曲について

は，敷地前面海域北部を東北東－西南西方向に延びる複背斜構造の南翼

に沿って分布する等の地質構造の類似性が認められ，撓曲間の距離が近

いことから連動するものとし，その長さは最大約 19.0km とする。 

Ｋ－１撓曲及びＫ－２撓曲については，敷地前面海域北部を東北東－

西南西方向に延びる２条の背斜構造の北翼に分布する等の地質構造の

類似性が認められ，撓曲間の距離が近いことから連動するものとし，さ

らに，「(2) 敷地周辺海域」で詳述するＦＫＯ断層とも連動するものとし

て評価する。 

敷地前面海域において前述した以外の断層及び撓曲が認められるが，

これらについては後期更新世以降の活動が認められないか，若しくはそ

の長さと敷地からの距離とを考慮すると，いずれも前述の断層の影響を

上回らないと判断される。 

なお，松江市美保関町東方，地
じ

蔵
ぞう

崎
ざき

北東沖及び出雲市大社町西方に分

布し連続性のある数条の断層は，「(2) 敷地周辺海域」で詳述する。 
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(2) 敷地周辺海域 

敷地周辺海域では，文献（13）（17）～（28）（31）～（34）（36）～（39）により複数の

断層又は撓曲が示されているが，それらの文献のうち，断層の活動時期

を示しているものは，活断層又は活撓曲と記載している活断層研究会編

（1991），新第三紀の逆断層と記載している日本地質アトラス（第２版）

及び逆断層を記載している徳山ほか（2001）である。これらを含む全断

層のうち，敷地に与える影響の大きな断層としては，日本地質アトラス

（第２版）等で兵庫県新
しん

温
おん

泉
せん

町沖の大陸斜面から島根県松江市美保関町

東方沖の大陸棚を通り島根半島東部の陸域に示された断層（以下「鳥取

沖の断層」という。），同じく日本地質アトラス（第２版）等で島根県中

部沿岸の大陸棚に示された断層（以下「大
おお

田
だ

沖の断層」という。），活断

層研究会編（1991）等で隠岐北西方の大陸斜面に示された断層（以下「隠

岐北西方の断層」という。），日本地質アトラス（第２版）等で島根県西

部から福岡
ふくおか

県沿岸の大陸棚に示された断層（以下「見
み

島
しま

付近の断層」と

いう。），活断層研究会編（1991）で見島北方沖の大陸斜面に示された断

層（以下「見島北方沖の断層」という。），及び玉木ほか（1982）で鳥取

県東部から島根半島東部沿岸の大陸棚に示された断層（以下「地蔵崎北

東沖の断層」という。），国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）で隠

岐西方の大陸斜面に示された断層（以下「ＦＫＯ断層」という。），同じく

国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）で島根県中部沿岸の大陸棚～

大陸斜面に示された断層（以下「Ｆ５７断層」という。）がある    

（第 3.2－34 図）。 

これらの断層又は撓曲について，当社，海上保安庁水路部，地質調査

所等の音波探査記録等に基づいて，分布性状，活動性等を検討した結果

を第 3.2－8 表に示す。 

鳥取沖の断層の評価に当たっては，断層周辺の地層について音波探査

で認められる反射面の連続性，下位層との不整合関係，堆積構造及び反

射パターンの特徴に着目して検討を行った。その結果，断層周辺の地層
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は，上位からＡ層，Ｂ層，Ｃ層並びにＤ層（Ｄ１層及びＤ２層）に区分さ

れる。また，Ｂ層は層内の不整合面等により，Ｂ１層，Ｂ２層，Ｂ３層及

びＢ４層に細区分される。これら各層は，山本ほか（1989）による海域

の地質等を検討することにより，Ａ層は完新統に，Ｂ層は中部～上部更

新統に，Ｃ層は鮮新統～下部更新統に，Ｄ層は中新統に対比される   

（第 3.2－6 表）。 

このうち，Ｂ１層は大陸棚においてＡ層に不整合に覆われ，大陸棚外

縁で急激に層厚が薄くなる。また，Ｂ１層はプログラデーションパター

ンが認められ，Ｂ２層を不整合に覆う。したがって，Ｂ１層は高海水準か

ら海退しつつある時期となる海洋酸素同位体ステージ５～２の堆積物

として上部更新統に対比される。Ｂ２層は大陸棚から大陸棚外縁におい

てＢ１層に不整合に覆われ，沖に向かって徐々に厚さを増す。また，Ｂ２

層にはプログラデーションパターンが認められ，Ｂ３層を不整合に覆う。

したがって，Ｂ２層は低海水準の時期となる海洋酸素同位体ステージ６

の堆積物として中部更新統に対比される。 

また，Ｂ３層及びその下位に位置するＢ４層は，これらがＢ２層の下位

に位置し，Ｂ層が中部～上部更新統であることから，ともに中部更新統

に対比される。 

なお，ブーマー・マルチチャンネル方式による高分解能の音波探査記

録を用いて敷地前面海域（東部海域）と鳥取沖海域との間における地質

層序の連続性を確認した結果，東部海域のＢ１Ｅ層が鳥取沖海域のＢ１層

に，東部海域のＢ２Ｅ層が鳥取沖海域のＢ２層，Ｂ３層及びＢ４層にそれぞ

れ連続し，その他の地層も連続している。 

鳥取沖の断層のうち，兵庫県新温泉町沖から鳥取県湯
ゆ

梨
り

浜
はま

町沖に分布

する断層又は撓曲については，走向が概ね東北東－西南西方向で近接し

て分布しており，Ｂ１層までに変位若しくは変形が認められるか，又は

一部で欠如しており，Ａ層は欠如しているか，又は層厚が薄いこと等に

より層理が不明瞭である。 
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鳥取県湯梨浜町沖から鳥取県北
ほく

栄
えい

町沖に分布する断層については， 

Ｂ２層までに変位又は変形が認められるが，Ｂ１層に変位や変形は及んで

いない。 

鳥取県北栄町沖から鳥取県大山町沖に分布する断層については，走向

が概ね東北東－西南西方向で近接して分布しており，Ｂ１層までに変位

又は変形が認められ，Ａ層は欠如しているか，又は層厚が薄いこと等に

より層理が不明瞭である。また，鳥取県北栄町沖のＢ１層までに変位又

は変形が認められる区間では，比較的大きい断層変位を示し，累積性が

認められ，また，横ずれ運動を示唆する地層の落ち込みや盛り上がり，

引きずり込み構造が確認されたのに対し，西南西方の鳥取県大山町沖で

は，断層が雁行・分岐し，変位量が小さくなる傾向が認められ，横ずれ

断層の末端部付近を示唆する性状を示しており，断層活動性が低下して

いる。 

鳥取県大山町沖から島根県松江市美保関町東方沖に分布する断層に

ついては，Ｃ層までに変位又は変形が認められるが，Ｂ層に変位や変形

を与えていない。 

以上のことから，兵庫県新温泉町沖から鳥取県湯梨浜町沖に分布する

断層及び撓曲については，後期更新世以降の活動が高いものとして考慮

し，一括して「鳥取沖東部断層」と呼称し，その長さを後期更新世以降

の地層に変位や変形を与えていないことが確認できる測線までの最大

約 50km とする。 

鳥取県北栄町沖から鳥取県大山町沖に分布する断層については，後期

更新世以降の活動が高いものとして考慮し，一括して「鳥取沖西部断層」

と呼称し，その長さを後期更新世以降の地層に変位や変形を与えていな

いことが確認できる測線までの最大約 40km とする。 

さらに，鳥取沖東部断層及び鳥取沖西部断層については，その間に  

Ｂ１層に変位や変形は及んでいない区間が狭在し，連動の可能性は低い

と考えられるが，国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）により，鳥
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取沖東部断層と鳥取沖西部断層が同時に破壊すると考えられる断層帯

としてグルーピングされていることを踏まえ連動するものとし，その長

さは最大約 98km とする。 

大田沖の断層の評価に当たっては，断層周辺の地層について音波探査

で認められる反射面の連続性，下位層との不整合関係，堆積構造及び反

射パターンの特徴に着目して検討を行った。その結果，断層周辺の地層

は，上位からＡ層，Ｂｘ層，Ｃ層並びにＤ層（Ｄ１層及びＤ２層）に区分

され，Ａ層は完新統に，Ｂｘ層は中部～上部更新統に，Ｃ層は鮮新統～

下部更新統に，Ｄ層は中新統に対比される（第 3.2－6 表）。 

大田沖の断層については，海上保安庁水路部等の音波探査記録による

と，文献に示されている断層に沿って，断層及び撓曲が認められる。こ

れらの断層及び撓曲はセンスが必ずしも一致しないものの，全体として

走向が概ね東－西方向で近接して雁行しており，中部更新統以上までに

変位又は変形が認められる。これらの断層及び撓曲については，後期更

新世以降の活動が高いものとして考慮し，一括して「大田沖断層」と呼

称し，その長さを中部更新統以上に変位や変形を与えていないことが確

認できる測線までの最大約 53km とする。 

隠岐北西方の断層，見島付近の断層，見島北方沖の断層及び地蔵崎北

東沖の断層の評価に当たっては，文献による海域の地質を参考にして，

音波探査で認められる不整合関係等に着目して音響層序区分を行った。

その結果，これらの断層周辺に分布する地層はＱ層及びＴ層に区分され，

Ｑ層は中部更新統～完新統，Ｔ層は中新統～下部更新統に対比される。

なお，地蔵崎北東沖の断層の西部は，前述の敷地前面海域に含まれるた

め，断層周辺の地層はＡ層，Ｂ層，Ｃ層及びＤ層に区分される。 

隠岐北西方の断層については，海上保安庁水路部等の音波探査記録に

よると，文献で示されている断層の中央部及び南部において断層が認め

られない。また，北部において海上保安庁水路部の音波探査記録による

と，約 36km 区間で一部に不明瞭な部分があり，活動が後期更新世以降
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に及んでいる可能性のある断層も認められるが，敷地からの距離を考慮

すると，敷地に与える影響は小さいと判断される。 

見島付近の断層については，文献で示されている断層の中央部におい

て，海上保安庁水路部等の音波探査記録によると，中部更新統以上には

連続性のある断層は認められない。また，東部及び西部において中部更

新統以上に影響を与える数条の断層が認められるが，いずれも長さが短

く，敷地からの距離を考慮すると，敷地に与える影響は小さいと判断さ

れる。 

見島北方沖の断層については，海上保安庁水路部等の音波探査記録に

よると，文献で示されている断層の東部において，中部更新統以上に連

続性のある断層は認められない。また，西部において，海上保安庁水路

部等の音波探査記録によると，約 38km 区間で一部に不明瞭な部分もあ

るが，中部更新統以上に影響を与えている断層が認められる。この約

38km 区間について，活動が後期更新世以降に及んでいる可能性があるが，

敷地からの距離を考慮すると，敷地に与える影響は小さいと判断される。 

地蔵崎北東沖の断層については，当社，海上保安庁水路部等の音波探

査記録によると，文献に示されている断層位置において，中部更新統以

上に変位や変形は認められない。したがって，少なくとも後期更新世以

降の活動はないものと判断される。 

ＦＫＯ断層及びＦ５７断層の評価に当たっては，前述の敷地前面海域及

び大田沖海域に該当するため，断層周辺の地層は，上位からＡ層，Ｂｘ

層，Ｃ層及びＤ層に区分される。 

ＦＫＯ断層については，地質調査所等の音波探査記録によると，国土交

通省・内閣府・文部科学省（2014）に示されている断層位置において，

走向が東北東－西南西方向を示す２条の断層が認められ，Ｂｘ層までに

変位又は変形が認められることから，後期更新世以降の活動を考慮する

ものとし，その長さは断層活動を示唆する変位や変形を与えていないこ

とが確認できる測線までの最大約 32km とする。 
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また，ＦＫＯ断層の南方にはＫ－１撓曲及びＫ－２撓曲が分布している。

これらの断層周辺において，ブーマー・マルチチャンネル方式等による

高分解能の音波探査記録が得られていないこと等から，Ｋ－１撓曲，Ｋ

－２撓曲及びＦＫＯ断層は連動するものとし，その長さは最大約 36km と

する。 

Ｆ５７断層については，地質調査所等の音波探査記録によると，国土

交通省・内閣府・文部科学省（2014）に示されている断層位置において，

走向が東－西方向又は北東－南西方向を示す複数条の断層が直線状又

は平行状に分布し，Ｂｘ層までに変位又は変形が認められることから，

後期更新世以降の活動を考慮するものとし，その長さは断層活動を示唆

する変位や変形を与えていないことが確認できる測線までの最大約

108km とする。 

また，文献により敷地周辺海域に示されたその他の断層については，

その長さと敷地からの距離とを考慮すると，いずれも前述の断層の影響

を上回らないと判断される。 
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3.3 敷地近傍の地質・地質構造 

3.3.1 調査内容 

敷地近傍において，不明瞭若しくは小規模な変動地形までも含めて地

質・地質構造を詳細に把握するために，敷地周辺の調査結果を踏まえ，敷

地を中心とする半径約５km の範囲において，文献調査，地形調査，地表地

質踏査，地球物理学的調査（反射法地震探査等），ボーリング調査，ピッ

ト調査，トレンチ調査，音波探査，海底面調査及び潜水調査を実施した。

なお，調査範囲としては，敷地を中心とする半径約５km の範囲に加え，変

位地形・リニアメントが断続的ではあるが判読されるため，松江市美保関

町までを含めて調査を実施した。 

敷地近傍の地質・地質構造に関する主要な文献としては，地質調査所発

行の鹿野・吉田（1985）５万分の１地質図幅「境港」，鹿野・中野（1985）

「美保関」，鹿野・中野（1986）「恵曇」，中田ほか（2008）等がある。 

地形調査としては，主に国土地理院で撮影された縮尺４万分の１，２万

分の１及び８千分の１の空中写真，米軍で撮影された縮尺１万分の１の空

中写真，並びに国土地理院発行の縮尺５万分の１及び２万５千分の１の地

形図に加えて航空レーザー測量による高精度の２千５百分の１の等高線

図を使用して，変動地形学的視点により変位地形・リニアメントを抽出し

た。 

地表地質踏査としては，詳細な地質・地質構造を把握するために，地形

調査に使用した空中写真及び地形図を用いて実施した。 

地球物理学的調査としては，敷地近傍の地下構造を把握するために，反

射法地震探査を実施した。反射法地震探査として古浦層，成相寺層等の新

第三系内の構造を調査するためにＰ波探査を実施し，その総延長は約５km

である。また，地下浅部の詳細な構造を調査するためにＳ波探査を実施し，

その総延長は約４km である。 

ボーリング調査としては，文献調査，地形調査，地表地質踏査及び地球

物理学的調査の結果を踏まえて，断層の有無又は通過位置を確認するため
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に実施した。 

ピット調査及びトレンチ調査としては，文献調査，地形調査，地表地質

踏査，地球物理学的調査及びボーリング調査の結果を踏まえて，断層有無

の確認，活動性等を詳細に把握するために実施した。 

地表地質踏査，ボーリング調査等において粘土状破砕部が確認された場

合には，必要に応じて，研磨片及び岩石薄片を作成し，せん断面の性状，

複合面構造，条線の観察等を実施した。 

音波探査としては，海底の地形，地質・地質構造に関する資料を得るた

めに実施した。解析に使用した音波探査は，水中放電（スパーカー）方式

及びウォーターガン・マルチチャンネル方式による調査であり，その測線

間隔は沖合方向（南北方向）が約１km 間隔，沿岸方向（東西方向）が約２

km 間隔である。 

古浦沖で実施した音波探査はウォーターガン・マルチチャンネル方式，

ジオパルス・マルチチャンネル方式，ジオパルス方式及びソノプローブ方

式による調査であり，探査した測線は 18 測線で総延長は約 24km である。 

また，2014 年に実施した音波探査はウォーターガン・マルチチャンネル方

式及びブーマー・マルチチャンネル方式による調査であり，探査した測線

は 12 測線で総延長は約 15km である。 

探査技術上の理由により音波探査が困難な沿岸部については，海底面調

査及び潜水調査を実施し，海底の地形，地質・地質構造を確認した。 

これらの調査結果に基づいて，敷地を中心とする半径約５km の範囲につ

いて，原縮尺２万５千分の１の詳細な地質図，地質断面図，変位地形・リ

ニアメント分布図等を作成した。 

 

3.3.2 調査結果 

敷地近傍における地形，地質・地質構造は，文献調査，地形調査，地表

地質踏査，地球物理学的調査等の結果によると以下のとおりである。 
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3.3.2.1 敷地近傍の地形 

敷地近傍の地形図を第 3.3－1 図に示す。 

敷地近傍の陸域地形は敷地の南側は東西に延びる半島の脊梁山地から

成り，さらに南側には東西に低地が広がる。 

敷地近傍の海底地形は北西方向に 10／1,000～50／1,000 程度の勾配を

示す大陸棚から成り，沿岸部では屈曲に富んだ海岸線で陸域と接している。 

 

3.3.2.2 敷地近傍の地質 

敷地近傍の地質図及び地質断面図を第3.3－2図に示す。 

敷地近傍の地質層序は敷地周辺の地質層序と同じである（第 3.2－1 表）。 

敷地近傍の陸域には下位より，新第三系中新統の古浦層，成相寺層，牛

切層，古江層，松江層及び和久羅山安山岩が分布している。中海では下位

よりⅥＮ層（古浦層，波多層及び成相寺層），ⅤＮ層（牛切層），ⅣＮ層（古

江層）及びⅢＮ層（松江層）が分布している。 

第四系は，更新世の火山岩類及び段丘堆積物，並びに完新世の砂丘堆積

物及び沖積低地堆積物等から成る。また，中海では下位からⅡＮ層（中期

～後期更新世の段丘堆積物），ⅠＮ層（完新世の砂丘堆積物及び沖積低地堆

積物）が分布し，火山岩・貫入岩としてⅦＮ層（大根島玄武岩）が分布し

ている。 

敷地近傍の海域の地層は，敷地前面海域と同様，音波探査で認められる

反射面の連続性，下位層との不整合関係，堆積構造及び反射パターンの特

徴に着目し，上位からＡ層，Ｂ層，Ｃ層，Ｄ層の堆積物又は堆積岩及びＶ

層の火山岩・貫入岩に区分され，Ｂ層はＢ１Ｅ層及びＢ２Ｅ層に，Ｄ層はＤ１

層及びＤ２層にそれぞれ細区分される。また古浦沖の海域の地質は上位か

らⅠＫ層，ⅡＫ層，ⅢＫ層及びＤ２層に区分され，ⅠＫ層及びⅡＫ層は敷地前

面海域のＡ層に対比される。これらのうち敷地近傍の海域には，Ｄ２層，

ⅢＫ層及びＡ層が分布している。 
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3.3.2.3 敷地近傍の地質構造 

(1) 概要 

敷地近傍の地質構造として，新第三系の古浦層及び成相寺層に東西方

向の背斜構造が認められる。多井（1973），山内・吉谷（1992），鹿野・

吉田（1985）等によると，島根半島の褶曲構造は松江層まで及んでいる

が，約５Ma～約６Ma に噴出した和久羅山安山岩が松江層を不整合に覆う

ことから，後期中新世末期には褶曲構造の形成がほぼ終了したとされて

いる。 

(2) 断層及び変位地形・リニアメント 

敷地近傍の変位地形・リニアメント分布図を第 3.3－3 図に示す。 

敷地近傍陸域の地形調査によると，宍道断層，古殿[北][南]断層及び

山中付近断層とほぼ同じ位置に変位地形・リニアメントが判読されるが，

それ以外には判読されない。 

また，敷地近傍海域の音波探査によると，敷地近傍の海域に断層及び

撓曲は認められない。 

ａ．宍道断層 

(a) 文献調査結果 

橋本ほか（1980）は，鹿島町古浦から鹿島町尾坂
お さ か

付近までの延長

約 3.5km 間に東西方向の準確実活断層を記載し，古浦断層と呼び，

尾根線に北側落ちの高度不連続地形が認められるとしている。鹿島

町南講武から枕木町付近までの延長 8.5 ㎞間及び鹿島町南側
みなみがわ

（地

名）から鹿島町七田
し ち で

までの延長 1.7 ㎞間に２本の準確実活断層を記

載し，宍道断層と呼び，谷や尾根において最高約 30m の右横ずれ変

位地形を呈しているとしている。また，美保関町宇井から美保関町

法田付近までの延長 1.8km 間に北東－南西方向の準確実活断層を記

載し，法田断層と呼び，中央部の嶺線に約 25m～30m の高度不連続地

形が認められるとしている。さらに，枕木町北方から美保関町北浦
きたうら

南

方までの延長 2.7km 間，美保関町下
しも

宇
う

部
べ

尾
お

から美保関町森山までの
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延長 4.0km 間及び美保関町宇井から美保関町福
ふく

浦
うら

までの延長 4.7km

間にそれぞれ推定活断層を記載し，枕木山東断層，森山断層及び高

尾山断層と呼んでいる。 

活断層研究会編（1980）は，橋本ほか（1980）とほぼ同じ位置に

古浦東方断層（長さ 3.4km），宍道断層（長さ 8.5 ㎞），宍道断層[南]

（長さ 1.7 ㎞）及び法田断層（長さ 1.8km）を記載し，いずれも確

実度Ⅱ，活動度Ｃとしている。また，橋本ほか（1980）とほぼ同じ

位置に森山断層（長さ 4.0km）及び高尾山断層（長さ 4.7km）を記載

し，確実度Ⅲ，活動度Ｃとしている。このほか，橋本ほか（1980）

の枕木山東断層に相当する位置に延長約 3.1km の確実度Ⅲの断層を

記載している。 

鹿野・吉田（1985）は，鹿島町古浦から鹿島町客戸
きゃくど

付近までを古

浦東方リニアメントと呼び，リニアメントに沿って分離丘陵や山脚

部の急傾斜が点在するが，確実に断層変位地形としてみなせるもの

はないとしている。また，活断層研究会編（1980）の宍道断層及び

宍道断層[南]をそれぞれ講
こう

武
ぶ

－納
のう

蔵
ざ

リニアメント及び七田断層と新

称した。このうち，講武－納蔵リニアメントは，断層変位地形が認

められず，坂
さか

本
もと

町坂本上
さかもとかみ

から東へは続かないとしている。一方，七

田断層については，鹿島町南側（地名）から鹿島町七田の約２㎞間

に支谷の系統的な右屈曲が認められることから，活断層であると判

断し，変位地形の明瞭さから，日本国内の他地域においてＢ級とさ

れているものに匹敵するとしている。さらに，橋本ほか（1980）の

枕木山東断層とほぼ同じ位置に枕木山東リニアメントを記載し，リ

ニアメントを境にして北西側の山地高度が南東側に比べやや高いと

しているが，断層変位地形が認められないことから，組織地形によ

るものと判断されるとしている。また，橋本ほか（1980）及び活断

層研究会編（1980）の森山断層の東半部約２km 間を森山リニアメン

トと呼び，リニアメントを境にして南側の山地が低いとしているが，
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断層変位地形が認められないことから，組織地形によるものと判断

されるとしている。橋本ほか（1980）及び活断層研究会編（1980）

の高尾山断層とほぼ同じ位置に高尾山リニアメントを記載し，地質

断層とリニアメントが一致するものの，確実に断層変位地形が認め

られないこと，断層両側の地層の浸食に対するコントラストが大き

いこと等から，組織地形によるものと判断されるとしている。橋本

ほか（1980）及び活断層研究会編（1980）の法田断層とほぼ同じ位

置に法田リニアメントを記載し，地質断層とリニアメントが一致す

るものの，断層変位地形は伴っていないとしている。 

佃ほか（1985）は，鹿島町南講武から東方約５㎞間に右横ずれで

活動度がＢ級以下の活断層を記載し，主として第四紀後期に活動し

たものとしている。 

鹿野・中野（1986）は，古浦東方リニアメントについて，分離丘

陵が認められることや，佐陀川の沖積地とその南の山地との間が直

線的な境界として認められることは，このリニアメントが活断層で

ある可能性を示唆するとしている。 

活断層研究会編（1991）は，活断層研究会編（1980）の宍道断層

及び宍道断層[南]の記載内容を変更し，宍道断層[北]として，鹿島

町南講武から鹿島町七田までの延長２㎞間に確実度Ⅱ，活動度Ｃを

示し，宍道断層[南]として，鹿島町南側（地名）から 東
ひがし

持
もち

田
だ

町納
のう

蔵
ざ

東
ひがし

までの延長約５㎞間に確実度Ⅰ，活動度Ｃ，これより枕木町まで

の延長約５㎞間に確実度Ⅱ，活動度Ｃを図示している（ただし，表

中では鹿島町南側（地名）から枕木町までの延長 10 ㎞間を確実度Ⅰ，

活動度Ｃとして記載している。）。また，活断層研究会編（1980）の

法田断層について，確実度Ⅱから確実度Ⅲへ記載内容を変更してい

る。そのほか，活断層研究会編（1980）の古浦東方断層，森山断層，

高尾山断層及び橋本ほか（1980）の枕木山東断層に相当する確実度

Ⅲの断層については，同一の記載をしている。 
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鹿野ほか（1994）は，宍道断層あるいはその周辺の断層で確実に

活断層として認定し得るのは，長さ約２㎞の七田断層のみであると

している。 

中田・後藤（1998）（72）は，活断層研究会編（1991）の宍道断層[南]

と古浦東方断層を一連の活断層として認定し，橋本ほか（1980）の

枕木山東断層に相当する区間を含めた延長約 15km 間を新たに鹿島

断層と呼び，断層末端の屈曲形態から一括して活動するセグメント

であるとする説を提案している。 

中田・今泉編（2002）（73）は，中田・後藤（1998）の鹿島断層をや

や東方に延長し，延長約 15km の活断層を記載し，鹿島断層帯と呼ん

でいる。 

佐藤・中田（2002）（74）は，中田・今泉編（2002）の鹿島断層帯を

更に東方に延長させ，手
た

角
すみ

町を通り，美保関町下宇部尾までの延長

約 18km の活断層を鹿島断層として記載し，断層変位地形の分布，断

層線の分岐形態，縦ずれ分布パターン等から，一括して活動すると

推測されるとしている。 

中田ほか（2002）（75）は，佐藤・中田（2002）とほぼ同じ位置に活

断層を記載し，鹿島断層と呼んでいる。 

原子力安全基盤調査研究（2005）（76）は，佐藤・中田（2002）及び

中田ほか（2002）とほぼ同じ位置に活断層を記載し，鹿島町佐
さ

陀
だ

宮内
みやうち

仲田
な か だ

のトレンチ調査及びジオスライサー調査の結果，最新活動時期

は 5,800 年前～3,300 年前の間，その一つ前は 12,000 年前～5,800

年前の間と推定されると記載している。 

渡辺ほか（2006）（77）は，上本庄町のトレンチ調査の結果，走向Ｎ

60°Ｅ，傾斜 87°Ｎの断層面を確認し，奈良時代の腐植土層まで変

位させており，放射性炭素同位体法の結果によると最新活動時期は

奈良時代以降，17 世紀以前と考えられ，880 年出雲の地震に対応す

る可能性が高く，姶
あい

良
ら

Ｔｎ火山灰（約 2.8 万年前～約 3.0 万年前；
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町田・新井（2011））の降下堆積以降，５回程度の活動を繰り返して

いる可能性があると記載している。 

徳岡ほか（2007）（78）は，渡辺ほか（2006）のトレンチ調査地点に

おいて考古学的調査を実施し，鹿島断層の最新活動は 850 年以後，

平安時代末期から鎌倉時代初期以前に限定され，880 年出雲の地震

に対応すると判断されると記載している。 

中田ほか（2008）は，中田ほか（2002）の鹿島断層を一部改訂し，

西方及び東方に延長させている。 

地震調査研究推進本部（2016）（79）は，活断層研究会編（1991），

原子力安全基盤調査研究（2005），中田ほか（2008），中国電力株式

会社島根原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査資料等の既往

調査研究成果に基づき，鹿島町古浦から美保関町下宇部尾までの延

長約 21km の活断層を記載し，宍道（鹿島）断層と呼んでいる。また，

下宇部尾の東方には，活断層の可能性のある構造を記載し，重力異

常による構造不連続，島根半島東部の地形的特徴等により，東方延

長の陸海境界付近には，地質構造が連続する可能性があるとしてい

る。 

今泉ほか編（2018）は，中田・今泉編（2002）の鹿島断層帯を改

訂し，鹿島町古浦から美保関町美保関までの延長約 30km の活断層を

記載し，宍道（鹿島）断層帯と呼んでいる。 

(b) 地形調査結果 

宍道断層周辺の変位地形・リニアメント分布図を第 3.3－4 図に示

す。 

鹿島町古浦から鹿島町佐陀
さ だ

本郷
ほんごう

客戸に至る間は，東北東－西南西

の走向をもつ山麓の急斜面から成り，主として山地と平野との境界

付近を連続する北側低下の崖として認められ，また，谷や尾根の系

統的でかつ明瞭な右屈曲が認められる。 

鹿島町古浦から男
お

島
しま

に至る海岸に沿った陸域には，変位地形・リ
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ニアメントは認められなくなるが，その西方の男島付近には鞍部地

形が認められ，一部に尾根・谷の左屈曲が認められる。更に西方の女
め

島
しま

付近では，変位地形・リニアメントは認められない。 

鹿島町佐陀本郷根
ね

連
れ

木
ぎ

では山麓線に連続する変位地形・リニアメ

ントに平行して山地内に谷や尾根の系統的な右屈曲が認められる。 

鹿島町 名
みょう

分
ぶん

では沖積地に入り伏在となるが，東方の南講武で認め

られる変位地形・リニアメントに連続すると考えられる。 

鹿島町南側（地名）から鹿島町七田を経て鹿島町橋
はし

立
だて

までは谷や

尾根の系統的かつ明瞭な右屈曲が認められる。 

鹿島町橋立から坂本町を経て福原町までは河谷や尾根の屈曲が認

められ，坂本町坂本上からは断続・雁行する。 

福原町から上本庄町の間は，変位地形・リニアメントの連続性は

認められなくなるが，上本庄町から枕木町の間では，走向が北東－

南西方向へ変化するとともに，段丘面に変位や変形の可能性のある

地形が一部で認められる。 

枕木町周辺では谷や尾根の右屈曲が認められ，枕木町周辺から東

方については，変位地形・リニアメントが北東延長と東方延長の２

方向に認められる。 

枕木町の北東延長については，長
なが

海
み

川北限付近では河谷や尾根の

系統的な右屈曲が認められ，山地高度は北西側が比較的高い。忠
ちゅう

山

付近では谷や尾根の屈曲は認められず，山地内の鞍部，直線谷及び

開析された南東側低下の崖の連続が認められる。 

枕木町の東方延長については，長海川の河谷の北縁では山麓線が

東西に連続し，沖積面に低崖が認められる。さらに，長海町から手

角町の間では，北側に鞍部列や山麓線が連なり，長海川の南縁には

一部の河谷と尾根の屈曲が認められる。 

美保関町万
まん

原
ばら

から下宇部尾の間では，河谷や尾根に明瞭な右屈曲

が認められ，道路に沿って直線的な凹地が認められ，低地部の東で
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は直線谷が認められる。また，北東方向にも谷や尾根の屈曲及び鞍

部が認められる。 

美保関町森山では鞍部が断続的に認められる。 

美保関町宇井から福浦の間では，鞍部列を境に，丘陵の南側が低

い高度不連続が認められる。また，鞍部列の南側にも，谷や尾根の

右屈曲，鞍部及び直線谷が断続する。 

高尾山の西側から美保関町法田の間では，直線谷と鞍部が認めら

れ，山地高度は北西側がやや高い。 

美保関町福浦から美保関の間では，島根半島の南北の水系を境す

る分水界が南側へ偏り，分水界には風隙及び截頭谷が発達するもの

の，系統性は認められない。 

宍道断層周辺の右横ずれ変位地形に着目した谷の屈曲量及び屈曲

率を第 3.3－5 図に示す。 

宍道断層周辺の谷の屈曲量及び屈曲率は，鹿島町南側（地名）か

ら鹿島町七田を経て鹿島町橋立までの区間（以下「南講武付近」と

いう。）において大きくなる傾向が認められる。また，南講武付近か

ら西方の鹿島町古浦に向かって谷の屈曲量及び屈曲率は次第に小さ

くなる傾向が認められる。更に西方の男島付近では，右屈曲の変位

地形は認められない。 

南講武付近から東方の鹿島町橋立から上本庄町までは，一部にお

いて南講武付近と同程度の谷の屈曲量が認められる。また，上本庄

町から長海町以東の谷の屈曲量及び屈曲率は，南講武付近と比較し

て，大局的には次第に小さくなる傾向が認められる。更に東方の美

保関町下宇部尾から福浦では，明瞭な右屈曲の変位地形は認められ

ず，谷の屈曲量及び屈曲率からも系統性は認められない。 

(c) 地質調査結果 

宍道 断層 周 辺の 地 質図 を 第 3.3－ 6 図に ，地 質 断面 図 を         

第 3.3－7 図に示す。 
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ア．南講武周辺 

地表地質踏査結果によると，鹿島町南講武周辺では変位地形・

リニアメントを挟んで北側には成相寺層の凝灰角礫岩，泥岩等が

分布し，南側には古浦層の安山岩質火砕岩，砂岩，礫岩，貫入岩

である安山岩等が分布する。また，変位地形・リニアメントを境

に，地質構造が不連続となり，鹿島町南講武～福原町区間の変位

地形・リニアメントは，鹿野・吉田（1985）等の文献でいわれる

宍道断層とほぼ一致している。 

また，鹿島町七田の変位地形・リニアメント直下で，かつ地形

の屈曲が最も明瞭な鹿島町七田南方の沢（Ｌｏｃ．Ｓ－１）にお

いて，断層を確認した（第 3.3－8 図及び第 3.3－9 図）。ここでは，

安山岩質火砕岩，砂岩及び泥岩から成る古浦層と，泥岩及び流紋

岩質火砕岩から成る成相寺層が東西方向の断層で接しており，こ

れらの岩石が破砕を受け，軟質化している。 

次に，変位地形・リニアメント延長上の鹿島町南講武の低地に

おいて，反射法地震探査及びボーリング調査を行い，断層位置を

特 定 し ， そ の 位 置 に お い て ト レ ン チ 調 査 を 実 施 し た           

（第 3.3－10 図及び第 3.3－11 図）。 

ボーリング調査結果等によると，標高±０m～－８m 付近以深に

新第三系が存在し，３本のボーリングにより断層を確認した。ま

た，標高６m～８m 付近に大山松江軽石層，その直上に三瓶木次軽

石層が確認され，断層を挟んでこれらの軽石層の分布標高に差が

生じている。断層北側には，泥岩，流紋岩質凝灰角礫岩等から成

る成相寺層が，南側には安山岩質火砕岩及び泥岩から成る古浦層

が分布しており，断層を挟んだ新第三系の上面の標高は，南側が

北側に比べ約６m 高くなっている。さらに，この断層位置が変位

地形・リニアメント延長線上にあること及び反射法地震探査の結

果からもほぼ同じ位置に断層の存在が推定されることから，この
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断層が宍道断層に対応するものと判断した。 

トレンチ調査結果によると，明瞭な断層がトレンチ中央部付近

に認められ，大山松江軽石層，三瓶木次軽石層及び姶良Ｔｎ火山

灰を含む層が断層により変位を受けている（第 3.3－12 図）。また，

トレンチ最下部において，新第三系に接する幅 10cm 程度の断層粘

土が認められた。姶良Ｔｎ火山灰を含む地層，その上位の各地層

より採取した木片等の放射性炭素同位体法の結果によると，断層

は約１万１千年前の腐植土層を変位させているが，その上位の約

３千年前の砂礫層を変位させていない。 

ボーリング調査により採取した断層試料を用いて研磨片観察

及び薄片観察を実施した結果，断層角礫及び断層粘土の積層構造

が認められ，最新面と判断される細粒化が進行した直線的でシャ

ープな面が確認される。また，この最新面付近において複合面構

造が確認され，右横ずれセンスを示す。これは，鹿島町南講武周

辺で認められる右屈曲の変位地形・リニアメントとも調和的であ

る。 

イ．南講武～尾坂間の平野部 

変位地形・リニアメント延長上の鹿島町南講武～尾坂間の平野

部において，ボーリング調査等を実施した（第 3.3－13 図及び   

第 3.3－14 図）。 

ボーリング調査結果等によると，標高－４m～－８m 付近以深に

新第三系が存在し，地質構造の不連続が推定される箇所付近の斜

めボーリングにより断層を確認した。この断層の北側には成相寺

層の流紋岩質凝灰角礫岩～流紋岩質凝灰岩及び貫入岩であるドレ

ライトが，また，南側には成相寺層の泥岩が分布しており，断層

を挟んだ新第三系の上面の標高は，南側が北側に比べ約５m 高く

なっている。この断層を境に，第四系各層の分布深度に高低差が

認められ，姶良Ｔｎ火山灰を含む更新統及び海洋酸素同位体ステ
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ージ２最上位の堆積物（腐植土層）が変位を受けている。断層の

位置，変位のセンス，変位を受けている地層の年代等から，この

断層は鹿島町南講武で確認された断層の西方延長部に相当すると

判断した。 

ウ．佐陀本郷周辺 

地表地質踏査結果によると，鹿島町佐陀本郷周辺には，新第三

系中新統の古浦層及び成相寺層とこれらに貫入したドレライト及

び安山岩が分布する。変位地形・リニアメントの直下に位置する

鹿島町佐陀本郷長
なが

廻
さこ

池西方の道路法面には，成相寺層の泥岩と流

紋岩を境する断層露頭（Ｌｏｃ．Ｋ－１）が観察される         

（第 3.3－15 図）。また，変位地形・リニアメントを境に古浦層及

び成相寺層の分布・構造に大きな違いがみられることから，変位

地形・リニアメントに一致する断層が存在するものと判断される。 

次に，変位地形・リニアメント延長上の鹿島町佐陀本郷におい

て，電気探査，ボーリング調査等を行い，断層位置を特定し，そ

の位置においてトレンチ調査を実施した（第 3.3－ 16 図，       

第 3.3－17 図及び第 3.3－18 図）。 

電気探査結果によると，第3.3－19図に示すように，新第三系

と推定されるゾーン中に，低比抵抗値を示す部分が認められ，こ

の位置に断層の存在が推定される。 

ボーリング調査結果によると，Ⅰ断面（第 3.3－17 図）におい

て，標高－９m～－10m 付近以深に新第三系が存在し，ボーリング

において礫岩と安山岩質火砕岩を境する断層を確認した。この断

層を境に北と南には異なる地質が分布し，断層位置が変位地形・

リニアメント上にあること及び電気探査結果からもほぼ同じ位置

に断層の存在が推定できることから，この断層が宍道断層に対応

するものと判断した。また，新第三系を覆う地層のほとんどが砂

礫質の堆積物から成っているが，このうち，標高－１m～－２m 付
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近にみられる腐植質粘土層中に大山松江軽石層が含まれることを

確認した。 

トレンチ調査結果によると，標高－10m 付近において，北側の

礫岩と南側の安山岩質火砕岩との間に幅 30cm 程度の連続する断

層粘土が認められた（第 3.3－20 図）。この断層の走向は，変位地

形・リニアメントの方向とほぼ一致している。また，断層を覆う

堆積物の大半は砂礫層で，標高－１m 付近にみられる大山松江軽

石層を含む層は，ほぼ水平に堆積しており，その下位の標高－３m

付近において，粘土の薄層及び礫混り砂層がほぼ水平に連続して

堆積している。 

さらに，トレンチ調査範囲の北側でボーリング調査等を実施し

た。ボーリング調査結果等によると，Ⅰ断面（第 3.3－17 図）で

は，新第三系として古浦層の礫岩と貫入岩である安山岩が分布し，

この間で新第三系上面に約５m の標高差が認められるが，これを

覆う海洋酸素同位体ステージ５の堆積物（硬質な砂礫（未風化部）

及び灰白色の砂質シルト）を含む第四系は，ほぼ水平に分布して

おり，後期更新世以降の断層活動を示唆する地層の変位や変形は

認められない。Ⅱ断面（第 3.3－18 図）では，新第三系として古

浦層の礫岩が一様に分布し，その上面は標高－10m 付近で水平に

連続し，また，これを覆う海洋酸素同位体ステージ５の堆積物（硬

質な砂礫）を含む第四系は，ほぼ水平に分布しており，後期更新

世以降の断層活動を示唆する地層の変位や変形は認められない。 

エ．古浦周辺 

地表地質踏査結果によると，鹿島町古浦から佐陀本郷廻
さこ

谷
や

周辺

には，新第三系中新統の古浦層及び成相寺層が分布する。また，

古浦から男島付近には，新第三系中新統の古浦層が緩やかな構造

で広がり，これらに安山岩及びデイサイトが貫入している     

（第 3.3－21 図）。 
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変位地形・リニアメント直下の鹿島町佐陀本郷廻谷において，

反射法地震探査及びボーリング調査を行った。 

反射法地震探査結果によると，第 3.3－22 図に示すように，変

位地形・リニアメント位置及びそれより北側において南上がりの

逆断層が推定される。 

ボーリング調査結果等によると，Ⅰ断面（第 3.3－23 図）では，

急傾斜した古浦層が分布し，古浦層上面に高度差が認められ，北

側の砂礫２層と南側の泥岩とを境する断層が認められる。さらに，

反射法地震探査の結果からも，ほぼ同じ位置に断層の存在が推定

される。この断層を境に，大山松江軽石層に高度差が推定され，

シルト～砂層（約 20,000 年前）及び青灰色砂礫層（約 25,000 年

前）にも断層を挟んで高度差が認められるため，後期更新世以降

の断層活動が認められると判断した。また，佐陀本郷廻谷では，

谷の屈曲量及び断層による鉛直変位量（ボーリングで確認した地

層の高度差）は，東側（鹿島町佐陀宮内仲田，鹿島町南講武）に

比べて小さいことから，断層活動性は低く，震源として考慮する

活断層の末端に近いと判断される。 

Ⅱ断面（第 3.3－24 図）では，南側の凝灰質シルト岩と北側の

砂礫１層とを境する断層が認められる。さらに，反射法地震探査

の結果からもほぼ同じ位置に断層の存在が推定される。しかしな

がら，この断層を覆う砂礫２層及び大山松江軽石層を含む砂礫３

層は，ほぼ水平に堆積していることと，反射法地震探査の結果，

断層を覆う地層の反射面は水平に連続することから，少なくとも

大山松江軽石層を含む砂礫３層より上位に変位や変形は認められ

ない。 

また，佐陀本郷廻谷から男島に至る海岸に沿った陸域（以下 

「古浦西方」という。）には，海岸部では古浦層の礫岩，泥岩及び

砂岩が連続分布しており，断層は認められない（第 3.3－21 図）。
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なお，中田ほか（2008）に示される断層位置付近において，ほぼ

全面に分布する古浦層に断層は認められない。 

その西方の男島付近には鞍部地形が認められ，一部に尾根・谷

の左屈曲が認められる。地表地質踏査の結果，変位地形・リニア

メント及び中田ほか（2008）に示された推定活断層の通過位置付

近には，古浦層の砂岩，泥岩及び火山円礫岩が全体的に緩やかに

傾斜して分布し，また，推定活断層の西端付近の海岸部には，古

浦層の火山円礫岩が連続しており，断層は認められない。さらに，

明瞭な鞍部地形の直下において，ピット調査（Ｌｏｃ．Ｏ－１）

を行った結果，古浦層の礫岩・凝灰岩とこれに貫入するデイサイ

トが認められるが，断層は認められない（第 3.3－25 図）。 

したがって，男島付近の変位地形・リニアメントは古浦層と，

貫入岩との岩相差を反映した組織地形であると評価する。 

オ．古浦沖 

鹿島町古浦沖において，第 3.3－26 図に示す位置で音波探査を

実施した。 

古浦沖の海底に分布する地層は，第 3.2－6 表に示すように，

上位からⅠＫ層，ⅡＫ層，ⅢＫ層及びＤ２層に区分され，周辺陸域

の地質分布状況並びに他機関のボーリング調査結果から，ⅠＫ層

及びⅡＫ層が完新統に，ⅢＫ層が更新統に，Ｄ２層が下部～中部中

新統にそれぞれ対比される。 

音波探査結果によると，ⅢＫ層の内部反射面及びＤ２層上面に断

層活動を示唆する反射面は確認されず，また，ⅠＫ層及びⅡＫ層は

ほぼ水平に分布しており，これらの地層に断層活動を示唆する変

位や変形は認められないことから古浦沖では断層・褶曲は認めら

れないことを確認した（第 3.3－27 図及び第 3.3－28 図）。 

カ．古浦沖以西（男島付近～女島付近） 

鹿島町古浦沖から女島の西方（以下「女島西方」という。）に
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至る海岸に沿った海域において，海底面調査及び音波探査を実施

した（第 3.3－29 図）。 

海底面調査結果によると，男島付近及び女島付近において東西

方向に分布する直線状の海底地形の高まりが認められた。男島付

近の海底地形は，高まり部と基部との高度差が約２m，延長は約

45m と小規模であり，連続性に乏しい。この海底地形の東方延長

部における潜水調査の結果，断層は認められず，高まり部は火山

円礫岩，基部は泥岩から成る地質境界に位置し，男島付近の陸域

海岸部においても同構造の組織地形が認められる。また，女島付

近の海底地形は，高まり部と基部との高度差が約１m，延長は約

140m と小規模である。女島付近の陸域海岸部においても同構造の

組織地形が認められ，高まり部は火山角礫岩，基部は泥岩から成

る地質境界に位置し，はぎ取り調査の結果，火山角礫岩と泥岩と

は密着し，断層は認められない。 

音波探査結果によると，直線状の海底地形の延長部を含む海岸

に沿った海域において，Ｄ２層上面に断層活動を示唆する反射面

は確認されない。 

したがって，男島付近及び女島付近の直線状の海底地形は，陸

域海岸部において認められる組織地形と同様に，岩相差を反映し

た組織地形であると評価する。 

キ．女島周辺 

女島付近には，新第三系中新統の古浦層及び成相寺層が分布す

る。鹿野・中野（1986）は，女島付近の層理面が急傾斜を示す古

浦層と緩傾斜を示す成相寺層との地質境界に，鹿島町古浦沖から

海岸に沿って連続する伏在断層を記載している。また，鹿野・中

野（1986）は，女島付近において，この伏在断層から分岐する断

層（以下「分岐断層」という。）を記載し，女島西方の陸域へ連続

するとしている（第 3.3－30 図）。 
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地形調査の結果，女島付近には，変位地形・リニアメントは認

められない。 

地表地質踏査の結果によると，女島付近の海岸部において，層

理面が急傾斜（北傾斜）を示す古浦層の礫岩と緩傾斜（北傾斜）

を示す成相寺層の火山角礫岩が分布することから，鹿野・中野

（1986）に示される伏在断層通過位置付近には，南傾斜の逆断層

の存在が示唆される。 

鹿野・中野（1986）に示される伏在断層通過位置付近において，

ボーリング調査を実施し，断層の存否を確認した（第3.3－31図及

び第3.3－32図）。 

ボーリング調査の結果によると，鹿野・中野（1986）に示され

る伏在断層通過位置付近において，古浦層中に複数の細粒化した

破砕部が認められるものの，これらの連続性は確認されない。ま

た，古浦層は地表から約 20ｍまでの地層は急傾斜を示し，それ以

深の地層は緩傾斜を示しており断層は認められない。古浦層中の

地層は連続して分布すること及び古浦層と成相寺層が整合関係に

あると考えられることから，地層に顕著な不連続は想定されず，

また，古浦層と成相寺層との境界に鹿野・中野（1986）に示され

る伏在断層に相当する断層は認められない。さらに，成相寺層の

泥岩中に貫入岩の分布が認められるものの，貫入岩中や貫入岩と

成相寺層との貫入境界にも，断層活動を示唆するせん断面及び破

砕は認められない。 

鹿野・中野（1986）に示される伏在断層通過位置付近における

地層の急傾斜部（Ｌｏｃ．ＭＳ－１）における地表地質踏査の結

果，古浦層の礫岩及び火山円礫岩，並びに泥岩，凝灰岩等の薄層

が分布し，凝灰岩の一部は風化作用により明灰色の粘土混りシル

ト状を呈するが上方及び下方へは連続しないこと，層理面沿いは

固結，密着していることから，少なくとも固結後の断層活動を示
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唆する地層の変位や変形は認められない（第 3.3－33 図）。 

また，鹿野・中野（1986）に示される分岐断層について，地表

地質踏査を実施した。地表地質踏査結果によると，女島西方の分

岐断層通過位置付近の海岸部には，第 3.3－30 図に示すように緩

やかな南傾斜を示す古浦層の砂岩が分布し，断層は認められない。

また，分岐断層の西方延長部（Ｌｏｃ．ＭＳ－２）における地表

地質踏査の結果，古浦層の礫岩，砂岩，泥岩及び凝灰岩が南傾斜

の同斜構造としてほぼ連続的に分布し，断層活動を示唆する構造

は認められない （第 3.3－34 図）。 

ク．福原町周辺 

島根大学生物資源科学部付属生物資源教育研究センター農業

生産科学部門本庄総合農場（島根大学農場）北方地点における詳

細な地表地質踏査結果によると，変位地形・リニアメントの位置

付近（Ｌｏｃ．Ｓ－２）において，成相寺層の流紋岩が熱水変質

作用を受け軟質化した部分が認められたが，断層露頭は認められ

ない（第 3.3－35 図及び第 3.3－36 図）。 

ケ．上本庄町周辺 

地形調査の結果，第 3.3－4 図に示すように，北東－南西方向

の変位地形・リニアメントが認められる。渡辺ほか（2006）によ

ると，上本庄町のトレンチ調査において，完新統まで変位させる

断層を確認し，その断層面は走向Ｎ60°Ｅ，傾斜 87°Ｎとしてお

り，この断層の走向は北東－南西方向の変位地形・リニアメント

に対応している。 

地表地質踏査の結果からも，段丘面に変位や変形の可能性のあ

る地形が一部で認められることから断層が推定される。 

コ．枕木町～美保関町北浦 

枕木町から美保関町北浦にかけては，背斜構造を有する南東側

の古浦層及び成相寺層と，北西傾斜の同斜構造を示す成相寺層と
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の間に断層が推定される（第 3.3－37 図）。 

断層が推定される位置及び変位地形・リニアメント位置付近

（Ｌｏｃ．Ｍ－１）での詳細な地表地質踏査の結果によると，成

相寺層とそれに貫入したドレライトが分布し，成相寺層の泥岩中

に変位地形・リニアメントと同方向の断層が認められるが，断層

内物質は固結しており，これを切るような新しいせん断面は認め

られないことから，断層は少なくとも後期更新世以降の活動はな

いものと考えられる（第 3.3－38 図及び第 3.3－39 図）。また，変

位地形・リニアメント位置付近でのピット調査（Ｌｏｃ．Ｍ－２）

においても，北西側に貫入岩のデイサイトが，南東側に泥岩が分

布しており，断層は認められない（第 3.3－40 図）。 

したがって，変位地形・リニアメントは成相寺層及び古浦層と，

貫入岩との岩相差を反映した組織地形であると評価する。 

サ．長海町周辺 

地表地質踏査の結果，成相寺層の流紋岩質火砕岩，安山岩質火

砕岩及び泥岩が分布しており，南側の山塊では，南に緩傾斜の同

斜構造を示す（第 3.3－41 図）。また，佐藤・中田（2002），原子

力安全基盤調査研究（2005），中田ほか（2008）及び今泉ほか編

（2018）で示される位置付近（Ｌｏｃ．Ｎ－１）での詳細な地表

地質踏査の結果によると，ほぼ全面に分布する成相寺層に断層は

認められない（第 3.3－42 図）。 

ボーリング調査によると，Ⅰ断面（第 3.3－43 図）では，安山

岩質火砕岩及び流紋岩質火砕岩とこれらに貫入したドレライト及

び玄武岩が分布し，これらを被覆して中期更新世から完新世の地

層が分布するが，基盤に高度不連続は認められず，第四系に断層

活動を示唆する変位や変形は認められない。 

シ．中海北部 

文献により断層が通過するとされている中海北部の手角町の
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沖合いにおいて，第 3.3－44 図に示す位置で実施した音波探査及

びボーリング調査結果によると，ⅥＮ層（古浦層，波多層，成相

寺層，川合層及び久利層）に断層活動を示唆する顕著な反射記録

は認められない。また，ⅠＮ層（完新統）並びに，大山松江軽石

層及び姶良Ｔｎ火山灰を含むⅡＮ層（中部～上部更新統）は大局

的にはほぼ水平に分布しており，これらの地層に断層活動を示唆

する変位や変形は認められない（第 3.3－45図及び第 3.3－46図）。 

ス．下宇部尾周辺 

地表地質踏査結果によると，変位地形・リニアメントが認めら

れる国道 431 号沿いには泥岩（古浦層）が両側に分布しており，

北緩傾斜を示す（第 3.3－47 図）。 

下宇部尾の低地において実施したボーリング調査結果による

と，Ⅰ断面（第 3.3－48 図）では，北側に泥岩・礫岩を主とする

堆積岩類が，南側に安山岩質火砕岩が分布しており，両者は断層

によって境される。断層を挟んで基盤の上面に高低差が認められ，

基盤と海洋酸素同位体ステージ７以前の地層が高角度で接してい

ることから，断層が海洋酸素同位体ステージ７以前の地層にまで

及んでいる可能性があるが，それらを覆う大山松江軽石層及び海

洋酸素同位体ステージ５ｃ層準と推定される堆積物に変位や変形

は認められない。また，Ⅱ断面（第 3.3－49 図）では，安山岩質

火砕岩が広く分布し，小規模な変質帯は認められるものの，断層

は認められない。 

したがって，後期更新世以降の断層活動はないものと考えられ

るが，活動性の確認のため，変位地形・リニアメント延長上及び

文献に示された４地点において，トレンチ調査を実施した     

（第 3.3－47 図）。 

下宇部尾西トレンチ（北）は，変位地形・リニアメント及び中

田ほか（2008）に示される活断層の位置に対応しており，基盤（デ
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イサイト質火砕岩）には変位地形・リニアメント及び文献に対応

する断層は認められない（第 3.3－50 図）。 

下宇部尾西トレンチ（南）は，変位地形・リニアメントの西側

延長部に位置しており，基盤（デイサイト）に局所的な変形が認

め ら れ る が ， 断 層 活 動 を 示 唆 す る 構 造 は 認 め ら れ な い         

（第 3.3－51 図及び第 3.3－52 図）。 

下宇部尾北トレンチは，中田ほか（2008）に示される活断層（や

や位置不明確）及び今泉ほか編（2018）に示される活断層の位置

に対応しており，文献に示される範囲において基盤に断層が認め

られないが，トレンチ北西端の基盤（デイサイト）に断層が認め

られた（第 3.3－53 図）。火山灰分析の結果によると断層を覆う地

層のうちＡ層及びＢ層上部層に含まれる普通角閃石及びカミング

トン閃石を含む火山灰は，層序的関係，鉱物組成及び屈折率の町

田・新井（ 2011）との対比から，Ａ層に含まれる火山灰は     

大山ｈ１（約 23 万年前；町田・新井（2011）），Ｂ層上部層に含ま

れる火山灰は大山松江軽石層に同定され，Ｂ層中・下部層にこれ

らの鉱物はほとんど含まれないことから，Ａ層及びＢ層上部層の

堆 積 時 期 に は 時 間 間 隙 が あ る も の と 推 定 さ れ る              

（第 3.3－54 図）。花粉化石分析の結果を含め，Ａ層は海洋酸素同

位体ステージ６以前の地層，Ｂ層は海洋酸素同位体ステージ５ｅ

の地層と判断され，断層は，Ａ層に変位を与えＢ層に変位や変形

が認められないことから，震源として考慮する活断層ではないと

判断される。ただし，Ａ層に含まれる火山灰は再堆積したもので

あるとも考えられることから，後期更新世以降の活動を完全には

否定できない。 

下宇部尾トレンチは，変位地形・リニアメントの西側延長部及

び活断層研究会編（1991）に示される活断層の疑いのあるリニア

メントの位置に対応しており，基盤（デイサイト質火砕岩）に断
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層は認められない（第 3.3－55 図）。 

また，東方の下宇部尾東において，変位地形・リニアメント，

中田ほか（2008）に示される活断層（やや位置不明確）及び今泉

ほか編（2018）に示される活断層の位置におけるボーリング調査

の結果，走向が概ね南北方向の断層は認められるが，変位地形・

リニアメント，中田ほか（2008）の活断層（やや位置不明確）及

び今泉ほか編（2018）の活断層に対応する断層は認められない 

（第 3.3－56 図）。同様に，下宇部尾東の北東側の谷筋におけるボ

ーリング調査の結果，走向が北北西－南南東方向の断層は認めら

れるが，谷筋に連続する断層は認められず，走向が概ね東西方向

の変位地形・リニアメントの延長位置，中田ほか（2008）の活断

層（やや位置不明確）及び今泉ほか編（2018）の活断層に対応す

る断層も認められない（第 3.3－57 図）。 

さらに，下宇部尾東において，変位地形・リニアメントの延長

位置における詳細なはぎとり踏査（Ｌｏｃ．Ｓ－３）の結果，幅

約 70m にわたって連続分布する砂岩，安山岩質火砕岩及び安山岩

に断層は認められない（第 3.3－58 図）。 

セ．森山周辺 

地表地質踏査の結果，森山の北側には古浦層の安山岩質火砕岩，

砂岩，礫岩及びデイサイト～流紋岩質火砕岩が分布し，南側には

成相寺層の流紋岩質火砕岩が分布する（第 3.3－59 図）。 

森山北の変位地形・リニアメントの延長位置には中位Ⅰ段丘面

が分布しており，この段丘面には高度不連続は認められない   

（第 3.3－60 図）。 

段丘面上でのボーリング調査及びピット調査の結果，大山松江

軽石層を含むローム層基底はほぼ水平に連続しており，少なくと

も大山松江軽石層の堆積時期以降の活動はないものと評価した

（第 3.3－61 図）。なお，ボーリング調査により基盤で確認した断
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層については，ピット調査の結果，大山松江軽石層を含むローム

層の下位に分布する砂層・角礫層に変位や変形は認められない。 

森山の平野部では，変位地形・リニアメントは認められないが，

原子力安全委員会ワーキンググループ３第 17 回会合参考資料第

２号（2009）（80）に記載された推定活断層，今泉ほか編（2018）に

示される活断層及び鹿野・吉田（1985）に示される断層の通過位

置において反射法地震探査を実施した（第 3.3－62 図）。また，鹿

野・吉田（1985）に示される断層通過位置付近において，反射法

地震探査測線に並走するボーリング調査を実施した結果，古浦層

のデイサイト質火砕岩中の断層及び古浦層と成相寺層とを境する

断層が認められるものの，基盤岩上面，完新統及び南側に分布す

る上部更新統には断層活動を示唆する変位や変形は認められない

（第 3.3－63 図）。 

平野部の北東側においても，鹿野・吉田（1985）に示される断

層に対応する古浦層の安山岩質火砕岩と成相寺層のデイサイト質

火砕岩とを境する断層露頭（Ｌｏｃ．ＭＷ－１）が認められる   

（第 3.3－64 図）。露頭観察の結果，断層には明瞭なせん断面は認

められず，また，断層を覆う崖錐堆積物に変位や変形は認められ

ない。遊離酸化鉄分析の結果によると，断層を覆う地層のうち，

下位の崖錐堆積物３層の遊離酸化鉄の結晶化指数は，0.50～0.67

の範囲にあり，永塚（1973）（81）における赤色土に分類されること，

松江市内における大山松江軽石層より下位のローム層の遊離酸化

鉄の結晶化指数と同程度であること等から，崖錐堆積物３層の形

成年代は，大山松江軽石の降灰層準と考えられる。さらに，ブロ

ックサンプリングにより採取した断層試料を用いて研磨片観察及

び薄片観察を実施した結果，幅２cm 程度の角礫部が認められるが

断層粘土は確認されない等，後期更新世以降の活動が認められる

南講武の断層性状とは大きく異なる（第 3.3－ 65 図及び    
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第 3.3－66 図）。 

したがって，これらの断層の後期更新世以降の活動はないもの

と考えられるが，断層性状の確認のため，断層通過位置において，

トレンチ調査を実施した（第 3.3－67 図）。 

トレンチ調査の結果，ボーリング調査により基盤で確認した断

層に対応する２条の断層が認められる。火山灰分析の結果による

と，断層を覆う地層のうち礫混じりシルト層に含まれる普通角閃

石及びカミングトン閃石を含む火山灰は，鉱物組成及び屈折率の

町田・新井（2011）との対比から，大山ｈ１又は大山松江軽石に

同定され，下位のシルト質礫層は，層序的関係から，海洋酸素同

位体ステージ５ｅ以前の地層と判断される（第 3.3－68 図）。２条

の断層は，礫混じりシルト層及びシルト質礫層に変位や変形が認

められないことから，震源として考慮する活断層ではないと判断

される。 

原子力安全委員会ワーキンググループ３第 17 回会合参考資料

第２号（2009）に記載された推定活断層及び今泉ほか編（2018）

に示される活断層通過位置付近において，幅約 150ｍのはぎ取り

調査を実施した結果，成相寺層の流紋岩溶岩と流紋岩質火山円礫

岩とを境する断層及び成相寺層の流紋岩溶岩中に発達する流理構

造 を 切 る 断 層 露 頭 （ Ｌ ｏ ｃ ． Ｍ Ｗ － ２ ） が 認 め ら れ る           

（第 3.3－69 図）。いずれの断層面も全体的には湾曲し不明瞭であ

るが，成相寺層の流紋岩溶岩と流紋岩質火山円礫岩とを境する断

層に断層粘土が認められることから，ボーリング調査により採取

した断層試料を用いて研磨片観察及び薄片観察を実施した結果，

幅４mm 程度の白色を呈する細粒部が認められる（第 3.3－70 図，

第 3.3－71 図及び第 3.3－72 図）。断層の連続性の確認のため，断

層露頭の南西方約 30m の位置でボーリング調査を実施した結果，

明瞭な断層面は確認されず，断層露頭（Ｌｏｃ．ＭＷ－２）に対
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応する断層は認められないことから，震源として考慮する活断層

ではないと判断される。 

森山の平野部から北東方約 500m の鹿野・吉田（1985）に示さ

れる断層通過位置付近の露頭において，成相寺層の流紋岩中に断

層（Ｌｏｃ．ＭＷ－３）が認められる（第 3.3－73 図）。露頭観察

の結果，北側から成相寺層の流紋岩質溶岩，礫岩，泥岩及び流紋

岩質火砕岩が比較的高角度で接しており，露頭面は地層境界及び

断層沿いで熱水変質作用を受け，軟質な粘土が認められる。ブロ

ックサンプリングした断層試料を用いて研磨片観察及びＣＴ画像

解析を実施した結果（第 3.3－74 図及び第 3.3－75 図），幅１cm

～３cm 程度の低密度部が認められ，その境界に湾曲した断層面が

確認される。 

また，その北東方延長部にあたる森山の造成地では，西側法面

（Ｌｏｃ．ＭＷ－４）において成相寺層の流紋岩質火砕岩中に最

大で幅 70cm 程度の破砕幅を有する断層が認められ，断層面には極

めて薄い粘土が確認されるものの，連続性に乏しく法面上部では

確認されない（第 3.3－76 図）。 

造成地の東側（Ｌｏｃ．ＭＷ－５）では，古浦層の安山岩質火

砕岩と成相寺層の流紋岩質火砕岩とを境する断層が認められ，ま

た，古浦層の安山岩質火砕岩中に複数の断層が確認される     

（第 3.3－77 図）。露頭面は全体に熱水変質作用を受けており，特

に，古浦層の安山岩質火砕岩には，暗紫灰色や緑灰色の岩石が斑

状に分布し，青灰色粘土や白色粘土脈を多く伴う。古浦層の安山

岩質火砕岩と成相寺層の流紋岩質火砕岩とを境する断層について，

詳細な露頭観察及びブロックサンプリングした断層試料を用いて

ＣＴ画像解析を実施した結果，最新活動面と考えられる粘土を伴

う平滑な断層面が認められる（第 3.3－78 図）。実体顕微鏡により

この断層面を観察した結果，縦ずれ優勢の変位方向を示すと考え
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られる条線が確認される。古浦層の安山岩質火砕岩中の断層につ

いても同様に，詳細な露頭観察等を実施した結果，一部に粘土を

伴う不連続面が認められるが，いずれも湾曲し連続性に乏しいこ

と等から，最近の活動を示唆するせん断面は認められない     

（第 3.3－79 図，第 3.3－80 図及び第 3.3－81 図）。 

森 山 の 造 成 地 付 近 に お い て 確 認 さ れ た 断 層 露 頭           

（Ｌｏｃ．ＭＷ－３，Ｌｏｃ．ＭＷ－４及びＬｏｃ．ＭＷ－５），

断層露頭（Ｌｏｃ．ＭＷ－１），平野部のトレンチ調査等により確

認された断層は，破砕幅が数 m～数 10m 程度である，破砕部に泥

岩が取り込まれる，古浦層と成相寺層の地質境界付近に位置する

等の共通的な地質学的特徴が認められることから，鹿野・吉田

（1985）に示される断層に対応すると考えられる。これらの一連

の断層は，平野部のトレンチ調査等の結果，後期更新世以降の断

層活動は認められないと考えられるが，一部の断層において年代

指標となる上載地層がなく，後期更新世以降の活動を完全には否

定できない。 

その他，森山の造成地の南東方約 300m の鹿野・吉田（1985）

に示される断層通過位置付近において，成相寺層の流紋岩質火砕

岩 中 及 び 流 紋 岩 と 流 紋 岩 質 火 砕 岩 と を 境 す る 断 層 露 頭        

（Ｌｏｃ．ＭＷ－６）が認められる（第 3.3－82 図）。詳細な露頭

観察並びにブロックサンプリングした断層試料を用いて研磨片観

察及びＣＴ画像解析を実施した結果，主に断層沿いで熱水変質作

用を受け軟質化しており，断層面付近に低密度部が認められるが，

いずれの断層面も直線性に乏しい。また，露頭観察及び条線観察

の結果，正断層又は逆断層センスを示唆する構造が認められ，横

ずれ運動を示唆する構造は確認されないことから，後期更新世以

降の断層活動は認められないと考えられるが，上載地層がなく，

後期更新世以降の活動を完全には否定できない（第 3.3－83 図，    
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第 3.3－84 図及び第 3.3－85 図）。 

ソ．高尾山周辺 

地表地質踏査の結果，古浦層の流紋岩質火砕岩，砂岩及び礫岩

が分布し，これらに貫入するデイサイト及び玄武岩が認められる

（第 3.3－86 図）。 

①  高尾山南側（北） 

地表地質踏査の結果，美保関町宇井西において，変位地形・

リニアメント位置付近（Ｌｏｃ．Ｔ－１）では，急傾斜する古

浦層中に上載地層が存在しないため活動性が不明であるもの

の，下宇部尾北トレンチにおいて認められた断層等とは傾斜方

向が異なる断層を確認した（第 3.3－87 図）。露頭観察の結果，

断層面付近の地層は正断層センスの引きずり込み構造を呈し，

ブロックサンプリングにより採取した断層試料を用いた実体

顕微鏡による断層面の観察結果からも，縦ずれ優勢の変位方向

を示す条線が確認される。断層の走向は東西系を示しているこ

とから，少なくとも東西圧縮応力場の下にある後期更新世以降

に活動したものではないと判断される。また，断層面は凹凸が

著しいものの，断層粘土が認められることから，研磨片観察及

びＣＴ画像解析を実施した結果，低密度化した幅６mm 程度の灰

色を呈する細粒部が認められるものの，積層構造は確認されな

いなど，後期更新世以降の活動が認められる鹿島町南講武の断

層の性状とは異なっている（第 3.3－88 図）。 

さらに，東方の美保関町 日
ひゅう

向
が

浦
うら

北において，南側の流紋岩質

火砕岩と北側の砂岩との間に断層の延長が推定され，変位地

形・リニアメント位置付近でのピット調査（Ｌｏｃ．Ｔ－２）

の結果，急傾斜する流紋岩質火砕岩が確認されるが，北側には

変位地形・リニアメントと同走向の貫入岩が分布しており，断

層は認められず，その上位には大山松江軽石層を含むローム層
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がほぼ水平に分布している（第 3.3－89 図）。福浦東において

も，変位地形・リニアメント位置付近でのピット調査（Ｌｏｃ．

Ｔ－３）の結果，古浦層のデイサイトに対して変位地形・リニ

アメントと同走向に貫入する玄武岩が分布しており，断層は認

められない（第 3.3－90 図）。福浦東の鹿野・吉田（1985）及

び鹿野・中野（1985）の断層通過位置付近，並びに原子力安全

委員会ワーキンググループ３第 17 回会合参考資料第２号

（2009）に記載された推定活断層及び今泉ほか編（2018）の活

断層通過位置付近において，道路改良に伴い露出した切土法面            

（Ｌｏｃ．Ｔ－３’）を観察した結果，古浦層の流紋岩質火砕

岩が分布しており，砕屑岩脈が認められ，まれに砕屑岩脈の貫

入面が弱く破砕し，断層が確認される（第 3.3－91 図及び     

第 3.3－92 図）。断層面の走向はＮ25°～39°Ｅ，傾斜は 60°

～85°Ｎを示し，同系統の断層から成るが，鹿野・吉田（1985）

及び鹿野・中野（1985）の断層，並びに原子力安全委員会ワー

キンググループ３第 17 回会合参考資料第２号（2009）に記載

された推定活断層及び今泉ほか編（2018）の活断層の走向とは

対応していない。なお，砕屑岩脈及び断層の姿勢は，節理系の

卓越する姿勢と調和的であることから，これらは同時期に形成

されたものと判断される。 

したがって，変位地形・リニアメントに対応して一部に断層

が認められるものの，変位地形・リニアメントと同走向の貫入

岩が分布し，変位や変形は認められないこと等から後期更新世

以降の断層活動は認められないと考えられるが，一部の断層に

おいて上載地層がなく，後期更新世以降の活動を完全には否定

できない。 

② 高尾山南側（南） 

宇井南において変位地形・リニアメント位置付近でのピット
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調査（Ｌｏｃ．Ｔ－４）の結果，古浦層の砂岩・泥岩が分布し

ており，断層は認められない（第 3.3－93 図）。また，福浦付

近において，変位地形・リニアメント延長位置に連続する流紋

岩質火砕岩に断層は認められない（第 3.3－86 図）。森山東の

採石場（Ｌｏｃ．Ｔ－５）では，地表地質踏査の結果，古浦層

の砂岩・泥岩互層及び安山岩質火砕岩，並びに安山岩（貫入岩）

が分布し，主として２条の正断層変位を伴う断層が認められる

ものの，断層面は固結，密着しており，変位地形・リニアメン

トとも対応しないことから後期更新世以降の断層活動は認め

られないと考えられるが，上載地層がなく，後期更新世以降の

活動を完全には否定できない（第 3.3－94 図）。 

③ 高尾山西側 

地表地質踏査の結果，古浦層の礫岩，砂岩及び流紋岩質火砕

岩が分布し，北緩傾斜の同斜構造を示す（第 3.3－86 図）。鹿

野・吉田（1985）の法田リニアメント及び変位地形・リニアメ

ント位置付近において断層は認められず，流紋岩質火砕岩等の

分布にくい違いも認められないことから，変位地形・リニアメ

ントに対応する断層は認められない（第 3.3－95 図）。鹿野・

吉田（1985）及び鹿野・中野（1985）の断層通過位置付近にお

ける地表地質踏査の結果，変位地形・リニアメントと同走向の

正 断 層 変 位 を 伴 う 断 層 が 認 め ら れ る 。 採 石 場              

（Ｌｏｃ．ＴＷ－１）では，古浦層の砂岩，泥岩，砂岩・泥岩

互層及び貫入岩が分布し，主として２条の正断層変位を伴う断

層が認められるものの，断層面は固結，密着しており，露頭上

部の古浦層の泥岩に変位や変形は認められない。また，断層面

沿いには角張って不規則な形態を有する岩石と白色脈（濁沸

石）から成るジグソーパズル状の水圧破砕組織が認められ，こ

れらの組織に変位や変形は認められない（第 3.3－96 図）。採



 6－3－78 

石場（Ｌｏｃ．ＴＷ－１）から東北東方約 600m の道路沿いの

露頭では，古浦層の流紋岩質火砕岩と砂岩・泥岩互層を境する

正断層変位を伴う断層が認められるものの，断層面は密着して

おり，破砕は認められない。 

変位地形・リニアメント沿いについて，地震調査研究推進本

部（2016）に示される重力異常・地質構造から推定された構造

不連続とは斜交関係にあること，道路沿いの露頭では上載地層

がなく，後期更新世以降の断層活動を完全には否定できないが，

採石場（Ｌｏｃ．ＴＷ－１）では後期更新世以降の断層活動は

認められないこと及び変位地形・リニアメント位置付近を含む

幅広な地表地質踏査の結果，断層は確認されないこと等を踏ま

え，変位地形・リニアメント沿いに宍道断層は連続しないと評

価した。 

タ．美保関周辺 

地表地質踏査の結果，古浦層の砂岩，泥岩及び流紋岩質～デイ

サイト質火砕岩・溶岩等が分布し，東西方向に延びる山稜線のや

や南側に背斜軸が推定される（第 3.3－97 図）。鹿野・中野（1985）

によると，その背斜軸を横断するように南北走向の胴切り断層が

示されているが，詳細な地表地質踏査の結果によると，大局的に

は緩い東傾斜の地層を呈し，堆積構造や地質分布の不連続は認め

られない（第 3.3－98 図）。また，地表地質踏査の結果，地蔵崎付

近の北側沿岸部において，２本の断層が確認されるが，いずれも

南西落ちの正断層センスを示し，断層面は固結・密着している。

これらの断層の走向方向延長部における音波探査記録によると，

後期更新世以降の断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

チ．美保湾及び美保関町東方沖合い 

宍道断層の東方延長に位置する美保湾及び美保関町東方沖合

いにおいて，複数の音源による音波探査を実施した。 



 6－3－79 

第 3.2－29 図に示す敷地前面海域の海底地形図によると，美保

湾の海底面は，大局的には海岸から沖合北東方に向かって緩やか

に傾斜する斜面で，さらに沖合に向かって北方へ緩やかに傾斜す

る斜面でそれぞれ形成されている。 

また，美保関町東方沖合いの海底面は，沖
おき

ノ
の

御前
ご ぜ ん

島による海流

の変化の影響を受けて局所的に起伏の激しい複雑な形状を呈して

いるものの，鳥取沖西部断層の西方延長部を含む海底面に断層活

動を示唆する変状は認められない（第 3.3－99 図）。 

美保湾及び美保関町東方沖合いの海底に分布する地層は，ほぼ

全域にＢ層以上の地層が分布し，鳥取沖西部断層の西方延長部を

含む地層に断層活動を示唆する地質分布の不連続は認められない

（第 3.3－100 図）。 

境水道の東方延長部にあたる美保関町沿岸域付近の地質・地質

構造を把握するため，沿岸域を横断するように美保関港内に進入

する音波探査，更には，島根半島の東方延長部を南北に横断し，

かつ稠密な測線間隔による音波探査を実施した結果，美保関町東

方沖合いにおいて，Ｄ２層の高まりの南縁に分布する断層が確認

されるものの，少なくともＢ１層に変位や変形は及んでおらず，

後期更新世以降の断層活動は認められない（第 3.3－101 図及び 

第 3.3－102 図）。このうち，地震調査研究推進本部（2016）の活

断層の可能性のある構造として指摘されている明瞭な重力異常が

認められなくなる位置の音波探査測線は No.3.5 測線である。 

(d) 総合評価 

松江市鹿島町南講武から鹿島町七田を通り福原町までの断層は，

南講武のトレンチ調査結果によると約３千年前から約１万１千年前

の間に最新の活動があったと認められ，その西方の鹿島町南講武か

ら尾坂の間の平野部における調査でも確認されている。 

その西方の鹿島町尾坂から鹿島町佐陀本郷を通り，鹿島町古浦沖
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にかけては，鹿島町佐陀本郷において，後期更新世以降の断層活動

はないものと判断されるが，古浦周辺において後期更新世以降の断

層活動が認められると判断した。しかしながら，①変動地形学的調

査結果によると古浦西方では変位地形・リニアメントが認められな

いこと，②地表地質踏査結果によると，古浦西方の海岸部では断層

は認められないこと，③男島付近では変位地形・リニアメントは認

められるが，後期更新世以降の断層活動はないこと，④古浦沖以西

の音波探査結果によると断層・褶曲は認められないこと，⑤海底面

調査結果によると古浦沖から女島西方に至る海岸部では断層は認め

られないこと，⑥女島付近では変位地形・リニアメントが認められ

ず，地表地質踏査結果においても断層は認められないこと，及び⑦

女島付近の鹿野・中野（1986）に示される伏在断層通過位置付近に

おけるボーリング調査結果によると断層は認められない。 

以上のことから，古浦から女島付近において宍道断層の延長部に

対応する断層は認められないが，陸海境界の調査結果の不確かさを

考慮し，宍道断層について震源として考慮する活断層の西端を，ボ

ーリング調査等により精度や信頼性のより高い調査結果が得られて

いる女島とする。 

一方，東方の上本庄町周辺において活断層が推定されるが，枕木

山東方において後期更新世以降の活動を示唆する断層は認められず，

長海町周辺においても，第四系に断層活動を示唆する顕著な変位や

変形は認められない。また，中海北部の手角町の沖合いにおいて，

中部～上部更新統及び完新統に断層活動を示唆する変位や変形は認

められない。 

美保関町下宇部尾の下宇部尾北トレンチにおいて後期更新世以降

の活動を完全には否定できないが，①変動地形学的調査結果による

と下宇部尾東以東では，鞍部，高度不連続，谷や尾根の屈曲等が断

続し，不鮮明であることから，断層活動性が低下していること，②
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下宇部尾東では，ボーリング調査及び約 70m の幅広なはぎとり調査

の結果，変位地形・リニアメント，中田ほか（2008）の活断層（や

や位置不明確）及び今泉ほか編（2018）の活断層に対応する断層は

認められないこと，③その東方の美保関町森山では，トレンチ調査

等の結果，後期更新世以降の断層活動は認められないこと，④森山

から美保関において断層が確認され，年代指標となる上載地層がな

いことから後期更新世以降の断層活動を完全には否定できないもの

の，断層性状等から最近の断層活動は示唆されないこと，⑤美保湾

では，美保関町沿岸域付近の陸海境界において十分な調査が実施で

きないものの，美保関港内に進入する音波探査の結果，後期更新世

以降の断層活動は認められないこと，及び⑥更に東方の美保関町東

方沖合いでは，島根半島の東方延長部を南北に横断し，かつ稠密な

測線間隔による浅部から深部の地質構造を調査した音波探査の結果，

後期更新世以降の断層活動は認められない。 

以上のことから，下宇部尾東において幅広なはぎ取り調査等の結

果，宍道断層に対応する断層は認められず，更に東方の森山におけ

るトレンチ調査等の結果， 後期更新世以降の断層活動は認められな

いが，森山から美保関において一部の断層を除いて上載地層がなく，

後期更新世以降の断層活動が完全に否定できなかったこと及び陸海

境界付近の調査結果の不確かさを考慮し，宍道断層について震源と

して考慮する活断層の東端を，音波探査により精度や信頼性のより

高い調査結果が得られており，かつ地震調査研究推進本部（2016）

の活断層の可能性のある構造として指摘されている明瞭な重力異常

が認められない美保関町東方沖合いの少なくともＢ１層に変位や変

形は及んでおらず，後期更新世以降の断層活動は認められない測線

（No.3.5）とする。 

したがって，震源として考慮する宍道断層の長さとして，女島か

ら美保関町東方沖合いまでの約 39km を評価する。 
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宍道断層とその東方の鳥取沖西部断層の間については，島根半島

の東方延長部を南北に横断し，かつ稠密な測線間隔による音波探査

を実施した結果，後期更新世以降の断層活動は認められず，断層間

に雁行等の非単調な構造も確認されない。宍道断層と鳥取沖西部断

層の間の詳細な地質構造を確認するため，美保湾及び美保関町東方

沖合いのＢ２層上面等深線図及びＤ２層上面等深線図を作成し，断層

分布との関係を確認した（第 3.3－103 図及び第 3.3－104 図）。Ｂ２

層上面等深線図によると，断層間には，断層に沿う変形，高まり又

は溝等の後期更新世以降の断層活動を示唆する構造は認められない。

Ｄ２層上面等深線図によると，断層間には，Ｄ２層の高まりとその高

まりの南縁に後期更新世以降の活動は認められない断層が分布し，

これらの構造を横断する断層は確認されない。また，島根半島の東

方延長部を南北に横断するエアガン・マルチチャンネル方式による

音波探査結果を用いて速度構造断面図を作成した結果，Ｄ２層の高

まりにおいて断層活動を示唆する速度構造の不連続は認められない

（第 3.3－105 図）。さらに，宍道断層で認められる明瞭な重力異常

は，鳥取沖西部断層へ連続しない。 

以上のことから，宍道断層と鳥取沖西部断層は連動しないと評価

する。 

ｂ．古殿[北][南]断層 

(a) 文献調査結果 

橋本ほか（1980）は，松江市鹿島町北
きた

講
こう

武
ぶ

から鹿島町上
かみ

講
こう

武
ぶ

に至

る延長 3.5 ㎞間及び延長 0.7 ㎞間に東西方向の準確実活断層を２条

記載し，古殿断層と呼び，谷や尾根の右横ずれ・北側隆起と左横ず

れ・南側隆起の断層地形があり，その間の約 400m が地溝状を示すと

している。 

活断層研究会編（1980，1991）は，橋本ほか（1980）とほぼ同じ

位置に，長さ 3.5 ㎞及び 0.7 ㎞の古殿[北]断層及び古殿[南]断層を
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記載し，いずれも確実度Ⅱ，活動度Ｃとしている。このうち，古殿[北]

断層が北側隆起・右横ずれの断層変位としているのに対し，古殿[南]

断層については，活断層研究会編（1980）は南側隆起・左横ずれ，

活断層研究会編（1991）は南側隆起・右横ずれとしている。 

鹿野・吉田（1985）は，２本のリニアメントを古殿北及び古殿南

リニアメントと呼び，これらに挟まれた地溝状の部分に著しく風化

したドレライトの貫入岩体が分布しているとし，変位地形とみなせ

るものがないことから，組織地形によるものとしている。 

今泉ほか編（2018）は，活断層研究会編（1991）の古殿[北][南]

断層とほぼ同じ位置に，長さ 2.0km の推定活断層を記載している。 

佃ほか（1985），中田ほか（2002）及び中田ほか（2008）には，同

位置に活断層あるいは推定活断層は示されていない。 

(b) 地形調査結果 

古殿[北][南]断層周辺の地形調査結果を第3.3－106図に示す。 

鹿島町旦
だん

過
か

から鹿島町古殿に至る間に，鞍部列から成る変位地

形・リニアメントが判読され，鹿島町古殿から鹿島町山
やま

奥
おく

に至る間

に，谷や尾根の左屈曲，鞍部等から成る変位地形・リニアメントが

判読される。 

(c) 地表地質踏査結果 

古殿[北][南]断層周辺の地質図及び地質断面図を第 3.3－107 図

に示す。 

古殿[北][南]断層沿いには，主に新第三系中新統の成相寺層の泥

岩，流紋岩質火砕岩，デイサイト～安山岩質火砕岩及び貫入岩であ

るドレライトが分布する。これらの地層は全体に東西方向の走向で

北傾斜の同斜構造を示し，ドレライトも周囲の地層に調和的な岩床

状の貫入岩体として分布する。ドレライトは著しく風化し，成相寺

層の泥岩や流紋岩質火砕岩に比べ軟質化している。 

鹿島町上講武清
し

水
みず

における変位地形・リニアメント直下において
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ピット調査（Ｌｏｃ．Ｆ－１）を実施した結果，成相寺層の凝灰岩，

泥岩及び貫入岩のドレライトが分布しており，断層は認められない

（第 3.3－108 図）。 

(d) 総合評価 

地表地質踏査等の結果によると，変位地形・リニアメントの付近

に分布する地層は同斜構造を示し，断層は認められない。また，変

位地形・リニアメントはドレライトと成相寺層の貫入境界とほぼ一

致する。 

以上のことから，古殿[北][南]断層にほぼ対応する変位地形・リ

ニアメントは，岩相差を反映した組織地形であると評価する。 

ｃ．山中付近断層 

(a) 文献調査結果 

橋本ほか（1980）は，松江市秋鹿
あ い か

町六坊
むつぼう

から松江市西谷
にしたに

町牛切に

至る延長 3.5km 間に西北西－東南東方向の推定活断層を記載し，山

中断層と呼び，さらにこの東南東に延長 2.7km 間に東西ないし東北

東－西南西方向の推定活断層を記載し，荘
しょう

断層と呼び，いずれも北

側隆起としている。 

活断層研究会編（1980，1991）は，橋本ほか（1980）と同位置に，

長さ 3.5km の山中付近断層を記載し確実度Ⅲ，活動度Ｃとし，この

東南東に別の確実度Ⅲの活断層を示している。 

鹿野・中野（1986）は，リニアメントに沿って，地形的に鞍部が

連続し山地高度にも南が低いという不連続が認められ，その一部は

地質断層と一致するとしているが，地質断層と一致する所で確実に

変位地形といえるものはなく，山地高度の不連続の原因として，北

側に主として分布する成相寺層の流紋岩・安山岩と南側に分布する

成相寺層等の堆積岩との浸食に対する抵抗の差が考えられるとして

いる。 

佃ほか（1985），今泉ほか編（2018）及び中田ほか（2008）は，同
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位置に活断層あるいは推定活断層を示していない。 

(b) 地形調査結果 

山中付近断層周辺の地形調査結果を第3.3－109図に示す。 

秋鹿町山中から西谷町牛切にかけて，溝状地，鞍部，傾斜変換線

等から成るＤランクの変位地形・リニアメントが判読されるが，河

谷と尾根の屈曲は認められない。 

これらの変位地形・リニアメントは，活断層研究会編（1980，1991）

の山中付近断層とこの東南東に位置する別の確実度Ⅲの活断層にほ

ぼ対応している。変位地形・リニアメントの北側は，南側に比べ山

地高度が高い。これらの地形要素は一部で断続し，不鮮明である。 

(c) 地表地質踏査結果 

山中付近断層周辺の地質図及び地質断面図を第 3.3－110 図に示

す。 

変位地形・リニアメント沿いには，新第三系中新統の成相寺層，

牛切層及び貫入岩が分布する。成相寺層は本断層の南北に分布し，

変位地形・リニアメントの北側では主に流紋岩質火砕岩，デイサイ

ト～安山岩質火砕岩が分布し，変位地形・リニアメントの南側では

主に泥岩が分布する。牛切層は砂岩・礫岩，泥岩及び砂岩・泥岩互

層から成る。貫入岩は安山岩から成る。 

松江市西長江
に し な が え

町上組
かみぐみ

において，成相寺層と牛切層が東西方向の軸

を持つ緩やかな褶曲構造を示し，変位地形・リニアメントは北側の

成相寺層のデイサイト～安山岩質火砕岩と南側の成相寺層の泥岩と

の境界，又は北側の成相寺層の泥岩と南側の牛切層の砂岩・泥岩互

層との境界付近に位置する。 

秋鹿町山中において，成相寺層の泥岩が変位地形・リニアメント

近傍で急傾斜を示すものの，変位地形・リニアメント位置（Ｌｏｃ．

ＹＭ－１及びＬｏｃ．ＹＭ－２）では北側に成相寺層のホルンフェ

ルス化した泥岩が，南側には安山岩（貫入岩）が広く分布しており，  
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断層は認められない（第 3.3－111 図及び第 3.3－112 図）。安山岩

（貫入岩）は高標高部では赤色風化が著しく，成相寺層のホルンフ

ェルス化した泥岩に比べ軟質である。 

(d) 総合評価 

山中付近断層等にほぼ対応する変位地形・リニアメントは，西部

では成相寺層のホルンフェルス化した泥岩と風化の著しい安山岩

（貫入岩）との地質境界に，東部では成相寺層のデイサイト～安山

岩質火砕岩と成相寺層の泥岩との地質境界，又は成相寺層の泥岩と

牛切層の砂岩・泥岩互層との地質境界に概ね一致する。 

以上のことから，山中付近断層等にほぼ対応する変位地形・リニ

アメントは，岩質の差を反映した組織地形であると評価する。 
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礫，砂，シルト～粘土

デイサイト質溶岩

第3.2－1表　敷地周辺陸域の地質層序表

中新世
新生代新第三紀

新

世

四

後

中
期

紀

ドレライト，玄武岩，安山岩，石英斑岩，花崗斑岩

中
生
代

白
亜
紀

白亜紀後期火山岩類 流紋岩質-デイサイト質火砕岩，流紋岩溶岩

中生代白亜紀

中生代白亜紀

貫入岩類

ホルンフェルス上意東及び鳥屋郷変成岩

古
第
三
紀

花崗岩類 花崗岩，花崗閃緑岩

期 古浦層 波多層 安山岩質火砕岩，安山岩溶岩，デイサイト質火砕岩
泥岩，砂岩，礫岩，火山円礫岩，流紋岩質火砕岩，
デイサイト質火砕岩，安山岩質火砕岩，安山岩溶岩代

　

新

第

三

紀

世 安山岩溶岩，デイサイト質火砕岩

泥岩，流紋岩溶岩,流紋岩質火砕岩，
デイサイト質火砕岩，安山岩質火砕岩

期 安山岩質火砕岩，安山岩溶岩

成相寺層
久利層

泥岩，流紋岩質火砕岩，流紋岩溶岩

前 砂岩，礫岩，
川合層

砂岩，シルト岩，礫岩

牛切層
砂岩・泥岩互層，礫岩， 安山岩溶岩，砂岩，礫岩，

デイサイト溶岩
大森層

安山岩溶岩

生
中

松江層

期

玄武岩質火砕岩，シルト岩

中
古江層 布志名層 泥岩，シルト岩

礫，砂，

期 シルト
地堆積物

～粘土
大根島玄武岩 玄武岩溶岩

低位面段丘堆積物 礫，砂，シルト～粘土
新 後

中位面段丘堆積物 礫，砂，シルト～粘土更 古期扇状

第

礫，砂，シルト～粘土

砂丘堆積物 砂

地　　層　　名

完
新
世

沖積低地堆積物

主　な　岩　相 ・ 層　相地域

地質 島根半島主部，大社山塊
宍道湖南方地域

島根半島主部，大社山塊
宍道湖南方地域

時代 及び宍道湖・中海低地帯 及び宍道湖・中海低地帯

不整合

新

：

前
期 野呂玄武岩 玄武岩溶岩

鮮新世

和久羅山安山岩

砂岩，玄武岩溶岩，

和久羅山デイサイト質溶岩

高位面段丘堆積物

関係不明

地層欠如：

：

整合

：

：

指交関係
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完新世

古浦沖宍道湖中海

水域の地質陸域の地質

島根半島主部，大社山塊
及び宍道湖・中海低地帯

宍道湖南方地域

沖積低地堆積物

砂丘堆積物

ⅠＫ

ⅡＫ
ⅠＳⅠＮ

ⅢＫ

ⅡＳ
古期扇状
地堆積物

更
　
新
　
世

低位面段丘堆積物

大根島玄武岩

高位面段丘堆積物

後
　
期

中
　
期

前
　
期

第
　
四
　
紀

新
　
第
　
三
　
紀

新
　
生
　
代

野呂玄武岩

和久羅山安山岩

松江層

古江層

牛切層

成相寺層

古浦層

鮮新世

後
　
期

中
　
期

前
　
期

中
　
新
　
世

布志名層 ⅣＮ ⅣＳ

大森層 ⅤＮ ⅤＳ

第3.2－2表　敷地周辺陸域の地層対比表

新第三紀中新世

貫入岩類 ⅧＮ ⅧＳ

波多層

ⅥＮ ⅥＳ Ｄ２

第四紀更新世
～

ⅢＮ ⅢＳ

久利層

川合層

中位面段丘堆積物

ⅡＮ

ⅦＮ

：整合

：不整合

：指交関係

：関係不明

：地層欠如

地域

地質時代

和久羅山デイサイト質溶岩
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ランク  

山地・丘陵内 段丘面，扇状地等の地形面 

崖・鞍部等 尾根・水系の屈曲 崖・溝状凹地・撓み・傾斜面 段丘崖や旧流路等の屈曲 

Ａ 

・鮮明な崖，鞍部等が長く，連続の良い配列をな

し，山地高度・丘陵高度に一様な高度差が認め

られるもの。そして，延長上至近距離あるいは

リニアメントを横切る谷に沿って分布する扇状

地や段丘に明瞭な崖等や高度不連続があるも

の。 

・さまざまな規模の尾根・水系が長い区間で連続

性がよく，同方向に屈曲し，形態が鮮明であり，

かつ， 

(1)水系の規模と屈曲量との相関がみられるも

の。 

あるいは， 

(2)隣接して閉塞丘，風隙等の特異な地形のいず

れかが認められるもの。 

・かつて一連であったことが明瞭な段丘面等の上

にみられる鮮明な崖，溝状凹地，撓み，急傾斜

面等の連続性が良く，長く配列をなし，  

(1)時代の異なる複数の地形面に連続し，古い地

形面ほど比高，撓み量，傾斜等が大きいもの。 

あるいは， 

(2)地形面の傾斜方向とは逆向きの崖からなる

もの。 

あるいは， 

(3)山地・丘陵内の崖等に連続するもの。 

・段丘崖，旧流路等に累積的な同方向の屈曲がみ

られ， 

(1)山地，丘陵内の屈曲，崖等の延長上至近距離

にあるもの。 

あるいは， 

(2)段丘面，扇状地の崖・溝状地などと連続する

もの。 

Ｂ 

・崖，鞍部等が長く，連続の良い配列をなし，山

地高度・丘陵高度に一様な高度差が認められ，

かつ， 

(1)地形形態は鮮明であるが，新期の地形面の変

位が不確実なもの。 

あるいは， 

(2)地形形態はやや不鮮明であるが，延長上ある

いはリニアメントを横切る谷に沿って分布

する扇状地や段丘に崖等があったり，高度不

連続が推定されるもの。 

・さまざまな規模の尾根・水系が同方向に屈曲し，

形態が鮮明であり，かつ， 

(1)屈曲が長い区間で連続的にみられるが，水系

の規模と屈曲量との相関があまり良くない

もの。 

あるいは， 

(2)屈曲のみられる区間は短いが，水系の規模と

屈曲量との相関が認められるもの。 

あるいは， 

(3)屈曲のみられる区間は短いが，隣接して閉塞

丘，風隙等の特異な地形のいずれかが認めら

れるもの。 

・かつて一連であったと推定される段丘面等の上

にみられる崖，溝状凹地，撓み，急傾斜面等の

連続性が良く，長く配列をなし， 

(1)時代の異なる複数の地形面に連続し，古い地

形面で比高，撓み量，傾斜等が大きいもの。 

あるいは， 

(2)地形面の傾斜方向とは逆向きの崖からなる

もの。 

あるいは， 

(3)山地・丘陵内の崖等に連続するもの。 

・段丘崖，旧流路等に同方向の屈曲がみられ， 

(1)山地，丘陵内の屈曲，崖等の延長上至近距離

にあるもの。 

あるいは， 

(2)段丘面，扇状地の崖・溝状地などと連続する

もの。 

Ｃ 

・崖，鞍部等が配列をなし，山地高度・丘陵高度

に一様な高度差があるが， 

(1)長い区間でみられるが，地形形態が不鮮明な

もの。 

あるいは， 

(2)短いが地形形態が鮮明なもの。 

・尾根・水系が同方向に屈曲するもので， 

(1)長い区間でみられるが，一部で鮮明さに欠

け，水系の規模と屈曲量との相関が認められ

ないもの。 

あるいは， 

(2)短いが屈曲は鮮明あるいは屈曲量の相関が

あるもの。 

・かつて一連であったかどうか不明な段丘面等の

上にみられる崖，溝状凹地，撓み，急傾斜面等

が連続的な配列をなし， 

(1)長いが，一部で不鮮明となるもの。 

あるいは， 

(2)鮮明だが，短く一部で不連続となるもの。 

・段丘崖，旧流路等に同方向の屈曲がみられ， 

(1)屈曲は一部で不鮮明だが，長く連続の良いも

の。 

あるいは， 

(2)短く一部で不連続だが，屈曲が鮮明なもの。 

Ｄ 

・崖，鞍部等が配列するが，山地高度・丘陵高度

に高度差はみられるが局地的で， 

(1)長いが不鮮明なもの。 

あるいは， 

(2)やや鮮明であるが短いもの。 

・尾根・水系が部分的に屈曲しているが水系の規

模と屈曲量との相関はなく， 

(1)屈曲はやや鮮明であるが短いもの。 

あるいは， 

(2)屈曲のみられる区間は長いが，不鮮明である 

もの。 

・段丘面等の上に崖，溝状凹地，撓み，急斜面等

が配列し， 

(1)短いもの。 

あるいは， 

(2)断続するもの。 

・段丘崖，旧流路等に同方向の屈曲がみられ， 

(1)短いもの。 

あるいは， 

(2)断続するもの。 

第 3.2－3表 変位地形・リニアメント判読基準 
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縦ずれ低下側(m) 横ずれ(m)

11 古浦－尾坂 Ａ,Ｂ Ｅ－Ｗ 3.6

急斜面
屈曲，孤立丘

山地斜面
尾根，谷

Ｎ
Ｒ

活断層研究会編(1991)の古浦東方断
層（確実度Ⅱ）に対応
今泉ほか編(2018)の宍道（鹿島）断
層帯（活断層）に対応

南講武－枕木
Ａ,Ｂ

（Ｃ,Ｄ）
Ｅ－Ｗ 9.0

急斜面
屈曲，鞍部
低崖

山地斜面
尾根，谷
沖積面

Ｓ

Ｎ
Ｒ

上本庄 Ｂ,Ｃ ＮＥ－ＳＷ 2.1

崖，逆向き崖 谷
Ｈ３段丘
Ｈ３段丘/Ｍｆ段丘
丘陵斜面

ＮＷ
ＳＥ
Ｓ

－－－－

33 長海－手角 Ｂ,Ｄ Ｅ－Ｗ 3.1
急斜面，鞍部
低崖
屈曲

山麓線
沖積面
尾根，谷

Ｓ
Ｓ

Ｒ

今泉ほか編(2018)の宍道（鹿島）断
層帯（活断層）に対応

44 枕木山東
Ｂ,Ｄ
(Ｃ)

ＮＥ－ＳＷ 3.6
直線状の谷，鞍部
屈曲，鞍部

山地斜面
尾根，谷

ＳＥ(200)
Ｒ

活断層研究会編(1991)の枕木山東断
層（確実度Ⅲ）に対応

55 下宇部尾－森山
Ｄ

（Ｂ,Ｃ）
ＥＮＥ－ＷＳＷ 3.9

鞍部
傾斜変換線
屈曲

山地斜面

尾根，谷
－－－－ Ｒ(50)

活断層研究会編(1991)の森山断層
（確実度Ⅲ）に対応
今泉ほか編(2018)の宍道（鹿島）断
層帯（活断層）に対応

66 男島 Ｃ ＷＮＷ－ＥＳＥ 0.6 屈曲 尾根，谷 －－－－ Ｌ －－－－

77 高尾山南限 Ｃ,Ｄ Ｅ－Ｗ 4.2
高度不連続
鞍部
屈曲

丘陵斜面

尾根，谷

Ｓ

Ｒ(50-100）

今泉ほか編(2018)の宍道（鹿島）断
層帯（活断層）に対応

88 高尾山 Ｄ Ｅ－Ｗ 2.1
鞍部
高度不連続 山地斜面 Ｓ

－－－－
活断層研究会編(1991)の高尾山断層
（確実度Ⅲ）に対応

99 法田 Ｄ ＮＥ－ＳＷ 1.8
高度不連続
急斜面，三角末端面，鞍部

山地斜面 Ｓ
－－－－

活断層研究会編(1991)の法田断層
（確実度Ⅲ）に対応

1100 Ｃ ＷＮＷ－ＥＳＥ 2.4
鞍部，急斜面，傾斜変換線
屈曲，溝状地

山地斜面
尾根，谷

Ｓ
Ｌ

活断層研究会編(1991)の古殿[北]断
層（確実度Ⅱ）に対応
今泉ほか編(2018)の宍道（鹿島）断
層帯（推定活断層）に対応

1111 Ｄ ＮＷ－ＳＥ 1.8
直線状の谷，逆向き崖
鞍部，傾斜変換線
屈曲

山地斜面

尾根，谷

ＮＥ

Ｒ

活断層研究会編(1991)の垣の内北側
断層（確実度Ⅱ）に対応

1122 Ｄ
ＮＷ－ＳＥ

ＥＮＥ－ＷＳＷ
5.3

高度不連続，鞍部，溝状地
急斜面，傾斜変換線

山地斜面 Ｓ －－－－
活断層研究会編(1991)の山中付近断
層（確実度Ⅲ）に対応

1133 Ｃ,Ｄ ＥＮＥ－ＷＳＷ 5.0
屈曲
急斜面，鞍部
撓み

尾根，谷
山地斜面
Ｌｆ１段丘

Ｎ(20～60)
Ｎ(5以下）

Ｒ 活断層研究会編(1991)の確実度Ⅲに
対応

1144 Ｄ ＮＮＥ－ＳＳＷ 3.0 急斜面，鞍部，逆向き崖 山地斜面 　　－－－－ －－－－
活断層研究会編(1991)の確実度Ⅲに
対応

1155 Ｃ,Ｄ
ＷＮＷ－ＥＳＥ

ＥＮＥ－ＷＳＷ
8.5

三角末端面
鞍部，高度不連続
逆向き崖，傾斜変換線

山地斜面 Ｓ(150～200)
－－－－

活断層研究会編(1991)の万田付近断
層（確実度Ⅱ）に対応

地形形態
長さ
（km）

万田付近

22

宍道

変位地形・リニアメントの名称・番号

第3.2－4表(1)　変位地形・リニアメント一覧表（その１）

走向
変位方向・量

基準地形

大船山東

垣の内北側

山中付近

田の戸

古殿

活断層研究会編(1991)及び
今泉ほか編(2018)との対応

変位地形・リニアメント判読内容

ランク

活断層研究会編(1991)宍道断層
[北][南]（確実度Ⅰ，Ⅱ）に対応
今泉ほか編(2018)の宍道（鹿島）断
層帯（活断層）に対応
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縦ずれ低下側(ｍ) 横ずれ(ｍ)

1166
Ａ,Ｂ
（Ｃ)

ＥＮＥ－ＷＳＷ

ＷＮＷ－ＥＳＥ
11.0

崖，傾斜変換線，急斜面
低崖，撓み

低崖
低崖
屈曲

山地斜面
Ｈ３段丘
Ｍｍ段丘
沖積面
扇状地
Ｍｍ段丘，尾根，谷

Ｓ(200-400)
Ｓ(25)
Ｓ(10-15)
Ｓ(5以下)
Ｓ(5以下)

Ｒ(20±)

活断層研究会編(1991)の矢尾町付近
断層（確実度Ⅲ）に対応
今泉ほか編(2018)の推定活断層に対
応

1177 Ｄ ＥＮＥ－ＷＳＷ 9.9 溝状地，急斜面，鞍部 丘陵/山地
Ｎ(50～100)
Ｓ(30～40)

－－－－
活断層研究会編(1991)の確実度Ⅲに
対応

1188 Ｃ ＷＮＷ－ＥＳＥ 4.2
屈曲
急斜面

尾根，谷
山地斜面 Ｎ(40～100)

Ｌ
－－－－

1199 Ｃ（Ｄ） Ｅ－Ｗ 6.2
直線状の谷，鞍部
屈曲

山地斜面
尾根，谷

－－－－
Ｒ(20～100)
Ｒ(100～200)

－－－－

2200 Ｄ ＮＥ－ＳＷ 18.8
急斜面，傾斜変換線，
直線状の谷，鞍部
逆向き低崖

山地斜面

尾根

ＮＷ

Ｓ
－－－－

活断層研究会編(1991)の木次南断層
（確実度Ⅲ）に対応

2211 Ｃ Ｅ－Ｗ 2.8
三角末端面，高度不連続，
鞍部

山地斜面 Ｓ(40～70) －－－－
活断層研究会編(1991)の半場－石原
断層（確実度Ⅲ）に対応

2222 Ｃ,Ｄ ＥＮＥ－ＷＳＷ 8.1
屈曲
直線状の谷，鞍部

尾根，谷
山地斜面 Ｎ(50)

Ｒ 今泉ほか編(2018)の布部断層帯（活
断層・推定活断層）に対応

2233 Ｄ ＮＥ－ＳＷ 1.8 鞍部 山地斜面 －－－－ －－－－
活断層研究会編(1991)の確実度Ⅲに
対応

2244 Ｄ ＮＷ－ＳＥ 1.1 鞍部，逆向き崖 山地斜面 ＳＷ(10～20) －－－－
活断層研究会編(1991)の確実度Ⅲに
対応

2255 Ｄ ＥＮＥ－ＷＳＷ 1.7 高度不連続，鞍部 山地斜面 Ｎ(60～70) －－－－
活断層研究会編(1991)の確実度Ⅲに
対応

2266 Ｄ ＮＷ－ＳＥ 1.8 高度不連続，鞍部 山地斜面 ＳＷ(50) －－－－
活断層研究会編(1991)の確実度Ⅲに
対応

大社衝上（大社－国富）

変位方向・量

大井

基準地形

東忌部

柳井

半場－石原

布部

木次南

仏経山北

走向

山王寺

変位地形・リニアメントの名称・番号

東来侍－新田畑

変位地形・リニアメント判読内容

第3.2－4表(2)　変位地形・リニアメント一覧表（その２）

三刀屋北

活断層研究会編(1991)及び
今泉ほか編(2018)との対応ランク 地形形態

長さ
（km）
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第 3.2－5表 敷地前面海域の地層区分 
 

地層名 地層境界及び堆積構造 

記録パターンの特徴 
水中放電シングルチャンネル 

ジオパルス及びブーマー・マルチチャンネル 

ウォーターガン・マルチチャンネル 

エアガン・マルチチャンネル 

推定される岩相 分 布 範 囲 

Ａ層 

下位層上面の浸食面を不整合に覆う。 一般に海底面にほぼ平行な成層パターンを，一

部で散乱パターン，一部で海底面に斜交するパ

ターンを示す。 

未固結の泥，砂，礫等から成る堆積物 陸域近傍及び敷地前面海域の北西部の

大陸棚外縁～大陸縁辺台地を除いたほ

とんどの海域に薄く堆積している。 

Ｂ 

層 

東
部
海
域 

Ｂ１Ｅ 

下位層上面の浸食面を不整合に覆い，下位

層上面が起伏面の場合は，部分的にオンラ

ップ状の不整合関係を示す。 

連続性に乏しい波状パターン，ほぼ水平な成層

パターン又は一部でプログラデーションパター

ンを示す。 

未固結～半固結の泥，砂及びこれらの

互層から成り，部分的に砂礫層を挟む。 

敷地前面海域の東部の大陸棚等に広く

分布している。 

Ｂ１Ｅ層は，最終氷期最寒冷期の陸化に

伴う削剥により分布が一部欠如してい

る。 Ｂ２Ｅ 

下位層上面の浸食面を不整合に覆い，下位

層上面が起伏面の場合は，部分的にオンラ

ップ状の不整合関係を示す。 

ほぼ水平かやや傾斜する成層パターンを示す。 

北
西
部
海
域 

Ｂ１Ｗ 

下位層上面をオンラップ状の不整合で覆

う。 

 

連続性の良い層理パターンを示し，ほぼ水平か

やや傾斜する成層パターンを示す。 

未固結～半固結の泥，砂及びこれらの

互層から成り，部分的に砂礫層を挟む。 

敷地前面海域の北西部の大陸棚外縁～

大陸縁辺台地に広く分布している。 

Ｂ１Ｗ層は，最終氷期最寒冷期の陸化に

伴う削剥により分布が一部欠如してい

る。 Ｂ２Ｗ 

下位層上面を不整合に覆う。 

層内の一部に軽微な不整合面が見られる

が，連続性は乏しい。 

連続性の良い層理パターン又は顕著なプログラ

デーションパターンを示す。 

 

Ｂ３Ｗ 

下位層上面を不整合に覆う。 

 

 

ほぼ水平かやや傾斜する成層パターンを示す。 

そ
の
他
の
海
域 

ＢＸ 

下位層上面を不整合に覆う。 

 

 

 

 

 

連続性に乏しい波状パターンを示す。 未固結～半固結の泥，砂及びこれらの

互層から成り，部分的に砂礫層を挟む。 

敷地前面海域の東部及び北西部以外の

海域に小範囲に分布している。 

 

Ｃ層 

下位層上面の浸食面を不整合に覆い，下位

層上面が起伏面の場合は，部分的にオンラ

ップ状の不整合で覆う。 

一般に極めて緩やかに褶曲した波状パターン又

は連続性に乏しい成層パターンを，一部で成層

パターンを示す。 

固結した泥岩，砂岩及びこれらの互層

から成り，部分的に礫岩層を挟む。 

敷地前面海域の東部，北西部，西部の

中央部及び日御碕西方に広く分布し，

大部分が上位層に覆われている。 

Ｄ 

層 

Ｄ１ 

起伏する下位層上面をオンラップ状の不

整合で覆う。 

 

褶曲した成層パターンを示す。 固結した泥岩，砂岩及びこれらの互層

から成り，部分的に礫岩層を挟む。 

敷地前面海域の中央部沖合及び島根半

島沿岸の海域に分布し，大部分が上位

層に覆われている。 

Ｄ２ 

音響基盤 

 

 

連続性に乏しく褶曲した成層パターン又は無層

理パターンを示す。 

堅硬な泥岩，砂岩及びこれらの互層か

ら成り，しばしば礫岩及び火山砕屑岩

を挟む。 

Ｖ層 

Ｄ層又は一部でＣ層及びＢ層に貫入し，岩

床状又は岩脈状を呈する。 

 

無層理パターンを示す。 火山岩・貫入岩 敷地前面海域中央沿岸部及び隠岐諸島

南方沖等の小範囲に分布し，大部分が

上位層に覆われている。 
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表
　
陸
域
と
海
域
の
地
層
対
比
表

陸
域
の
地
質

敷
地
周
辺

中
海

宍
道
湖

古
浦

沖
敷

地
周

辺
鳥

取
沖

隠
岐

海
峡

大
社

日
御

碕
美

保
関

Ｂ
２
Ｗ

Ｂ
２

Ｂ
３

Ｂ
３
Ｗ

Ｂ
４

Ⅴ
Ｔ
,
Ⅵ

Ｔ
Ⅴ

Ｈ
,
Ⅵ

Ｈ

前
期

前
期

Ｈ
m
１

Ⅲ
Ｎ

Ⅲ
Ｓ

Ⅳ
Ｎ

Ⅳ
Ｓ

Ⅴ
Ｎ

Ⅴ
Ｓ

大
根
島
玄
武
岩

Ⅶ
Ｎ

：
整

合

：
不

整
合

Ｖ

調
査
区
域

海
　

　
　

　
　

域
調

査
区

域

敷
地

前
面

大
田

沖
＊
1

鳥
取

沖
＊
２

玉
木

ほ
か

   
 (1

98
2)

＊
3
,＊

4
水

路
部

(1
99

3a
)＊

4

文
献
名

中
国
電
力
㈱

中
国

電
力

㈱
中

国
電

力
㈱

中
国
電
力
㈱

中
国

電
力

㈱
中

国
電

力
㈱

中
国

電
力

㈱
山

本
ほ
か

(1
98

9)
＊
4

水
路

部

(1
99

1b
)＊

4

水
路

部

(1
99

2a
)＊

4

文
献

名

地
質
時
代

地
質

時
代

第 　 　 四 　 　 紀

完
新
世

沖
積
低
地
堆
積
物

砂
丘
堆
積
物

Ⅰ
Ｎ

Ⅰ
Ｓ

Ⅰ
Ｈ

Ⅰ
Ｍ

完
新

世

第 　 　 四 　 　 紀

Ⅱ
Ｍ

後
期

更 新 世
中

期

Ⅲ
Ｍ

鮮
新

世

Ⅰ
Ｔ

Ｐ

Ⅰ
Ｋ

Ⅱ
Ｋ

Ａ
Ａ

Ａ

Ｔ
t
２

Ｂ

Ⅶ
Ｔ

Ｑ
１

Ⅱ
Ｎ

Ⅱ
Ｓ

Ⅲ
Ｋ

Ｂ
１
Ｅ

Ｂ
１
Ｗ

Ｂ
Ｘ

Ⅱ
Ｈ
,
Ⅲ

Ｈ
,
Ⅳ

Ｈ

Ｑ
２

Ⅷ
Ｈ

Ｂ
Ｂ

Ｘ
Ｂ

Ｂ
１

Ｄ
１

Ｃ
新 　 　 第 　 　 三 　 　 紀

鮮
新
世

Ｄ

Ｄ
１

中
新
世

松
江
層

古
江
層

牛
切
層

成
相
寺
層

古
浦
層

Ｄ

Ｄ
１

更 新 世

後
期

段
丘
堆
積
物

Ｄ
２

Ｄ
２

Ｃ

Ｂ
２
Ｅ

中
期

新 　 　 第 　 　 三 　 　 紀

Ｈ
m
２

a
,
b

Ⅷ
Ｔ

Ｍ
１

Ⅶ
Ｈ

Ｔ
t
１

香
住

沖
層

(
Ｋ

a
)

音
響

基
盤

(
Ａ

t
)

Ｍ
２

Ⅹ
Ｔ

火
山
岩
・
貫
入
岩

中
新

世
Ⅸ

Ｔ
Ⅳ

Ｍ
Ⅸ

Ｈ

Ⅵ
Ｎ

Ⅵ
Ｓ

Ⅴ
Ｍ

中
国
電
力
㈱

Ｑ Ｔ

Ｄ
２

Ｃ

Ⅱ
Ｔ
,
Ⅲ

Ｔ
,
Ⅳ

Ｔ

Ｄ
２

Ｄ

火
山

岩
・

貫
入

岩
和
久
羅
山
安
山
岩

新
第
三
紀
貫
入
岩
類

Ⅷ
Ｎ

Ⅷ
Ｓ

Ⅹ
Ｈ

＊
1
：
島
根
県
中
部
沖
の
海
域
を
示
す
。

＊
2
：
兵
庫
県
新
温
泉
町
沖
か
ら
島
根
県
松
江
市
美
保
関
町
東
方
沖
に
か
け
て
の
海
域
を
示
す
。

＊
3
：
玉

木
ほ
か
(1
9
8
2
)の

地
質

時
代

は
，
山

本
ほ
か
(1
9
89
)を

参
照

し
た
。

＊
4
：
整
合
・
不
整
合
関
係
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
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表
 
敷
地
前
面
海
域
の
断
層
一
覧
表
 

断
層
名

 
項

 目
 

Ｆ
－
Ⅰ

 
Ｆ
－
Ⅱ

 
Ｆ
－
Ⅲ

 
Ｆ
－
Ⅳ

 
Ｆ
－
Ⅴ

 
Ｆ
－
Ⅵ

 
Ｆ
－
①

 
Ｆ
－
②

 

相
対
的
落
下
側

 
Ｓ
Ｓ
Ｅ

 
Ｎ

 
Ｎ

Ｗ
 

Ｎ
 

Ｎ
 

Ｎ
Ｎ
Ｗ

 
Ｎ
Ｗ

 
Ｎ
 

走
 
 
 
 
向

 
Ｅ
Ｎ
Ｅ
－

Ｗ
Ｓ

Ｗ
 

Ｅ
－

Ｗ
 

Ｎ
Ｅ

－
Ｓ

Ｗ
 

Ｅ
－

Ｗ
 

Ｅ
－
Ｗ

 
Ｅ
Ｎ
Ｅ
－

Ｗ
Ｓ

Ｗ
 

Ｎ
Ｅ
－
Ｓ

Ｗ
 

Ｅ
－
Ｗ

 

断 層 運 動 に よ り 

変
位
又
は

 
変
形
し
て

い
る

 
最
上
位
層

 
Ｃ
層
下
部
 

Ｄ
１
層
 

Ｃ
層
 

Ｃ
層
 

Ｃ
層
 

Ｂ
２

Ｅ
層
下
部
 

Ｄ
2
層
下
部
 

Ｄ
2
層
 

変
位

及
び

変
形
 

し
て
い
な

い
地
層

 

Ａ
層
 

Ｂ
１

Ｅ
層
 

Ｂ
２

Ｅ
層
 

Ｃ
層
上
部
 

Ａ
層
 

Ｂ
１
Ｅ
層
 

Ｂ
２
Ｅ
層
 

Ａ
層
 

Ｂ
１
Ｅ
層
 

Ｂ
２
Ｅ
層
 

Ａ
層
 

Ｂ
１
Ｅ
層
 

Ａ
層

 

Ａ
層
 

Ｂ
１

Ｅ
層
 

Ｂ
２

Ｅ
層
上
部
 

Ａ
層
 

Ｂ
１

Ｅ
層
 

Ｄ
2
層
上
部
 

Ａ
層
 

Ｂ
１

Ｅ
層
 

後
期

更
新

世
以

降
の

活

動
を
考
慮
す
る
長
さ

 
－

 
－

 
最
大

 
約

4
.5
km

 
最
大

 
約

2
0.

0k
m 

最
大

 
約

1
7.
5k
m 

－
 

－
 

－
 

連
動
を
考
慮
す
る
長
さ

 
－

 
－

 
最
大
約

4
8
.
0
k
m
 

－
 

－
 

－
 

 
撓
曲
名

 
項

 目
 

Ｆ
－
Ⅶ
 

Ｋ
－
３

 
Ｋ
－
１

 
Ｋ
－
２

 
Ｋ
－
５

 
Ｋ
－
４

 
Ｋ
－
６

 
Ｋ
－
７

 
Ｆ

Ｋ
－
１

 
相
対
的
落
下
側

 
Ｎ

Ｎ
Ｗ

 
Ｎ

Ｎ
Ｗ

 
Ｎ

Ｎ
Ｗ

 
Ｓ
Ｅ

 
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
Ｅ

 
Ｓ
Ｓ
Ｅ

 

走
 
 
 
 
向

 
Ｅ
Ｎ
Ｅ
－

Ｗ
Ｓ

Ｗ
 

Ｅ
Ｎ

Ｅ
－

Ｗ
Ｓ

Ｗ
 

Ｅ
Ｎ

Ｅ
－

Ｗ
Ｓ

Ｗ
 

Ｎ
Ｅ
－
Ｓ

Ｗ
 

Ｅ
－
Ｗ

 
Ｅ
Ｎ
Ｅ
－

Ｗ
Ｓ

Ｗ
 

Ｅ
Ｎ
Ｅ
－

Ｗ
Ｓ

Ｗ
 

断 層 運 動 に よ り 

変
位
又
は

 
変
形
し
て

い
る

 
最
上
位
層

 
Ｂ

２
Ｅ
層
下
部
 

Ｂ
２
Ｗ
層

 
Ｂ

1Ｗ
層
 

Ｂ
２
Ｗ
層

 
Ｃ
層
 

Ｄ
１
層
 

Ｄ
１
層
 

Ｃ
層
 

変
位

及
び

変
形
 

し
て
い
な

い
地
層

 

Ａ
層
 

Ｂ
１

Ｅ
層
 

Ｂ
２

Ｅ
層
上
部
 

(
一
部
Ｂ

Ｘ
層

) 

Ａ
層
 

Ｂ
１
Ｗ
層
 

Ａ
層
 

Ａ
層
 

Ｂ
1Ｗ
層
 

Ａ
層
 

Ｂ
１

Ｅ
層
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第 3.2－8 表 敷地周辺海域の主要断層一覧表 
断層名 

 

項 目 

鳥 取 沖 の 断 層 
大 田 沖 の 

 断 層 

隠 岐 北 西 方 の 

断 層 
見 島 付 近 の 断 層 

見 島 北 方 沖 の 

断 層 

地蔵崎北東沖の 

断層 
ＦＫＯ断層 Ｆ５７断層 

断層を記載している

文献＊ 
(1),(2),(3),(6),(7),(8) (1),(2),(8) (4),(5) (1),(2) (4) (3) (8) (8) 

文
献
に
示
さ
れ て

い
る
性
状 

敷地からの距離 57km（(1)による） 
64km 

（(1)による） 
132km（(4)による） 173km（(2)による） 178km（(4)による） 

41km 

（(3)による） 
57km（(8)による） 103km（(8)による） 

地 形 的 位 置 

兵庫県新温泉町沖の大陸斜面～ 

島根県松江市美保関町東方沖の大陸棚～ 

島根半島東部の陸域 

島根県中部沿岸 

の大陸棚 

隠岐北西方 

の大陸斜面 

島根県西部～山口県～ 

福岡県沿岸の大陸棚 

見島北方沖 

の大陸斜面 

鳥取県東部～ 

島根半島東部 

沿岸の大陸棚 

隠岐西方の大陸斜面 
島根県中部沿岸 

の大陸棚～大陸斜面 

走 向 ＥＮＥ－ＷＳＷ Ｅ－Ｗ ＮＷ－ＳＥ～Ｎ－Ｓ ＥＮＥ－ＷＳＷ ＮＥ－ＳＷ～Ｅ－Ｗ ＥＮＥ－ＷＳＷ ＥＮＥ－ＷＳＷ Ｅ－Ｗ～ＮＥ－ＳＷ 

長 さ 約130km（(1)による） 
約55km 

（(1)による） 

約65km 

（(4)による） 
約175km（(2)による） 

約85km 

（(4)による） 

約50km 

（(3)による） 
27km（(8)による） 102km（(8)による） 

音
波
探
査
記
録
の
解
析
結
果 

中 部 更 新 統 

以上への影響 

兵庫県新温泉町沖から鳥取県大山町沖に

かけて断続して分布する断層群が推定さ

れる。そのうち，兵庫県新温泉町沖から

鳥取県湯梨浜町沖の約50km区間，鳥取県

湯梨浜町沖から鳥取県北栄町沖の約8km区

間及び鳥取県北栄町沖から鳥取県大山町

沖の約40km区間は，変位のセンスが様々

であり，かつ２km以下の複数の不連続部

分を含むものの，それぞれ一連の構造で

ある可能性を否定できないものと判断さ

れる。ただし，鳥取県湯梨浜町沖から鳥

取県北栄町沖の約8km区間の断層群は，後

期更新世の地層に影響を及ぼしていない

ものと判断される。 

また，鳥取県大山町沖以西では，連続す

る断層は認められない。 

約53km区間で断

続して分布する

断層群が推定さ

れる。 

 

北部の約36km区間で

断層が推定される。 

中央部及び南部では

断層は認められな

い。 

東部及び西部で数条の断

層が推定されるが，いず

れも長さが短い。これら

の間では，連続する断層

は認められない。 

西部の約38km区間で

不明瞭な部分を含み

断層が推定される。 

東部では連続する断

層は認められない。 

断層は認められ

ない。 

約32km区間で断層が

推定される。 

 

約108km区間で断続

して分布する断層群

が推定される。 

 

下 部 更 新 統 

以下への影響 

上記の中部更新統以上へ影響を与える断

層に加えて，鳥取県大山町沖から島根県

松江市美保関町東方沖にかけての約９km

区間に，断層が推定される。 

 

上記の中部更新

統以上へ影響を

与える断層に加

えて，東側及び

西側に連続して

約73km区間で断

層 が 推 定 さ れ

る。 

上記の中部更新統以

上へ影響を与える断

層と同様の位置に断

層が推定される。 

 

上記の中部更新統以上へ

影響を与える断層に加え

て，中央部から西部にか

けて数条の断層が推定さ

れるが，いずれも長さが

短い。 

これらの間では，記録が

見られる深度には連続す

る断層が認められない。 

上記の中部更新統以

上へ影響を与える断

層と同様の位置に断

層が推定される。 

東部では，記録が見

られる深度には連続

する断層が認められ

ない。 

記録が見られる

深度には断層は

認められない。 

上記の中部更新統以

上へ影響を与える断

層と同様の位置に断

層が推定される。 

上記の中部更新統以

上へ影響を与える断

層と同様の位置に断

層が推定される。 

評   価 

兵庫県新温泉町沖から鳥取県湯梨浜町沖

の約50km区間（鳥取沖東部断層）及び鳥

取県北栄町沖から鳥取県大山町沖の約

40km区間（鳥取沖西部断層）について

は，後期更新世以降の活動性が高いもの

として評価する。また，鳥取沖東部断層

及び鳥取沖西部断層は連動するものとし

て評価し，約98kmの区間を考慮する。 

約53km区間（大

田沖断層）につ

いては，後期更

新世以降の活動

性が高いものと

して評価する。 

北部の約36km区間に

ついては，活動が後

期更新世以降に及ん

でいる可能性がある

が，敷地からの距離

を考慮すると，敷地

に与える影響は小さ

いと判断される。 

東部及び西部で推定され

た中部更新統以上に影響

を与える断層は，いずれ

も長さが短く，敷地から

の距離を考慮すると，敷

地に与える影響は小さい

と判断される。 

西部の約38km区間に

ついて，活動が後期

更新世以降に及んで

いる可能性がある

が，敷地からの距離

を考慮すると，敷地

に与える影響は小さ

いと判断される。 

少なくとも本断

層の後期更新世

以降における活

動はないものと

判断される。 

約32km区間について

は，後期更新世以降

の活動性が高いもの

として評価する。ま

た，ＦＫＯ断層，Ｋ－

１撓曲及びＫ－２撓

曲は連動するものと

して評価し，約36km

の区間を考慮する。 

約108km区間につい

ては，後期更新世以

降の活動性が高いも

のとして評価する。 

＊：(1)：地質調査所｢日本地質構造図｣1/300万，(2)：地質調査所｢海洋地質図｣1/100万，(3)：地質調査所｢海洋地質図｣1/20万，(4)：活断層研究会｢新編 日本の活断層｣1/100万， 

(5)：海上保安庁水路部｢海底地質構造図｣1/20万，(6)：海上保安庁水路部｢海底地質構造図｣1/5万，(7)：徳山ほか(2001)「日本周辺海域中新世最末期以降の構造発達史」， 

(8)：国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）日本海における大規模地震に関する調査検討会「海底断層ワーキンググループ報告書」 
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第3.2 2図　敷地周辺陸域の切峰面図

図3202 敷地周辺陸域の切峰⾯図181121（ページナシに修正）.pdf   1 2020/09/17   17:16:19
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第3.2－3図　敷地周辺陸域の地質図
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第3.2－5図(1)　宍道湖及び中海の音波探査測線図（その１）
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第3.2－9図(1)　宍道湖の音波探査記録(エアガン・マルチチャンネル)
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第3.2－9図(2)　宍道湖の音波探査記録(ウォーターガン)
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